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第1節 I期の遺構と遺物（縄文時代早期～後期）

第5章 B地区の遺構と遺物

第 l 節 I 期の遺構と遺物（縄文時代早期～後期）

西区

V 層上面あるいはV 層掘削中に確認した遺構を縄文時代の遺構として報告する。 V 層上面で確認し

た遺構はSIB0 1のみで、 その他の遺構はV層掘削中に確認した。いずれの遺構からも遺物は出士しな

かったため、 時期の特定はできなかった。

S1801 (第134 図）

BN9グリッドで確認した集石遺構e 西区の土層観察用畦中に砂岩礫が集中する箇所があり、 これ

ら礫の周囲を精査したところ、 直径0.5m程度のほぽ円形を呈する集石遺構を検出した。 確認面はV

、 周囲に展開する遺構よりやや10 cm程度の上位のレベルにある。 使用されている

小さなもので、 一部の礫は被熱し赤色化していた。 礫は長軸0.57m ・ 短軸0 .5mの土坑内に

げ込まれており、 土坑の深さは確認面から10 cm程度であった。 埋土にはわずかな炭化物が認められた

はまったく認められなかった。 本集石遺構は礫の分布は散漫ではあるが、 被熱している

に礫が点在しない点から判断して何らかの遺構であると考えられる

SKB01 (第134図）

試掘Tr8の断面中で確認した上坑でB09グリッドに位置する。 この試掘Trの掘削に伴い、

のうち

0. 

しか遺存していない。 現存する平面形の規模は長軸1.12m ・ 短軸1. 58mで、 深さは約

られる。 おそらく、 平面形は楕円形を呈すると思われ、 復元するとその

になると考えられる。 壁面の立ちヒがりはかなり忽な傾斜をもち、 埋上はV層に類似する

められた。 主軸方向はN-61° -Wをはかる。

SKB02 (第134図）

調査区東側壁面で確認した土坑で、BK12グリッドに位置する。 平面形のうち

外に伸びているため、 その全形は不明である。確認した平面形から推測すると平面形は楕円形

ると考えられ、 その規模は現存で長軸0.31m ・ 短軸0 .35mで、 主軸方向はN-56° --Eをはかる。断

は底面がやや不明瞭で溝状の断面形を示している。

PBOl (第135図）

BK12·13グリッドで確認したピット。 平面形はほぼ円形を呈し、 直径は0 .45m程度である。 深さ

は約8 cmと浅く、 床面では板状のチャ ー ト礫を検出した。 このチャ ー ト礫が人為的行為によるものか

どうかは判断できない。
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第1節 I期の遺構と （縄文時代早期～後期） 3
 

PB02 ( 第135図）
調壺区の北端BP9 グリッドで確認したビット。 平面形ははぽ円形で、 その直径は0. ぁ

る。深さ

ている。

ら15cm程度認められる。壁面の立ち上がりが比較的緩やかで底面の範囲が狭くなっ

遺物

V層中からは遺物が出土しているが、 そ はきわめて少なく、 破片 りで図示可能

められなかった。 らく、 遺物は調査区外の斜面下方に流失したものと思われる。
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第2 節 II期の遺構と遺物（縄文時代晩期） 5 

第 2 節 II 期の遺構と遺物（縄文時代晩期）

西区

2基の遺構を確認したが、 いずれもW層を掘削して形成し ある。 W層中の遺構の存在

想外のことであり、 W層掘削中に以下に述べる2基の遺構以外の遺構が存在した可能性もあるが、 前

述したI期の遺構と同様、 遺構の存在は希薄であったと考えられる。 W層中からの遺物の出土は皆無

であるため、 遺構の帰属時期を特定でぎないが、 層順からみてI期 より後出することは明らか

である。 A区と比較すればW層中で確認したIl期の遺構すなわち、 NRAOIと同様の

ほかない。

を想定する

PB03 ( 第136図）

BM9グリッド る上坑で、 はI\「層 ある。 平面形は楕円形を呈し、 は緩や

かである。平面形の規模は長軸0.69m ・ 短軸0.5 7mで、主軸方向はN-71 ° -Wをはかる。深さ は15cm

前後である。埋士は単層で、細かな炭化物を含んだ上層が認められた。なお、遺物は出上しなかった。

PB04 ( 第136図）

調査区東壁面で確認したピットで、 確認面はW層中である。 平面形はほぼ円形を呈し、 その規模は

45m前後である。深さは約25cm認められ、 埋士は単層で細かな炭化物が認められた。 なお、 遺

物は認められなかった。
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第136図 西区I期PB03、 PB04平面図• 断面図(S: 1/20) 



6 第5章 B と遺物

第3節 m期の遺構と遺物（弥生時代末～古墳時代初頭）

住居跡4 周溝2 基、 ピッ ト4 基を した。 住居跡は南向きの斜面に形成され、

して築成されている。 分布は調奔区の東西両端に分かれるが、 ヽこともあり、 規則性は

められない。 SBBO 1�SBB03はほぼ同じ箇所に築成されているために重複関係が認められる。 その先

後関係はSBB03→ SBB02→ SBBOlであるが、 それぞれの出士土器にはそれほどの年代差が認められな

いため、 きわめて短期間のうちにこれらの3棟の住居跡は形成されたものと思われる。 ピットは遺物が

していないが、 堆積状況が住居跡と類似するため住居跡とほぱ同じ時期に形成されたと判断した。

SBB01 ( 

BG 8 ·BG 9 ·BF 8 ·BF 9グリッドに位置する住居跡で、 SBB02の東壁を削平して、 砂岩岩盤を

掘削して住居を形成している。平面形はコの字形を呈しているが、 中央に位置する地床炉の位置から

みて、 谷側の平面形の大半は流失したものと考えられる。 現存する平面形の規模の主軸長2.07m·

4.42m· 奥行き3.79mで、 やや谷側に向かって幅が広くなる傾向が認められる。 そのためか隅角はや

や丸みを帯びている。 向は�-72° -Wをはかる。 は60° -70° の傾斜角をもち、 壁高は

最大で50cm前後の高さが認められる。 壁面に沿って幅約 10cm·深さ3cm前後の壁溝がめぐり、 床面残

存部位が途切れるに伴い壁溝も消失する。 谷側の床面流失に伴い壁溝も流失したと考えられる。 壁溝

内には直径5 �10cm前後のピッ トが10基認められた。深さは5�10cmまで様々だが、 壁面を支持する

板材を支える杭用ピッ トと考えられる。 配置状況は2本l組のようにもみえ、 その場合、

に 1カ所、 山側壁面に 3カ所という規則的配置が認められる。 埋土からはII層に類似する土層とm

に類似する土層の大きく2 つの性格の土層が堆積し、 前者は上層に、 後者は下層に堆積していた。

物は埋土から弥生時代末～古墳時代初頭の上器片31点が出土したが、図示可能な資料は2 点にとど

まった。 いずれも破片資料だが器台A類 (511)、 壺があり山中式後期のものが中心である。主柱穴と

されるピッ トは南北両壁面からそれぞれ0.6m程度内側に入った位置で2基確認した。いずれも

にみて主柱穴として想定叶能な位置にある。 ピッ トは2 段に掘削されているため、 上段の平面

形と下段の平面形がやや異なる。 上段は長軸0.5m ・ 短軸0.4m程度の平而形を呈するのに対して、 下

段の平面形は直径15cm前後の円形を呈する。 掘形と柱痕の関係に類似するが、 堆積状況は柱痕が確認

面では確認できない状況であることに疑問がある。 深さは0.5m程度存する。地床炉は谷側..

る床面ほぼ中央で確認した。 炉石は検出できなかったが、 士層観察により住居廃絶に伴って、 抜き取

られたと考えられるc 地床炉の平面形は楕円形を呈し、 長軸0. 66m ・ 短軸0. 4 9mをはかる。深さは5

cm前後で、 炉内の床面は被熱して赤色化していた。また、 床面は貼床などの施設はなく、 硬化面も認

められなかった。

SB802 (第138図）

BE8 ·BF8 グリッドに位置し、 SBBOl·SBB03と重複関係を有す。確認面は砂岩岩盤で、 岩盤を

掘削して住居を築成している。 平面形はコの字形を呈し、 谷側の平面形4/5 程度をSBBOlの築成に
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8 第5章 B地区の遺構と遺物

より失われている。 本来の平面形は正方形にちかいものと想定さ れるが、 その谷側部分1/2 程度は

したものと判断さ れる。 遺存する平面形の規模は主軸長 0.99m ・ 幅2.45m · 奥行き2. 38mをはか

り、 主軸方向はN-31 ° -Wを向く。 壁面の傾斜角は60- 70° 程度で、 壁面の周囲をめぐる壁溝は確

きなかった。 床面は砂岩が露出しており、 何らか施設があったかもしれないが、 すでに流失した

い。柱穴は南北両壁面付近にそれぞれ1カ所ずつ計2基が位置することを確認し

からみて主柱穴と想定さ れる。 平面形は円形で、 その規模は直径0.35m·深さ 0. 15m程度であるが、

P2 はSBBO lに一部削平さ れている。 地床炉は遺存する谷側床而の中央やや西 よりの箇所で確認し

その平而形は楕円形を呈すると考えられるが、 谷側1/2 程度をSBBO lの掘削に よって失われて

いるため、 全形は不明である。現存する規模は長軸0.8 7m ・ 短軸0.34mである。深さは15cm弱を有し、

の褐色土が認められ、 細かな炭化物が含まれていた。 炉内の床面は被熱を受けて赤く

していたが、 強い被熱を受けた様子は観察できなかった。 また、 断而形状からみて北側の部分にわず

かにくぽむ部位が認められるため、 この箇所に炉石が設置さ れていた可能性が高いと考えられる。

物は埋土から12点の弥生時代末～古墳時代初頭の土器片が出土したが、 いずれも細片で図示可能

料はp 2 から出土した1 点器台A類 (512)のみである。512は住居跡の帰属時期を明らかにする

な資料だが、 全形が不明な点が残念である。 おそらく、 弥生時代～古墳時代初頭の器台の脚部片と

われる。

SBB03 ( 第138図）

調査区内では最も高い箇所に占地する住居跡で、 BF8グリッドに位置する。 平而形はコの字形を

し、 遺存する谷側の南半分程度をSBB02の掘削に伴い失われている。 その規模は主軸長1.13m·幅

2.98m· 奥行き2.69mで、 主軸方向は N-53 ° -Wをはかる。 山側の壁面の立ち上がり

かだが、 南北両壁面はほぼ垂直にちかく0.15m程度の壁高を存する。 壁溝は認められず、 北側の隅角

は明瞭なコ ー ナ ー がなく、 丸みを帯びている。柱穴は2基確認した。 いずれも南北両壁面からやや中

よりの箇所で検出さ れ、 SBBO l·SBB02の状況と類似する。 その位置からみて、 主柱穴と考 えられ

る。 平面形は ほぼ円形で、 その直径は0.25m前後で深さ は0.2m前後である。 床面は

状況を呈し、 貼床などの施設は確認できなかった。炉も確認できなかったが、 SBB02と

あるとため、 その有無については不明である。 埋土はII層に類似する士層が堆積し、 七器の出土は、

弥生時代末～古墳時代初頭の土器片が9 点とごく少量の出土にとどまり、 図示可能な資料は認められ

なかった。

SBB04、 SD802 ( 第139図）

にある住居跡で、 本調査で唯一屋外周溝が認められた住届跡である。 グリッドはBE

1 0·BFIOグリッドに位置する。 確認面はW層上面で、 床面においても砂岩岩盤に到達していない。
平面形はコの字形で、 谷側の平面形は2/3 程度失われていると推測さ れる。 壁面はLI」側では比較的

かで、 その壁高は20cm程度認められる。 東西両壁面はそれ より低くなり1 0cm程度の壁高し

られず、 南端では 自然地形に連なる。 壁溝は幅10cm ・ 深さ 5 cm前後で墜面の内側をめぐるが、

は壁面下端 より内側に離れた位置にめぐる状況が認められる。 現存する平面形の規模は
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1 .33m ・ 幅3.95m · 奥行き3 . 79mで、 主 軸方向は N -18 - 0 Wをはかる。柱穴は 2基確認 し、 直径40cm·

深さ1 5cm前後のほぼ円形を呈するが、 p 1 は断面形をみると床面が谷側に傾斜 している。 P l · P 2

は その位置が 山側壁而から約0.8m ち かく離れた位置にあることに疑問があるが、 本住居跡の主柱穴

の可能性が裔いと考えられる。 屋外固溝は山側壁面から北側へ約 I m程度離れた位置で確認 した。

は砂岩岩盤上で、 この岩盤を掘削 して周溝を形成 している。 その形状は山側壁面の外側を三 日 月

状にめぐり、 東西両端は収束せずに 自然地形にそのまま連なる状況を呈 している。とくに東端はその
斜面下方には 自然地 形の谷状地形が連なるため、 この地形を利用 したか も し れない。 幅は Im前後で、

山側壁面との距離が西側から束側に向か う に従い広がる傾向が認められ、 住居跡の周溝と し て

形な感がある。 深さは1 0cm前後でII層に類似する土層が堆積 し ていた。 遺物は弥生時代末～古墳時代

初頭の土器片が住居跡の埋士から3 0点、 周溝の埋土から 4 点出 土 したが、

ら出士 した 5 点のみ （ 第1 46図 ）のみであった。 51 5は、 台付甕の脚部片と思われるが、

料のなかでは、 例外的な資料である。 51 6は器台A類の口縁部片51 7、 518 は高坪A類の脚部片である。

51 6-518 は 弥生時代終末期の資料 と 考えられ、 住居跡の築成時期を 示す資料とみられる。

SD801 ( 第139図 ）

SBB04の屋外周溝 ( SDB02) の北側に位置する溝状遺構で東西方向に伸びる。 BF9 -BGl Oグリッ

ドにかけて所在 し 、 砂岩岩盤を掘削 し ている。 西端は調査区外へ伸 びているため詳細は不明

はその幅 を著 しく広 げて収束 し ている。 西端では幅が lm前後で推 移 し ていた も のが、

は その幅が最大3 .3mに も 及ぶ。 深さ も 同様に西端と東端では差 異が認められ、 西 端では20-3 0cm前

後であった も のが東端では60cmを越える。 本遺構は不定形な形態を も つ遺構で、 その性格は不明であ

る。 東端が深 く なっているため、 排水用と しての機能は果た し 得ないと考えられる。 む し ろ 、

した水を西端へ排水 したのであ ろ う か。 埋土の状況はSBBOl と 類似 し て上層に 1I

に III 層に起因する上層が堆積 しており、 その埋没状況はSBBOlと同様である。 また、 遺物は

弥生時代末～古墳時代初頭の土器片が63点出土 し、 その年代観 も ほぽ住居跡出土土器と同様であるた

め 、 住居跡とと も に本遺構が展開 していた可能性が高く、 住居跡と何らかの関係を有 していたと考え

られる。 出土土器は B地区のなかでは、 も っと も 多く出土 しているが、 いずれ も 細片で全形がわかる

資料が少ない。

PB05 ( 第1 40図 ）

BF1 2グリッ ドにあ り 、 調査区の最 も 南端で確認 した遺構。 平面形はほぽ円形で直径は3 5cm程度で

ある。 深さは0.1 5m程度認められるが、 床面が谷側に傾斜 している。 埋土は III層に起 因する

していたが、 遺物は 出土 しなかった。 確認面はIV層上面である。

PB06 ( 第140図 ）

SBB04の東側で検出 したピットで、 BEUグリ ッ ドに位置する。 1V層を掘削 し ており、 その

は直径20cm強の ほぼ円形を呈す。深さは O.lm程度と浅い。 埋土はPB05と類似する黒褐色土が堆積 し、

遺物は出土 しなかった。
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PB05 PB06 PB07 

·8 ·s ヽ〔 ロ 口
△ A ／ I \ -\ _A_ 

A' A A' 

B6J5� 

1 10YR3/2黒褐色 シル ト し ま り な し
2 10YR4/3に ぷい黄褐色 シ ル ト し ま り な し 1 - 2 cm角の

小礫を含む

PB08 

□
 

]
A_
 

,,J�� 
゜ l m 

1 10YR3/3暗褐色 シ ル ト し ま ') な し 1 -
2 10YR4/3にぷい黄褐色 シ ル ト し ま り な し 3 

第140図 東区 皿期PB05、 PB06、 PB07、 PB08平面図 • 断面図 ( S : 1/20)
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PB07 (第14 0図 ）

SDB02の東側で確認 し た ピ ッ トで、 BEl Oグリ ッ ド に 位置する。 平面形は楕円形を呈 し 、 その規模

は長軸0.59m ・ 短軸0.4 7mをはかる。深さは約0.15mをはかるが、壁面の立ち上がりは緩やかである。

皿 層 に類似する土層が認められた。

PB08 (第14 0図 ）

試掘Tr3の断面中で確認 し た ピ ッ トで、 砂岩岩盤を掘削 し ている。 BD9グ リ ッ ド に 位置する。 平

面形は ほぽ円形で、 直径は25 cmである。深さは10cm程度の浅いもの で、 m 層 に 類似する士層が上層 に

堆積 していたが、 遺物はまったく出土 しなか っ

皿 層出土の遺物 （東区 ）

条痕文系の甕 A 1 類 (529) 、 5 31 、 A 類 ( 5 32 ) を図化 し た。

西区

住居跡 2 棟 ・ ピ ッ ト1 3基を確認 した。 遺構 に 伴 う 遺物が少ないため、 遺構の所属時期の判断が難 し

いが、 遺物 ・ 堆積状況とも東区の同様の状況を呈することから、 A 地区遺構と同 じ く 、 弥生時代末～

古墳時代初頭の遺構と判断 した。 住居跡は調査区の南端、 すなわち斜面下方 に 位 置 し 、 ピ ッ トはそれ

より斜面上方 に 集中する傾向がある。 ビ ッ トの配置は明確な規則性な認められない が、 PB09 · PB l l

とPB l O · PB1 2は断定できないものの、

れている。

SBB05 (第142 図）

した住居跡の柱 穴のみが遺存 し た ピ ッ トの可能性も残さ

BL12·BK1 2グリ ッ ドで検出 した住居跡で、 W層を掘削 して形成 している。 平面形はコの字形を

し 、 谷側1 / 2 程度の平面形はすで に 流失 したものと 考 えられる。 平面形の規模は主軸長1 .6 3m · 幅
3.8m · 奥行き3. 31mをはかり、 主軸方向はN -24 ° - Eを向く。 壁溝は認められず、 東西両隅 角 付

近 に 柱 穴を 2 基確認 した。 いずれも直径0. 3m強の ほぼ円形を呈 し 、 深さは0. 25m程度 である。 山側

は ほぽ垂直 にちかく、 0.45m程度の壁高を存する。 床面上 に ば炉 ・ 貼床などの施設は認められな

かった。 遺物は埋土から弥生時代末～古墳時代初頭の士器片が31点出土 し たが、 いずれも細片で 図示

可能な破片は4 点 であった。

S8806 ( 第14 3 図 ）

SBBOSの北側 に 隣接 し て形成されている住居跡で、 BLll · BKllグ リ ッ ドで検出 し た。 確認面はW

、 W層を掘削 し て住居跡を形成 している。 平面形はコの字形 で、 谷側 1 / 2 程度の平而形を

流失 していると 考えられる。 平面形の規模は主軸長1 . 37m ・ 幅4 . 25m · 奥行き3.53m で、 主軸方向は

N -24 ° - Eをはかる。 rJ」側壁面は70° 程度の角度で立ち上がり、 0. 35m程度の壁高が認められる。

床面ほぽ平坦だが、 貼床などの硬化面は認められなかった。 また、 壁面周囲をめぐる壁溝も確認でき

なか っ た。 ピ ッ トは計6 基を確認 し た。 大きさはそれぞれ様々だが、 P l· 3 � 5 がやや規模が大き
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第3節 Il1期の遺構と 遺物 1 9  

く、 直径0. 4m弱の円形を呈するピ ッ ト

トであるが、 その性格は不明である。 お

と考えられる。 埋土は m層に起囚する

片10点が出土 したにす ぎない。 いずれ も

る。 P2 · P 6 は前述の 4 基の ピ ッ ト よりやや 小 さ なピ ッ

らくp 1 事 3 と P 4 · 5 のいずれかが柱穴に相 当する も の

しており、 遺物は弥生時代末～古墳時代初頭の上器

器片と考えられる。 図示可能な資料は524の1

しい。 おそらく、 斜 而 上 方から流人した

みであ った。

PB09 

BM8 グリ ッ

となり、 そ

状である。

PB1 0 ( 第144図）

したピ ッ トで、 確認面はかなり

・ 短 軸3 0cm程度である。 深さは

にはわずかに炭化物が含まれていたc

PB09と同様、 かなりの急傾斜地にあるピ ッ トで、 BM8 グリ ッ ド

弱と 小さ く、 平面形は ほ ぱ円形を呈する。 深さは1 0cm程度である。

PB1 1 ( 第144図）

ある。 平面形はわずかに楕円形

られるが、 断面形が半円形

る。 その規模は直径20cm

PBl O に隣接 して確認したため、 立地状況は類似する。 平面形は P:l 形を呈 し 、 は直 径45cm

る。 深さ は20cm程度で壁面の立ち上がりが緩やかである。

PB1 2 ( 第144図）

BN9 グリ ッ ドで確認 した ピ ッ トで 、 深度が10cmに満たない浅いピ ッ トである。 平面形は長軸43cm ·

短 軸35cmの楕円 形を呈するc 埋上は褐色土で細かな炭化物が含まれていた。

PB1 3 

B�9 グリ ッ ド

較的緩やかだが、

した ピ ッ ト。 平面形は円 形で直径は約 40cmをはかる。 壁面の立ち上が り は比

は直径約 1 5cmの平坦面を も つ。 深さは15cm程度である。

PB1 4 ( 第1 44図）
BN9 グリ ッ ドに位置するビ ッ トで、 平面形は直径40cm弱の ほぼ円形を

を も ち、 壁面の立ち上がり も 緩やかである。

PB1 5 ( 第145図）

る。

やや斜面に形成さ れたピ ッ トで、 BNlO グリ ッ ドに位罹する。 平面形は ほぼ円形で、

る。 深さは15cm程度認められる。 はなだらかである。

PB1 6 

は緩やかな傾

は3 5cm

BNlO グリ ッ ドで確認したピ ッ トで、 そ はぽ円形を る。 直径は40m弱で、 深さ は20cm
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PB09 PB10 PB11 

ヽ

@ 
‘ 

□ 
A A' A ＠ A' 

A
 

A' A
 A 

1 7. 5YR4/3渇色シル ト 5 -10,m角の砂岩小礫
し か）弱い 炭化物を含む

PB12 PB13 PB14 

＼口 △
・

ー
A
 口

A' 

□
 

・

ー9

A

89信�三三 A

'

1 7.5YR4/3褐色 シ ル ト 砂岩小礫、 炭化物 を 含 む
し ま り 弱 い

A 
88. 24m 

A
 

A
 

9A
 

1 7,5YR4/3褐色シル ト 5 -10,mの砂岩小疇を含む
し ま り 弱い 1 7. 5YR4/3褐色シル ト 5 -1伽ml/)砂岩小礫を含む

しま り弱い゜ 1m 

第144図 西区 皿 期PB09、 PBlO、 PBl l 、 PB1 2 、 PB1 3、 PB14平面図 ・ 浙面図 ( S : 1 /20)
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る。 壁面の立ち上がりが緩やかで、 底面が不明瞭である。

PB1 7 (第1 45 図 ）

B Nl Oグリッドで確認 したピットで、

認められ、 底面は比較的平姐である。

PB1 8 ( 第1 45 図）

直径40cm程度の ほぼ円形 を 呈する。 深さ は20cm強が

比較的平坦な箇所に形成さ れたピットで、 BK12グリッドに位置する。 その平面形は円形 を 呈 し 、

直径は25cm をはかる。 深さは12cmと浅く、 底面が不明瞭で、 断面形は半円状である。

PB1 9  ( 第1 45 屈）
試掘Tr7の掘削に伴って確認 したピットで、 BK13グリッドに位置する。 その平面形は楕円形 を 呈

し、 長軸は73cm を はかるが、 短軸は試掘Trの掘削に よって削平 さ れ不明である。 断面形は2 段に掘

削されていることから、 ピット2基の重複関係が想定されるが、 全形が不明であるため、 1 基のピッ

ト と して報告する。 深さ は23cmが認められる。

PB20 ( 第1 45 図 ）

BK1 3グリッドで確認 したピット。 平而形は円形で、 その直径は25cm程度小さ い。 深さ は1 0cm程度

は直径20cm程度の平坦面 を も つ。

PB21 (第1 45 図）

BK1 3の比較的平坦な箇所で確認 したピット。 平面形はほ ぽ円形 を 呈 し、 直径は40cm を はかる。 深

さ は20cm弱で底面はやや平坦である。西側の壁面はほ ば垂直にちかいが、東側の壁面は緩やかである。
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PB1 5  PB16 

A 

□ 
(D 

PB1 7 

ふ
A' A （ （  ＼ ＼ A' 

,A-d A A' 
A 

87. 75m 

1 7. 5YR4/3褐色シル ト 5 -10m相の砂岩小礫を 含 む
し ま り 弱い

1 7.5YA4/3褐色シル ト 5 -10mcの砂岩小濃を含む
し ま り 弱い 1 7, 5YR4/3褐色シル ト 5 -10nn/J)砂岩小礫を 含 む

し ま り弼い

PB18 

CD _B_�= 
芦•
CD

ロ
、)

A A
 

A �1m冒三三 A

'

1 7,5YR5/8明褐色シル ト 1 cm角の砂岩小纏 を含む
し ま り 弱い

PB21 
・

ー

A' 

A_
 

゜ l m  
1 7.5YR3i2烹褐色シル ト l e→国の砂岩小嬌を 含 む

し ま り弱い

第1 45図 西区 皿 期PB1 5、 PB16、 PB1 7、 PB1 8、 PB1 9、 PB20、 PB21 平面図 • 断面図 ( S : 1 /20) 
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口 ／
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第1 46図 B 地区SB BOl 、 SBB02、 SBB04 、 SBB05、 SBB06 、 SDBOl 皿

m 層 出土の遺物 （西区）

器台A類 (53 0) を 図化 した。

B 地区 出土の石器（ 第147図）

～古墳時代初頭） 23 

51 3 D 
5 1 4  

�\口 Q 
51 9 

11\ \ 
＇ ＼ ＼ 

�\ 5 1 8  520 

こ □ \  526 

527 

531 

532 
10cm 

出土遺物 ( S : 1 /3) 

B地区の石器は8 した。 A地区と ほ ぼ同 じ時期の遺構と土器が検出さ いるので、 その時

期を石器の時期に当てると以下の よ う になる。

縄文時代早期から後期の石器と推定できるのは 、 535の石鏃、 536の剥片 、 539の礫器である。

535 、 536は下 呂 石 製で 、 縄文時代後期の可能性がある。 539の片刃礫器は早期の可能性がある。

は縄文時代晩期から 中期にかけて出現する ある。

53 8の砥石 、 弥生時代以 降の遺物であろ う 。
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540 
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第1 47図 B 地区 皿 期SBB04、 SDB01 N、 V層出土石器 ( S : 2/3、 S : 1 /4) 
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第 1 節 後平茶臼古墳出 土埴輪の蛍光 X 線分析

三辻利一 （大谷女子大学）

1 • は じ め に

土器の胎土研究 に 使用される分析 法 には、 1 ) 同時多元素分析、 2 ) 非破壊分析、 3 ) 迅速分析の

3 条件は不可欠である。 一般に、 士器胎士の違いをみるには1 元素の分析デー タ だけでは困難である。
複 数の元素の分析 デー タ を必要 と する場合が多い。 そのため には1 ) の条件が必要である。 さ ら に、

士器の素材である粘土は岩石同様、 ケ イ 酸塩でできており、 酸やア ルカ リなどの化学処理で溶解する

こ と は困難である。 本来、 分析化学では試料を溶解 して均質系 に して分析作業 にはいるが、 この点で
上器試料は理想的な分析試料ではない。 それでも、 X線や ガ ン マ線の よ う な透過性の電磁波を使った

分光分析では機械的に試料を粉砕するだけで、 分析するこ と ができる。 これが 2 ) の条 件である。

般に、 化学的 に 溶解 しなくても、 機械的に破壊するだけで分析する方法を非破壊分析 と い う 。
場合、 士器を粉砕 し て再度一定形状にかためた試料を作成 し、 分析する。 1 ) 、 2 ) の条 件

分析法の必要条件 と して広く知 られている。 この条件を受け入れる分析 法 と して蛍光 X 線 分析 法 と 放

射化分析法がある。 し か し 、 3 ) の条件はあまり知 ら れていない。 と くに 、 生産地が多い と 考え ら れ

る土器の産地研究では、 まえもって、 生産地出土の士器を大量 に 分析するこ と が必要である。さ ら に、

と して、 土器の分析 デー タ を う と する と 、 消費地遺跡出土土器の分析 デー タ も大量に

出さなければな ら ない。万を越える試料の分析 デー タ が必要 と な ろ う 。 そのためには、 迅速分析 と い

う 条件が不可欠 と なる。 この条件を受け入れ よ う と する と 、 分析元素は短時間の測定で高い蛍光X線
ら れる元素に限 ら れる。 3 ) の条件は意外に知 ら れていない。 以上の3 条件をすべて備えた

分析装 置が完全 自 動式の蛍光X線分析装置であり、 最近では、 再現性が よい分析 デー タ がえ られる優

れた装置が市販されている。筆者は30年近くにわたって、 3 台の装置を使用 してきた。 どの装置を使っ

ても、 共通 した、 再現性の よいデー タ を得る よ う にするため、 測定された蛍光X線 強度を岩石標準試

料、 JG- 1の蛍光X線 強度で標準化する方法を考案 した。 定量分析値はなにも、 百 分率で表 示する必

要はないのである。 こ う した考え方で、 全国各地の窯跡出土須恵器を大量に分析 した結果、 K、 Ca、

R b、 Srの 4 元 素が と く に 有効に地域差を表 示する元素であるこ と を確かめた。 いわば、 須恵器の産

地推定はこれ ら 4 元素を指紋元素 と して、 消費地遺跡出土須恵器を生産地である窯跡または窯跡群ヘ

結 びつけるこ と である。 も ち ろ ん、 そのため には、 多 数ある を何らかの方法で整理 しておかな

ければな ら ない し 、 また、 生産地へ結びつけるための方法も 開 発 し ておかなければな ら ない。 須恵器

はすでに出来上がっており、 目 下、 その方法を使って須恵器の伝播、 流通の研究が推進
されている。 須恵器の産地推定法は埴輪の胎土研究にも応用できる。 本報告では、 上記 4

値を使って、 後平茶臼古墳出土の埴輪の分析結果を解析 した結果について報告する。
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2 .  分析方法
すべての埴輪片は表面を研磨してから、 タ ングス テ ンカ ー バ イ ド製乳鉢の中で1 00 メ ッシ ュ 以下に

粉砕さ れた。 粉未試料は塩化 ビニ ル 製の リ ングを枠にして高圧をかけてプ レ スし、 コ イ ン 状の錠剤 試

料を作成した。 錠剤試料は試料容器に固定さ れ 、 48 個の試料容器が 自動試料交換機に並べられた。 理

学電機製の波長 分散型、 3 21 0型機で分析し

Naの測定にはTAP、 K、 Caの測定にはGeを 、 Fe、 Rb、 Srの測定にはLiFを分光結 晶 と して使用し

た。 分析値は同時に測定さ れた岩石標準試料、 JG- 1に よ る標準化値で表 示し

3 .  分析結果

今同分析した試料の分析 デー タ を表 l に 示す。 全体を眺める と 、 CaとNaが少ない胎土であるこ と

が容易にわかる。 これは岐阜周辺の須恵器や灰釉陶器のもつ特徴である。 このこ と から、

墳の埴輪は在地産の粘士を使って作った埴輪であるこ と は容易に理解できる。 問題は今回分析した埴

輪胎士がすべて同一の粘士を素材として作ったものであるのか、 それ と も、 複 数の粘土を使って作っ

た埴輪であるのかである。 もし、 複数の粘土を素材 と して埴輪を製作しておれば、 そ

で埴輪を製作したことを る。 に、 分析 デー タ は数値のままでは理解し難いので、 図形化す

るのが普通である。 筆者はK-Ca、 Rb-Srの両分布図を作成している。 ここでは埴輪の色彩観察の結

果を取り入れ、 赤色～橙色の埴輪をA群 と し、 白色～橙 白色の埴輪を B群 と して、 それぞ れ、 両分布

図を作成した。 図 1 には赤色～橙色のA群埴輪の両分布図を 示す。 よ くま と まって分布しており、 同

ー場所で製作した埴輪であるこ と を 示している。 の点を包含する よ う にしてA群領域を長 方形

で描いた。 長 方形で描いたのは描きやすいためであって、 そのため、 領域 自 身には統計学的な意味は

ない。 それでも他の群の埴輪の分布領域 と 比較する上には便利である。 まず、 この よ う な分布

を作成し、 他 と 比較した上で判 別 分析の母集団の選択を考えている。 そ う せずに、 いきなり分析デー

タ から判 別 分析にはいると、 理解し難いとこ ろが多 々 ある。 土器類の生産地はそれ ほど多いので、 一

且、 両分布図を作成してから判 別 分析に入るほ う が理解し易いのである。 図 2 には 白色～橙白色の B

群の埴輪の両分布図を 示す。 B 群の埴輪も よ くま と まって分布しており、 同 一胎士の埴輪であるこ と
を 示している。 図 2 でも、 図 1 と 同様にしてB群領域を描いた。 この結果を 図 1 にいれてあり 、 A群

領域と B群領域を比較してある。 明らかに両者には分布に差違がみられる。 A群の埴輪にはK、 Rb量

が多く、 逆に、 B 群の埴輪胎土にはK 、 Rb量は少ないこ と がわかる。A群と B群の埴輪胎土は異なる

のである。 つまり 、 A群 と B 群の埴輪は別 々 の場所で作られた埴輪であることを 示している。 この場

合には そ れが外見上の色彩にもでていたわけである。 一般に士器胎土の色彩はFeの含有鍼 と 焼成条

件（酸化状態での焼成か 、 還元状態での焼成か） に関係する。 表 1 をみると、 A、 B

にはと く に差違はない。 したがって、 こ の色彩の差違は胎士中に含有さ れているFe械には無関係
であり、 焼成の条件が異なっていたこ と を明 示している と 考えられる。 A群 と B 群の埴輪

が異なっていたばかりか、 焼成条件も異なっていたのである。 このこ と から 、 両埴輪の製作場所は別 々

であったこ と が明らかであ ろ う 。 ただし、 K 、 Rb以外の因子 は殆ど 同 じであり、 素材粘土の化学特性

は類似している と 考えられるので、 同 一地域内の別場所での製品 と 考えるのが妥当であ ろ う 。 そして、

A群の埴輪が多いとこ ろ か ら 、 A群が主成分埴輪であり、 この古墳の被葬 者に直結する人々 に よ って
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作 られた埴輪で あると推察される。 B 群埴輪 は第2近親 者の製作 による埴輪で ある可能 性がある。 こ

のことについてはさらに検討 ぱ必要で あり 、 今後の研究 の発 展 が期待 される。 なお、 今回 は古墳 にお

け る埴輪 の配置 に関 する情 報 がなかったので 、 埴輪胎 土と配置の関連 については考察しなかっ た。 ま

た、 回 1 には、 大垣市 の昼飯 大塚古墳 の主成分埴輪 の分 布領域 を比 較 のために描 いてある。 Ca 、 Sr

らかに多 く 、後平茶臼古墳 の埴輪胎 土とは明 らかに異 なることがわかる。 こ のよう に、古墳ご

とによる埴輪 の胎 土の比較研究 も今後必要 となるで あろう 。 大垣 、 岐阜、 名 古屋 周辺 の古墳 出土埴輪

胎 土の比較研究 は意外な成果 をもたらす可能 性がある。 そ のためには、 数千点 といっ
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片の分析が必要 と なるだ ろ う 。 ここ にも、 迅速分析とい う 条件が大きな ウ エ イ トを占めるこ と が理解

できるで あ ろ う 。埴輪の胎土研究の今後の方向である。
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第 2 節 赤み を 帯 びた粘t質物の成分分析

小村美代子 （パ レ オ ・ ラ ボ）

1 .  は じ め に

後平茶臼古墳は、 富加町大平賀 地区内 に所在する5

この古墳の竪穴系 横 D式石室内の床石 に 赤み を帯

ここでは、 この粘土質物 について分析 を 行い、 その成分につい

と考え られる円墳である。調査では、

さ れた。

した。

2 .  試料お よ び方法

分析は、 ①蛍光 X線分析、 ② X線 回折分析、 ③顕微鏡観察 を 行った。

に付着 した赤み を帯びた粘土質物である。

① 蛍光 X線分析

蛍光X線分析では、 赤み を帯びた粘上質物の定性分析 を行った。 測定試料は赤色部 に セ ロ ハ ン テ ー

プ を 押 し 付 けて採取 した。 分析は、 セ イ コ ー 電子工業 （株） 製のエ ネ ル ギ ー 分散型蛍光 X 線分析計SEA

-2001 Lである。

窓、 X線検出器はSi ( Li )

電圧5 0kV、 試料室内

② X 線 回 折分析

X 線 回折分析では、 赤み を 符びた粘土質物 に 含まれる鉱物の同定 を 行った。 赤色部 を 削って採取 し

水で溶き、 懸濁液 を プ レパ ラ ー ト に 数滴垂 ら して乾燥さ せ試料 を 作成 した。 分析装置は、 リ ガ ク（株）

、 X ロ ジ ウ ム ( R h) タ ー ゲッ ト 、 ベ リ リ ウ ム ( Be )

る。 測定条件は、 測定時 間300秒、 照射径1 0mm、 電流63µA、

る。

製のX 線 回折装置MiniF!exである。測定条件は、 X ( Cu) 、 電圧3 0kV 、

走在モ ー ドは連続、 ス キ ャ ン ス ピ ー ド5 . 000°/min. 、 サ ン プリ ング幅 0. 020° である。

顕微鏡観察

顕微鏡観察では、 特徴的なベ ン ガ ラ である 「パ イ プ状ベ ン ガラ 」

ラ ー トで、 赤色物の形状 を観察 した。

を ②と同 じ プ レ パ

3 .  結果

① 蛍光X 線 分析

第148 図には、 竪 穴 系 横 口 式石 室内床石か ら 採取 した赤み を 帯びた粘上 質物の蛍光 X線 ス ペ ク ト ル
図 を 示す。 また、 第 7 表 には、 試料の詳細、 検出さ れた元素など を 示す。

検出さ れた元素は、 鉄、 ア ル ミ ニ ウ ム、 ケ イ 素 、 イ オ ウ、 カリ ウ ム、 カ ル シ ウ ム 、 チ タ ン 、 亜鉛が
ある。

なお、 ロ ジ ウ ム ( Rh) の ピ ー ク は X （ロ ジ ウ ム タ ー ゲット） に 由来するものであり、
試料 に 含まれる元素とは関係がない。 また、 イ オ ウ ( S) はセ ロ ハ ン テ ー プ に含まれる元素である。
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第 8 表 石室床石の付籠粘土質物 か ら 検 出 さ れ た元素

Al : ア ル ミ ニ ウ ム 、 Si : ケ イ 素 、 s : イ オ ウ 、 K : カ リ ウ ム 、 Ca : カ ル シ ウ ム 、 Ti : チ

タ ン、 Fe : 鉄 、 Zn : 亜鉛

② X 線回折分析

図 2 に は 、

示す。

ら 採取 し た 赤 み を 帯 びた粘士質物 の X 線回 折 ス ペ ク ト なJ

(quartz) · 含水珪 酸塩鉱物 (silhydrite) · 白 雲母 (muscovite) ・ 粘 土 鉱 物 の ・・ 種 で あ る カ オ

リ ナ イ ト (kaolinite) な どが検出 さ れ た 。 鉄 に 関係す る ピ ー ク （ 赤鉄鉱 · hematiteや磁鉄鉱 · magnet

ite) は 検出 さ れ な か っ た 。

9 表 石室床石の付薦粘土質物 か ら 検 出 さ れ た 鉱物

鉱物名 化学式 和名
Silhydrite 3Si02 ・ 仕O シ ル ハ イ ド ラ イ ト
Muscovite KAb (Si凶） Oio (OH、F) z 白 雲母

Quartz Si02 石英

Kaolinite-montmoril lonite 
A'2Si心(OH),- (Na、Ca)。1 (AI 、 Mg) 2Sl01 0

カ オ リ ナ イ ト ーモ ン モ リ ロ ナ イ ト
(OH ) 2 · n凡O

③ 顕微鏡観察

不定形 な 赤色物が確認 さ れた が、 パ イ ン ガ ラ は 観察 さ れ な か っ た 。

4 .  考察

一般的 に赤色 顔料 に は 、 ベ ン ガ ラ (Fe20リ 、 水銀朱 (HgS) 、 鉛丹 (Pb04) が知 ら れ て い る

1984) 。 水銀 朱 は 主 成 分元素が硫化第二水銀か ら な る 辰砂 (cinnabar、 水銀朱） を 磨 り 潰 し て作 ら れ

る も の を 言 う 。

ベ ン ガ ラ に は 酸化第二鉄 （赤鉄鉱 、 Fe20り の 顔料 を さ す が 、 に は 3 価 の の 原

因 と な る 化合物の顔料の総称 と し て 使 わ れ て い る 。 ベ ン ガ ラ は 原料 と し て

の ほ か 、 沼沢地な ど に 沈積 す る 含水水酸化鉄 を 焼 い

を 用 い る 場合

り 、 こ れ を 含め れ

ばそ の 産出地は 全国無数 に あ る こ と に な る （ 成 瀬 、 1998) 。 ペ ン ガ ラ の 中 に は 極 め て 定 形 な パ イ プ状

を 呈す る も の が あ り 、 一般 に パ イ プ状ベ ン ガ ラ と 呼称 さ れ て い る 。 こ の ベ ン ガ ラ は 中 空 円 筒状で直径

約 1 . 2µm程度、 長 さ は お よ そ IOOµm以下 で あ る 。 最近の研究で こ の パ イ プ状ベ ン ガ ラ は 、 崖端 の 湧 水部

や 池 中 に 沈殿 し た 、 糸状体 を 形成 す る 鉄細 菌 の 生 成物 を 燃焼 し た 結 果得 ら れ た も の だ と 分 か っ て き

た 。 鉄細菌 は 水 中 に 溶存す る 2 価の鉄 を 3 価の鉄 と し 、 こ れ を 体の 内外 に 沈積 す る 能力 を 持つ 。 ご く

普通 に 観察 さ れ る 鉄細菌で鞘細胞 を 形成 す る 種類 にLeptothrix sp. やSiderococcus sp. が あ る 。 前者

は 糸状体の幅 は ほ と ん ど一定 で 、 鞘 に 鉄酸化物 を 沈着 し 、 赤褐色の綿状集落 を 形成 す る 。 こ の 沈殿物

を 乾燥 、 燃焼す る と 赤色 で 、 鉄の含有量が極 め て 高 く 、 遺跡か ら 出土 し て い る パ イ プ状ベ ン ガ ラ
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と同形状の粒子が得 ら れる（岡田、 1997)。

赤み を 帯びた粘土質物は、 水銀が検出されず鉄が高率で検出さ れた。 なお、 顕微鏡観察 よ り 赤み を

呈すのは、 鉄酸化物 か ら なる赤色物と考え られる

今 回 分析した赤み を 帯びた粘土質物は、 今まで分析したベ ン ガラ よ り 褐色の色味が強く、 床石 には

類似 し た褐 色の粘土が付着していたこと か ら 、 この赤みが粘土にもとか ら 含まれることも考え ら れ、

ベ ン ガ ラ とは断定でき な い。

ベ ン ガ ラは、 広 義 には 3 価の鉄が発色の原因と なる化合物の総称 なので、 ー ロ に赤と いってもその

色は様々である。 このため、 ベ ン ガ ラ の有無 を判断するには赤色 を呈する部分と他の部分の比較も

と思われる。 埋葬施設や祭祀用具、 土器の内側 など、 他と比べて明 ら か に 赤みが強ければ、 人為的

な 要素が強ま り 、 意図的 に赤 を 使用したと考え ら れる。 床石 を 肉 眼観察すると、 石の全面で な く ある

赤み を 帯 びた粘士質物が付着していることか ら 、 ベ ン ガ ラ の可能性はあると考え ら れる。 こ

の床石の出土状況 に つ いてどの面が上であったか検討する価値がある。 また、 この赤み を帯びた粘土

質物がもと か ら 赤み を 帯びた粘上であるか判断するには、 古墳も しくは周辺地域の士壌観察 を 行 う と

良いと思われる。

引用文献
市毛 勲 (1998) 「新版 朱の考占学」、 考古学選書、 雄山閣 出版、42-48p
成瀬正和 (1998) 「縄文時代の赤色顔料 I ー赤彩土器一」、 考古学 ジ ャ ー ナ ル438、 lOp
岡 田文男 (1997) 「パイ プ状ベ ン ガ ラ 粒子の復元」、 日 本文化財科学会、 第14回大会研究発表要旨集、 38、 39p
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第 3 節 後平遺跡出 土炭化材の樹種 圃 定

植田弥生 （ パ レ オ ・ ラ ボ）
1 . は じ め に

当 遺跡の焼失住居跡SBA03 か ら 出上 した炭化材32試料とSBBOlの1 試料、 そ してSX03 ( SZA05 よ

り流失 した炭化材） · SZA05 か ら 出士 した 2 試料の樹種同定結果を報告する。 住居跡SBA03 とSBBOl

は 、 山中式終末期～廻間I式の上器を随伴することか ら 、 弥生時代末か ら 古墳時代初頭の住居跡と推

定されている。 この時期 に 当地で利用さ れていた住居建築材の樹種を調在 した事例はあまり多くない

ため、 木材利 用を 明 ら か に する 目 的で樹種同定が実施された。 またその使用樹種か らは、 当 時周 辺 に

していた森林の様相をも類推 することが可能である。土坑SX03 ( SZAOS) とSZA05は遺物を伴

わないため時期は不明であるが、 発掘状況か ら中世以降と推定されている。

2 .  炭化材樹種同定の方法

先ず、 炭化材の横断面 （ 木 口） を実体顕微鏡で観察 し 、 分類群のおお よその 目 安 をつける。 アカ ガ

シ 亜属 ・ コ ナ ラ節 ・ ク ヌ ギ節 ＊ ク リ ・ シ イ ノ キ属などは横断面の管孔配列が特徴的であり、

鏡下の観察で同定可能であるが、 それ以外の分類群 に ついては 3 方向の破断面 （ 横断面 ・ 接線断面 ・

放射断面 ） を走査電千顕微鏡で観察 し 同定を決定 した。 前述の分類群でも、 年輪幅 の狭いぬか 目 や逆

に 年輪幅 の広い試料は実体顕微鏡下では誤同定の恐れがあり、 この よ う な試料 に ついては走査電子 顕

微鏡で確 認 した。 走査電子 顕微鏡用の試料は、 3 断面を5 mm角以下の大きさ に 整え、 直径1 cmの真鍮

製 試料台 に両面 テ ー プで固定 し 、 その周囲 に導電性ペー ス ト を塗る。 試料を充分乾燥さ せた後、 金蒸

着を施 し 、 走査電f顕微鏡 （ 日 本電子 （株 ） 製 JSM-Tl OO型 ） で観察と写真撮影を行っ た。

3 .  結果

表 l に樹種同定結果の一覧を 、 表 2 に 各遺構 ごと に検出さ れた分類群を 示 し

ら 古墳時代初頭の焼失住居跡SBA03の32試料か ら は、 針葉樹の ヒ ノ キ10点 ・ ヒ ノ キ
• 針葉樹樹 皮 3 点、 常緑広葉樹の シ イ ノ キ属1 4点、 落葉広葉樹の ク リ ・ サ ク ラ 属 ・ キ ハ ダが各

1 点であ っ た。 試料番号1 00か らは、 針葉樹樹皮と サ ク ラ 属が検出さ れたので、 検出樹種の点数は

料 数 より1 点多くな っ ている。SBA03 の炭化材樹種構成は、 常緑広葉樹の シ イ ノ キ 属と針葉樹の ヒ

ノ キまたは ヒ ノ キ属が優占 出士 し 、 落葉広葉樹は ク リ ・ サ ク ラ属 ・ キ ハ ダの3 分類群が検出さ れたが

検出数は各 l 点づつと少なか った。 また針葉樹樹皮 3 点はいずれも傷害樹脂道が見 ら れたことか ら 、

モ ミ 属または ツ ガ属の樹皮の可能性が高いが材の部分は検出さ れていない。 針葉樹材で検出さ れたの
は ヒ ノ キまたは ヒ ノ キを含む ヒ ノ キ属のみであ った。 SBB01の炭化材は タ ケ 亜科で、 いわゆる タ ケま

たはサ サ 類の破片であっ た。

中世以 降と推定さ れる土坑SX03 ( SZA05 ) とSZA05 か ら 出上 した炭化材は、 いずれも針葉樹の ア

カマ ツ であ っ た。



第3節 後平遺跡出土炭化材の樹種同定 35 

以下に樹種同定の根拠とした材組織の観察結呆を分類順に記載する。

( ! )アカ マ ツ Pinus densiflora Sieb.et Zucc. マ ツ科 図版8 4 1 a - 1 c ( SX03 : SZA05) 

と水平の樹脂道があり 、 早材か ら 晩材への移行は ゆるやかで晩材部の量は多い針葉樹材。 分野

窓状、 放射組織の上下端には 1 � 3 層の放射仮道管がありその内壁には鋸歯状の肥厚が顕著で

ある。 こ の よ う な形質か ら アカ マ ツと同定した。

アカマ ツは、 主 に内陸部の乾燥した陽光地に多く、 自然 災害や 人 間活動の跡地に成立する二次林の

主要構成樹種である。 材は耐水性に優れ、 燃焼時は火力が高い。
( 2)針葉樹樹皮 Conifer bark 図版8 4 2 a -2 c ( SBA03 -101 ) 

同形の軸方向要素と放射方向要素が整然と配列しているが、 二次木部 （いわ ゆ る材 ） とは異なり

材と晩材や年輪界は不明瞭である。 放射組織は単列で、 放射柔細胞は木部のもの より細胞が大きい。

こ の よ う な形質か ら 針葉樹樹皮であり、 特に材部に近い二次師部の組織と

試料にも傷害樹脂道と思われる接線方向に配列する樹脂道が観察さ れた。

している。 いずれの

は 、

モ ミ 属と ツ ガ属の二次木部に形成さ れる こ とか ら、 こ れ らの樹皮と推測さ れる。

(3) ヒ ノ キ Chamaecyparis obtusa Endl. 図版8 4 3 a - 3 c (SBA03 -113 ) 

・ 放射柔細胞 · 樹脂細胞か ら なる針葉樹材。 晩材の塁はどの試料も極めて少ない。

の輪郭は円形で孔口はやや斜めに細く開いている典型的な ヒ ノ キ型であり、 1 分野に上に2

と配列している。 孔口が より大きく開いている壁孔が 多く観察さ れた試料はサ ワ ラ

あるので、 こ れ らは ヒ ノ キ属までの同定に留めた。

は

ヒ ノ キ属は温晋に分布する主要な針葉樹で ヒ ノ キとサ ワ ラ がある。 ヒ ノ キは本小1-1の福島 県以南 • 四

国 ・ 九州のやや乾燥した尾根や岩上に生育し、 材は耐久性 ・ 切削性 ・ 割裂性にすぐれる。 サ ワ ラ は ヒ

ノ キ より分布域は狭く、 東北南部か ら 中部地方の沢沿いの岩上に生育する。

(4 ) ク リ Castanea crenata Sieb.et Zucc. プナ科 図版8 5 4 a - 4 c ( SBA03 -33 )  

年輪の始めに大型で孔口が楕 円形の管孔が密に配列し除 々 に径を減 じ 、 晩材部は非常に

形の管孔が火炎状に配列する環孔材。 道管の穿孔は単—-、 内腔にはチ ロ ー ス
織は単列 同性のみである。

している。

ク リは 、 北海道西南部以南の暖帯か ら 温帯下部の山野に普通の落策嵩木である。 材は粘りがあり耐

朽性にすぐれている。

(5 )シ イ ノ キ属 Castanopsis ブナ科 図版8 5 5 a - S c ( SBA03 -129) 

年輪の始めに中型で孔口 が丸い管孔が 間 隔を開 けて配列し除 々 に径を 減 じ、 晩材部は

管孔が放射状や火 炎状に配列 する環孔材。 接線断面や放射断面の材組織は前述の ク リと同様である。

シ イ ノ キ属は主 に暖帯に生育する常緑高木で、 関東以西に分布するツ ブ ラ ジ イ と福 島 県か ら

佐渡以南に分布するス ダ ジ イ がある。

(6)サ ク ラ属 Prunus バ ラ科 図版8 5 6 a - 6 c (SBA03 -47) 

小型の管孔が放射方向 ． 接線方向 ・ 斜状など様 々 に複合して分布する散孔材c

内腔には ら せん肥厚がある。 放射組織は異性、 1 � 5 細胞幅、 道管との壁孔は小型で密在する。

サ ク ラ 属は暖帯か ら 温帯の落葉広葉樹林の代表的な属で多くの種を

保存性も高い。

木才 iよ府古り り強く、
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(7)キ ハ ダ Phellodendron amurense R upr. ミカ ン 科 図版86 7 a - 7 c (SBA03 -58 ) 

年輪の始め に単独または複合 した中型の管孔が数層配列 し徐々 に 径 を 減 じてゆき、 孔圏外では非常

に小型の管孔が塊状 ・ 斜状 に 複合 し、 年輪界では接線状に 配列する環孔材。 道管の壁孔は小さ く交互

状 、 穿 孔は単一 、 小道管 には ら せ ん肥厚がある。 放射組織は同性、 主 に 3 � 4 細胞幅 の紡錘形 、 細胞

高は15 -20細胞前後である。

キ ハ ダは北海道以南の温帯の山地 に生育する落葉高木である。 材 質はやや軽軟だが広 葉樹材の中で

は ク リ に 次い耐水性 に優れた材である。

(8) タ ケ 亜科 Gramineae subfam.Bambusoideae. イ ネ 科 図版86 3 (SBBOl -302 )  

やや硬質の秤の破片である。 維管束は不整中心柱で多数が同心円状 に均 質 に 配置 している。 程の外

に位置する維管束には維管束鞘が特 に 原く発達 し程 を 堅く支持 している様子がわかる。 この よ う な

ら イ ネ科の タ ケ 類と ササ類を含む タ ケ 亜科であると同 定 し

タ ケ亜科はいわゆる タ ケ ・ ササの仲間で12属が含まれ、 中 国や東南 ア ジ アか ら 移入さ れ栽培 に よ り

広まったものが 多 い。 サ サ 類は多くの野生種があ り 、 タ ケ類ではハチ ク ・ マ ダ ケは H 本 に野生 してい

た可能性があるといわれて いる。

4 .  ま と め

当遺跡の 弥生時代末か ら古墳時代初頭の住居跡SBA03 か ら 出土 した建築材と さ れる樹種構成

は、 温帯性針葉樹の ヒ ノ キや ヒ ノ キ属と常緑広葉樹の シ イ ノ キ属を主 体と し、 落葉広葉樹の ク リ ・ サ

ク ラ 属 ・ キ ハ ダの複数種 を含む構成であった。 全 国の遺跡出土建築材の文献集成 （ 山田 、 1993)におい

て出土例が多 いコ ナ ラ節 ・ ク ヌ ギ節は、 当遺跡のSB07か らはまったく検出さ れず ク リも少なかった。

岐阜県内では今回の調査住居跡と ほぼ同時期の事例と して、 美濃加茂市の尾崎遺跡 （ 藤 根、 1993 ) 、

関 市の砂行遺跡 （ 植 田 、 報告中） や深橋前遺跡 （植田、 報告中） 、 岐阜市の堀 田城之内遺跡 （植 田 、

1997)や下西郷一 本松遺跡 （植 田、 印刷中 ） 、 大垣市の今宿遺跡 （汐見 豪 岡 田、 1998 、 植 田 、 1998 )

などがある。 これ ら の報告と当遺跡の結果 を 比較 してみた。

ら 4 � 5 krn西方 に 分布する関市の砂行遺跡と深橋前遺跡そ して更 に西方 に位置する岐阜市

の下西郷一 本松遺跡のこれ ら 3 遺跡は、 喝遺跡の結果と共通性が見 ら れた。 つま り 樹種構成が、 ヒ ノ

キ や ヒ ノ キ属などの温帯性針葉樹と常緑広葉樹の シ イ ノ キ属 ・ アカ ガ シ 亜属そ して複数種の落葉広葉

樹材か ら なることである。 また、 岐阜市の堀 田城之内遺跡では針葉樹は未確認であるが、 落葉広葉樹

の ク リと常緑広葉樹の シ イ ノ キ属が使われていたことが確認さ れている。 大垣市の今宿遺跡は、 竪穴

住居跡は ヒ ノ キ を 主体と して ヒ ノ キ属 ・ ア ス ナ ロ ・ ク ロ ベの ヒ ノ キ科 に属する針葉樹材が 主 に検出さ

れ柱にはコ ウ ヤ マ キが使用されていた。 掘立柱建物跡の柱根は、 常緑広葉樹の シ イ 属 ・ サカ

くこの ほか に 落葉広葉樹の ク リ ・ ム ク ノ キ ・ ム ク ロ ジが検出さ れた。 今宿遺跡では、 竪 穴住居 には ヒ
ノ キと ヒ ノ キ科の針葉樹が 主 に 使用 さ れ 、 掘立柱建物 には常緑性と落葉性の広葉樹材が多用され、 樹

種の使い分けが成さ れていた可能性が指摘さ れている （春 日 井、 1998 )。 今宿遺跡も全体的 には、 前

述の遺跡や当遺跡と樹種構成は類似 していると言える。 しか し 当遺跡か ら 約 8 km南東 に位置する尾崎
遺跡はやや異なる傾向が 見 ら れる。 ここのSB8 は ク ヌ ギ節が主 体で、 SB24は ク リが 多く そのほか に

ト チ ノ キ が検出さ れてお り 、 針葉樹と常緑広葉樹材は検出されていない。
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今回 の 調査お よ び今 ま で に 蓄積 さ れ た 弥生 時代末か ら 古墳時代初頭の住居建築材 の 調査 を 総合す る

と 、 主 に シ イ ノ キ 属 や ア カ ガ シ 亜属 な どの常緑広葉樹材が多用 さ れ て お り 、 ヒ ノ キ を 主体 と し て ヒ ノ

キ科の針葉樹材の利用 も 目 立 ち 、 こ れ ら に 加 え て 複数種類 の落葉広 葉樹材 も 利用 さ れ て い る 事が明 ら

か に な っ て き た 。 こ の 時期 は 近距離か ら 建築材 を 調達 し て い た と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 住居跡の 炭化

材樹種構成 か ら は 、 シ イ ノ キ 属 を 主体 と し た 照葉樹林が成立 し て い た こ と が予想 さ れ る 。 ま た そ の照

葉樹林内 ま た は周 辺 に 、 ヒ ノ キ な どの 温帯性針葉樹や多種類の 落葉広葉樹 も 共存 し て お り 、 非常 に種

類数の豊富な 森林が成立 し て い た と 推測 さ れ る 。 森林の構成種類数が豊富 で建築材 を 充分伐採で き る

ほ どの照葉樹樹林 を が遺跡の 周 辺 に 成立 し て い た こ と は 、 こ の 時期 は ま だ森林 に 及 ぼす人為 の 影響が

そ れ ほ ど大 き く は 現 わ れて い な い と 考 え ら れ る 。

中世以降の土坑 か ら 検出 さ れ た樹種 は ア カ マ ツ で あ っ た 。 ア カ マ ツ は 二次林要素 で あ り 、 弥生時代

末か ら 古墳時代初頭の住居跡か ら は検 出 さ れ て い な い の で 、 中世以降 に な る と 当 遺跡 の 周 辺 に 二次林

が拡大 し て い た こ と が連想 さ せ ら れ る 。
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第 1 0表 後平遺跡出土炭化材樹種

遺構 番号 樹種 遺構 番号 樹種

SX03 (SZA05) No. 3 ア カ マ ツ SBA03 1 01 針葉樹樹皮

SZA05 No. 3 ア カ マ ツ SBA03 1 01 シ イ ノ キ属

SBB01 302 タ ケ亜科（ タ ソ ソ ソ '7<X/ I SBA03 戸1 03 ヒ ノ キ

SBA03 1 シ イ ノ キ属 SBA03 

SBA03 5 ヒ ノ キ SBA03 

SBA03 7 シ イ ノ キ属 SBA03 

SBA03 ， シ イ ノ キ属 SBA03 I 1 1 4  ヒ ノ キ

SBA03 1 2  シ イ ノ キ属 SBA03 i 1 1 5 ヒ ノ キ

SBA03 33 ク リ SBA03 ! 1 1 6 ヒ ノ キ

SBA03 47 サ ク ラ 属 SBA03 i 1 1 8 シ イ ノ キ属

SBA03 51 シ イ ノ キ属 SBA03 1 20 ヒ ノ キ属

SBA03 52 シ イ ノ キ属 SBA03 1 22 シ イ ノ キ属

SBA03 58 キ ハ ダ SBA03 1 29 シ イ ノ キ属

SBA03 64 シ イ ノ キ属 SBA03 1 32 ヒ ノ キ属

SBA03 80 針葉樹樹皮 SBA03 1 33 ヒ ノ キ

SBA03 88 . シ イ ノ キ属 SBA03 1 34 ヒ ノ キ属

SBA03 1 00 サ ク ラ 属 SBA03 1 39 シ イ ノ キ属

SBA03 1 00 針葉樹樹皮 SBA03 1 40 ヒ ノ キ

SBA03 1 42 シ イ ノ キ属

第1 1 表 後平遺跡遺構別出土炭化材樹種

中世以降 弥生末～古墳初頭
樹種 SX03 ムロ 号ロt

SZA05 SBB01 SBA03 

2 

3 3 

1 0  1 0  

ヒ ノ キ属 3 3 

ク リ 1 

1 4  1 4  

33 6
 

1
;

3
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第 7 章 考 察

第 l 節 砂行 • 南 青柳 • 深橋前遺跡 と 後 平遺跡 と の 関連

住居跡出土遺物概要 • 分析

A地区か ら検出さ れた住居跡出土の土器の時期か らみていくと、 山中式後期を中心とした土器の出

士する住居跡 ( SBA05、 SBA08 , SBA09、 SBAll ) と、 山中式の高 杯 A 類と 廻 間 式の高杯 C 類が併

存する住居跡 ( SBA03 , SBA07、 SBA I O、 SBA13 ) がある。 高 坪 A 類の 出土する住居は斜面 上部 に

あり、 高坪 C 類が 出士する住居は斜面下部にある こ とか ら 、 高杯A 類と C 類の混入は裔坪A 類の斜面

上部か らの転落の可能性も考え ら れる。 また、 砂行遺跡で報告のある条痕文系の在地の土器が共存す

る こ とや、 逆 に砂行遺跡、 深橋前遺跡ではみ ら れない、 D 縁嬬部を受口状 にする甕 B 類の出土が本遺

跡の特徴である。 甕 B類や口 縁端部 に 段をもつ鉢が 出 土しているのはSBA13で、 こ の住居か ら は高

杯 C 類や器台 B類など新しい時期の土器がみ ら れる。 受 D状甕 B類の出土割合は、 上器の実測点数236

点の う ちの甕68 点中 8 点である。 方形周溝墓か らは高杯 C 類、 器台 B類が出上しており 、 住居跡 より

時期がやや新しいと考え ら れる。

B地 区の住居跡か ら 出 士した上器 には高坪 C 類がみ ら れないが 、 山中式後期が中心で、 条痕文系の

もみ ら れる こ とか ら A 区と ほぼ同 じ時期 に形成さ れた住居跡と考え ら れる。 （ 安田正枝 ）

後平遺跡 に つ い て

本遺跡は近年発掘調査が実施さ れた関市砂行遺跡 ( ※ 1 ) . 南青柳遺跡 ( ※ 2 ) ・ 深橋前遺跡 ( ※ 3 )

と集落の状況 ・ 形成時期及び出土土器の様相がきわめて類似している。 とく に 砂行遺跡とでは古墳の

あり方まで酷似している。 地域的 に 隣接しているこ とや立地 条件が近 似しているためと考え ら れる。

前述の関市の3 遺跡は斜面 に立地する弥生時代終末期～古墳時代初頭の美濃北部地域特有の集落と

して、 近年注 目 さ れている遺跡であり、 本遺跡は同様のあり方をもつ遺跡として新たな資料を提供す

る こ と になると思われる。 また、 出土士器 についてもそれまで には明 ら か にさ れていなかった上器様

相が展開さ れている こ とが明 ら か になりつつあり、 その概要が判明してきた。 上器様相も地域特有の

集落様相と重複する よ う にして、 地域特有の土器様相を有しており、 他地域との関連や編年的位置づ

けあるいは地域特有の土器様相が生まれる要因の解明など今後新た に 取り組む課題も多く 、 資料的 に

もおおい に注 目 さ れている。 こ う した周囲の状況を考慮すると本遺跡は資料的 には不十 分ではある

が 、 検討すべき課題も 多いと考え ら れる。 本報告では箪者 に前述した課題を結論づける力醤もないた

め、 関市の3 遣跡との相違点を中心 に 以下 にいつ く かの課題を述べる こ と にする。

集落の形成 に つ い て
立地条件 ・ 形成時期とも に関市 3 遺跡とすべて において類似する。 後述する よ う に 出土土器の関係

か ら 住居は斜面の上か ら Fへ向か っ て順次築成さ れたと考え ら れる。 また、 住居の残存状況、 すなわ

ち斜面上方の 1 / 2 程度しか残 ら ない点なども共通している。 こ う した現象は 弥生時代終末期 ～ 古墳

時代初頭の美濃北部特有のものであると考え ら れる。 関市 3 遺跡と相 違する点として出土遺物の少な

さ ・ 炉跡の少なさ があげ られる。 前者 については集落規模 にも作用さ れる要 因だが、 本遺跡 における
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の 出 土醤 は それを考慮しても少ない よ う に思われる。 その代表例がA地区SBAl l と SBA1 2で あ

る。 住居の残存状況 は良好だが、 土器は ほ と んど皆無にちかい。 B 地区の住居で は より顕著 と な っ て

現 れている。 また、 後者も住居の残存状況にも左右さ れるが、 炉跡がも と も と なか っ たので は と 思わ

れる住居も存在する。 A地区SBA05B地 区SBB05、 SBB06などが そ れにあたる。 以上の観点 か ら 、 本

遺跡 は関市 3 遺跡 と は 異なり、 や や生活の痕跡が簿い遺跡 と いえる。 立地条件 ・ 形成時期 は 類 似する

ものの集落の規模など か らみてすべてを同次元では捉えるに は や や 問題がある と 考え ら れる。 関市3

遺跡 ( ※ 4 ) は 弥生時代終末期 ～ 古墳時代初頭の中心的集落であり、 本遺跡 は その中

的な集 落 と 想定さ れる。 今後は補完的な役割についての具体的な内容を解明するこ と

考え ら れる。

出土土器 に つ い て

土器については 出土量が少ないために、 細分を怠 っ たこ と をここでお詫びしたい。 以下に本遺跡の

資料 と して断片的なが ら も注 日 可能な資料を以下に述べる。

る と

1 • 高坪 に つ い て

は高杯をA- C に分類しているが、 当然時間的にはA類→ B 類→ C 類 と 流れてい く はずだ

が、 住居跡 出土資料で ば 必ずしも、 そ う な っていないケ ー スも ある。 こ れ は 第 4 章や本章の集落形成

も述べた よ う に斜面 上方の住居 か ら の混入の結果 と 想定さ れる。 おお よそ、 斜面上方の住居に

類、 斜面下方の住居に高杯 C 類が伴 う と 考え ら れる。 その結果 と して斜而下方の住居に高杯A

類が混入する と 推測さ れる。高杯 B 類は確認できた資料 と して は 図 示した245、3 01の 2 点のみである。

らの出土例 は皆無である。 高坪 B 類すなわち廻間I式 0 段階の時期がま っ た ＜ 抜け落ちている
かの よ う な印象を う ける。 つまり、 廻 間I式 0 段階の時期に集落の形成がなか っ た と の判断も可能で

は ある。 し かし、 も と も と 短期間に形成さ れた本遺跡においてその よ う な理解 は やや危険性があり、

や はり連続して形成さ れた と みる方が妥当 と 思われる。 本遺跡の周 辺地域で は 元来、 高杯 B 類を

様式のなかに持 っていない可能性があり、 結果 と してその時期がない よ う

か と も想定さ れる。 こ う した現象 は 本遺跡だけでは判断できないので関市 3

課題 と 考え ら れる。

SBA l l 出 土1 82、 方形周溝墓 出土252 は D 縁部外面に加飾のある高坪で ある。 こ れまで加 飾さ れた

高坪 と して は 、 西濃地域を中心に分布する内面加飾が顕著な裔杯が注 目 さ れてきたが、 そ れ と は 異な

る資料 と 思われる。 加 飾 が外面にある点な ら び文様は相違している点において西濃型高坪 と 異なる。

てしま う ので はない

も含めて検討すべき

文様は18 2では 本来 は 鉢の 口 縁部や肩部の文様を構成している直線文 と 列点文が用 い ら れている。 こ
う した現象 は 鉢の文様が高杯にも採用さ れた一種の折衷的な資料 と 考え ら れる。 出土量 は 鉢が最も多
いこ と か ら 、 鉢が土器様相のなかで中心的な位置を占めている と み ら れ、 それだけ、 他の器種への影

やすい立場にあ っ た と 判断さ れる。 その観点か ら する と 、1 82の よ う な資料 は 鉢の文様を
用した高杯 C 類の例外的資料 と 想定さ れるが、 今後、 同 じ よ う な資料が増加するな らばそれ は偶発的
な現象ではな く 、 安 定した資料 と 認知する必要が今後、生 じる可能性があるこ と を 指摘してお く 。
2 .  甕 に つ い て

甕について は関市 3 遺跡の資料に より、 平底甕が他地域に比べて専有的であるこ と が大きな特徴 と
してこれまで指摘さ れている。 なかでも条痕文系の甕の存在が注 目 さ れている。 そ れ らの特徴は 本遺
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跡で も 共通 し た特徴 と して把握できる。 平底甕 と いっ て も 口縁部形状 ・ 胴部形状に様々 な形状が認め

られ、 文様に も 差異が存するため、 本来は細分する必要があっ た と 思われる。 し か し、 断片的資料に

と ど ま っ ているため、 本報告では細分 していない。 将来的には整理する必要がある と 考えられる。 本

遺跡においては、 口 縁部が受口状を呈 し 、 口 縁部 も しくは胴部に列 点文 • 刺突文を も つ資料が多くみ

られる。 ま た、 直線文を も つ資料 も みられる。 こ う し た現象は前述 し た高杯同様、 鉢の文様を転用 し

た も の と 考えられる。 こ う し た、 平底甕の他に、 関市 3 遺跡では確認できていない新たな甕 と してSBA

03 出土153 · SBA13 出土243 · 包含層出土324な どの受口状口縁 と い う よりは有段にちかい形状を 示す

甕が注 目 さ れる。 胴部形状 も 肩部が大きく張 り、 口 縁部径を凌駕する。 これ ま での平底 甕 と は明らか

に別系統 と 考えられる。 平底 と も 断定できない資料である。 3 点 と も 文様な ど細部に違いはみられる

が平底甕以外の新たな甕の資料 と して、 今後、 本遺跡特有の現象なのか関市周辺に普遍的に存在する

のか、 その展開が注 目 さ れる資料 と 思われる。 （ 藤田英博）

第 2 節 後平茶 臼 古墳につ い て

本古墳は試掘調査以前 より、 埴輪を も つ古墳であるこ と がすでに判明 してい たが、 本調査に よっ て

その詳細な内容が明らか と なり、 いくつかの特徴的な事柄を確認するこ と ができ た。 と くに墳形、 埋

葬施設、 埴輪、 馬具があげられる。 以下の項 目で詳述する。

1 .  墳形

全長1 9. 6mの造り出 し 付円墳であるこ と が明らかになっ た。 規模は小さ いが、 県 内では 7 例 目 の発

と なっ た。 と くに関市砂行1 号古墳 • 南青柳古墳 と はほぼ時代 も 5 世紀末 と 同時期で、 埋葬施設は

異なるが、 墳 形が共通する。 県内で数少ない造り出 し付円墳が時期 ・ 地域 と も に限定 してみられる傾

伺がある。 こ う し た現象が生 ま れる理由についての究明が今後必要 と な ろ う 。 ま た、 関市砂行1 号古

墳 • 南青柳古墳 と は副 葬 品 ・ 埋葬施設 ・ 外表施設で差異が認められ、 こ う し た差 異は被葬者あるいは

出 自 集団の差異に よっ て生 じ た可能性がある。

2 .  埋葬施設
埋葬施設は竪穴式石室でなく、 竪穴系横口式石室であるこ と が判明 し た。 県内では竪穴系横口 式石

と 確認されている古墳は可児市羽崎大洞 3 号墳、 ち かい も ので関市陽徳寺裏山 3 号古墳な ど 数例に

す ぎない。 従来は羽崎大洞 3 号墳の地理的な位置から、 竪 穴系横 口 式石室が多くみられる西三河地域

と の関連を想定 してい た が、 本古墳の確認に より、 竪 穴 系 横 口 式石室の出現は一元的なル ー トのみで

説明が付かなくなっ てき た。 複 数系統に よっ てその出現を探る必要があ ろ う 。 ま た、 古墳の構築時期

が 5 世紀末� 6 世紀初頭 と 県内では横 穴式石室の導入時期に相当する。 導入期の横 穴 式石室は二又1

号墳を指標 と して畿内系石室が県内に最初に導入さ れる と 理解さ れていたが、 本古墳が二 又 l 号墳 と

ほぼ同時期に位置付けられるこ と に より、 県内の横 穴式石室の導入期に対する理解が一面的な理解で

はなく、 多面的に理解する必要に迫られた と 考えられる。 将来的には 小 地域単位での系 統理解を進め

る必要がある と 思われる。

3 .  埴輪
本古墳に採用 さ れ た埴輪は古墳出土の尾張 型埴輪 と しては県内では 5 例 目 の確認 と なっ た (※ 5 ) 。

今後の調査の進展に よっ てその分布はさ らに広がる と 予想されるが ( ※ 6 ) 、 現状では尾張 型埴輪の北
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限 にあたると考えられる。 本古墳出土の尾張 型埴輪は調整手法から 2 系統 に分類できるが、 エ人差な

のか産地 に よる差なのかは判断できない。 胎土分析の結果 に よると在地産の粘土を 使 っ て作 っ たもの

であるが、 K · R bの量の違いで 2 群 に分けることが可能で、 両群は素材粘土が異なるととも に、 焼成

条件も異な っ ていることから、 同一地域内の別場所での製品である可能性が強い よ う である。 尾張 型

埴輪は尾張 連氏がその生産 に 深く 関与 しているとさ れていることから、 本古墳の被葬者が尾張 連氏と

何らかの関係を有 していた可能性が高いと判断さ れる。 県内 に おいて発掘調査が実施さ れて、 尾張 型

埴輪を確認 した事例 に宮之脇11 号墳がある。 埋葬施設は異なるが、 墳形は互い に 造 り 出 し 付円墳でそ

れ ほ ど墳丘規模 が大きく ない点な ど共通する点が多く みられる。 また、 その被葬者 については大首長

ではなく 、 中 小 首長 と想定さ れている。 本古墳 に おいてもその点は類似 し、 被葬者は中 小 首長 と推測

している。 とい う のも、 正式な発掘調査は及んでいないが、 本古墳の規模を上回る古墳が富加 町内 に

展 開している可能性が高いからである ( ※ 7 ) 。 尾張 型埴輪を古墳の発掘調査で確認 した事例は県内で

は 2 例 に し かす ぎないが、 現状では尾張 型埴輪を採用 した古墳の被葬者は 小地域の首長 であ った可能

性が高いとみられる。 今後の資料の増加 に よってさらに検討さ れるべき課題と考えられる。
※ 1 2000財 団 法人岐阜県文化財保護 セ ン タ ー 『砂行遺跡」 岐阜県文化財保護セ ン タ ー 調 査報告書 第65集。

※ 2 2002財 団 法 人 岐阜 県文化財保護セ ン タ ー 『南青柳遺跡」 岐阜県文化財保護セ ン タ ー 調査報告書 第68集。

※ 3 2003財 団 法 人 岐阜 県文化財保護セ ン タ ー 『深橋前遺跡」 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー 調杏報告書 第79集。

※ 4 3 遺跡 で 1 つ の 集落 を 形成 し て い た可能性 も あ る 。

※ 5  大野町南屋敷古墳 • 可児市宮之脇1 1号墳 · 御嵩町美佐野古墳 な ど

※ 6 美濃加茂市山 之 上 町 の 佐 口 遺跡で出土 し て い る 。 2001財 団 法 人岐阜 県文化財保護 セ ン タ ー 『佐 口 遺跡』 岐 阜 県

文化財保護セ ン タ ー 調 査報告書 第69集。

※ 7  春 日 古墳 · 池下 1 号墳 • 杉洞 l 号墳 ・ タ 田茶臼古墳 な どが本古墳 に 先行す る も し く は 同 じ 時期 に ち か い 首長墓

と 考 え ら れ る 。

4 .  ま と め

富加町は 「大宝二年 (702 ) 御野国加毛郡半布里戸籍」 が残る地域と して知られ、 在地系の 「 カ モ 県

主 J の一族と渡来人系の 「秦氏」 の一族が居住 していたことが明らかである。 本古墳の構築年代と戸

籍 に残さ れた年代 には約 200年の開きがあ り 、 本古墳の被葬者と直接結びけるのは早計とも思われる。

しか し、 前述 した 2 つの氏族が仮 に 本古墳の構築時に富加町にすで に居住 していたと したら、 どちら

かの氏族が本古墳の被葬者 にあたると考えることができる。 あく まで仮定と して想定すると、 尾張 型

埴輪の採用 や埋葬施設が竪穴系横 口式石室である点からみて畿内的要素が薄く 、 在地的要素が強いと

考えられることから、 この観点からみて、 本古墳の被葬者像は在地系の一族、 すなわち 「 カ モ 県主 」

の一族の可能性が高いとみることができる。 そ う した場合、 「 カ モ 県主」 と 「尾張 連氏」 は尾張 型埴

輪を介 して結びついていたとも考えられる。 いずれ に せ よ、 資料の制約 や年代の開きがあるので、 す

べて推測の域をでていない。 しか し、 全 国最古の戸籍が残る地域でもあるので、 今後の研究 に よ って

本古墳の被葬者像が具体化することが望まれる。 （ 藤 田英博 ）
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種 D径 残存率 底径 残存率 器局 外 面 内 ilii 
焼成 胎 土 備 考外 面 内 面

1 24 35 I A J13 5 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。繊維痕あり。 摩耗著しく講整観察不可能。
径0.5-2mm程度の長石を多く、径1 . 2mm以下の石

普通 英を多く含む。径J,,以下の角閃石を含む。 7.5YR7/6(橙） 10YR7/4(にぷい黄橙I

2 24 35 I A F15 5 深鉢 摩耗著しいが、条痕調整？ 摩耗著しく講整観察不可能。
やや 径1 mm以下の長石を普通に 、径0.5mm以下の石英を 10YR7/4(に ぶ い 黄
不良 少量含む。 橙） IOYR6/6(明黄褐I

3 24 35 I A G15 5 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。繊雑痕あり。 摩耗著しく訊整観察不可能。
やや 径J,,以下の長石を普通に 、径0.5"程度の石英を 10YR7/4(に ぶ い 黄 No3と同 一 個 体 の
不 良 少量含む。 橙 ） 10YR6/6(明黄褐I 可能性あり。

4 24 35 I A Jl l  5 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。 摩耗著しく翡整観察不可能。繊維痕あり。
やや 径0.5mm以下の長石を普通に、径1mm以下の石英を
不良 普通に含む。径0. 3mm以下の角閃石を少量含む。 10YR7/6 (明黄褐） 10YR6/4(明黄褐I

5 24 35 I A K14 5 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。 摩耗著しく訊整観察不可能。繊維痕あり。
やや 径0.5,,以下の長石を普通k,径,,,以下の石英を IOYR6/4 (に ぶ い 黄
不良 普通に含む。径0. 3mm以下の角閃石を少量含む。 橙 I 10YR6/6(朋黄褐I

6 24 35 I A L14 5 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。 ヘフ描き沈線による 摩耗著しく調整観察不可能。
径2mm以下の長石をやや少なく 、径2mm以下の石英

文様あり。 不良 をやや少なく含む。 7.5YR6/6(橙） IOYRJ/3(暗褐I

7 24 35 I A L14 5 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。 ヘフ描き沈線による 摩耗著しく謂整観察不可能。
や や 径2mm以下の長石をやや少なく 、径1 mm以下の石英

文様あり。 不良 を少量含む。 7.5YR4/4(褐） 7.5YR4/J(褐I

8 24 35 I A L16 2 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。 ヘフ描き沈線による 摩耗著しく翡整観察不可能。
径2mm以下の長石を多く、径2mm以下の石英を醤通

文様あり。 普通 に含む。径3mm程度の角閃石·チャ トを含む。 5YR6/6(橙I 7.5YR6/6(橙）

9 24 35 I A K15 3 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。 ヘフ描き沈線kよる 摩耗著しく調整観察不可能。
やや 径2mm以下の長石を少量 、径1mm以下の石英を少量

文様あり。 不良 含む。 5YR5/6(明赤褐I 10YR5/3(にぶい黄褐）

10 24 35 I A L14 5 深鉢 摩耗著しく調整観察不可能。 ヘフ描き沈線による ナデ。
やや 径0. 3mm以下の長石をやや少なく 、径0.5mm以下の

文様あり。 不良 石英を少量含む。径0.5mm程度のチャ トを含む。 1.5YR4/61赤褐I 5YR5/6(朋赤褐I

11 24 35 I A H14 4U 深鉢 ヘラ描き沈線間に縄文あり。 ヨコミガキ？。
やや 径1 mm程度の長石を普通に 、径1 mm程度の石英を普 7.5YR5/4 (iこ ぷ い No12と同一個体の
良 通に 、径0.5"程度の雲母をやや少なく含む。 褐） 7.SYRS/411こぶい褐） 可能性あり。

12 24 35 I A H14 4U 深鉢 ヘラ描き沈線間に縄文あり。 ヨコミガキ？。
やや 径1mm以下の長石を普通に含む。

10YR4/3(に ぶ い 黄
良 褐 I 7.5YR4/4(褐）

13 24 35 I A H14 4 深鉢 ヘラ描き沈線間に繹文あり。 ミガキ？。
やや 径0.5-lmm程度の長石を普通に 、径1mm程度の石 IOYR6/4(1こぶい黄橙） No16と同一憫体の
良 英を普通に含む。赤褐色粒を多く含む。 -7. 5YR5/6(明褐I 7.5YR6/41にぶい橙I 可能性あり。

14 24 35 I A H14 4U 深鉢 ヘラ描き沈線間に縄文あり。 ミガキ？。
やや 径0. 2-2mm以下の長石を普通に、径1. 2mm以下の lOYRS/3(にぷい黄褐I No15と同一個体の
良 石英を普通に含む。 -3/1(黒褐I 7、5YR6/61橙I 可能性あ）。

15 24 35 I A H14 4U 深鉢 へフ描き沈線間に縄文あり。

径0. 2-0.5mm程度の長石を普通に、径0. 2-0. 5mm 
ミガキ？。 やや 程度の石英を普通に含む。径,,,程度のチャートを

良 少量含む。 10YR5/4(にぶい黄褐I 7.5YR5/6(明褐）

16 24 35 I A H13  5 深鉢 ヘラ描き沈線間に縄文あり。

径2mm以下の長石を普通に 、径1 mm以下の石英を少
ミガキ？。 やや 量含む。径2,,以下のチャート・角 閃石を含む。赤 褐 10YR6/4(1こぶい黄橙I

良 色粒を含む。 -3/3(暗褐I 7 5YR5/4(1こぶい褐I

17 24 35 I A HT4 4U 深鉢 ヘラ描き沈線閤に縄文あり。 ミガキ？。
やや 径2mm以下の長石を普通に、径5mm以下の石英を普
良 通に含む。 IOYRS/3(1こぷい黄褐） 5YR5/6(明赤褐I

18 24 35 I A H14 4U 深鉢 ヘフ描き沈線と縄文あり。 ミガキ？。
径2mm以下の長石を少量、径1 mm以下の石英を少量 7. SYRS/6(明 赤 褐I

普通 含む。径2mm以下のチャ トを少量含む。 -3/2(黒褐I 7.5YR5/6(明赤褐I

19 24 35 I A H14 4U 深鉢 ヘ フ描き沈線間に縄文あり。 ミガキ？。
やや 径0.5mm程度の長石を少量、径1.5mm以下の石英を 7.5YR6/4 (し、ぶい 7.SYR6/6 (橙) -SYR6/6
良 やや多く含む。径0.5mm程度のチャ トを含む。 橙） I橙I

20 25 36 I A H14 4U 深鉢 へフ描き沈線間に縄文あり。 ミカキ9。
やや 径I "程度の長石を普通に 、径0.5"程度の石英を 7 5YR5/4 (iこ ぶ い
良 普通に含む。径1 mm程度のチャ トを含む。 褐） 7.5YR6/4(にぶい橙I

21 25 36 I A H14 4U 深鉢 ヘラ描き沈線と縄文あり。

径0.5mm程度の長石を普通に、径1mm以下の石英を
ミカキ9。 や や 普通に含む。径0.5-l mm程度の各閃石を普通に含 IOYR6/4 (に ぶ い 黄

良 む。 橙） 7.5YR6/6(橙）

22 25 36 I A 1 13  5 深鉢 ヘフ描き沈線と縄文あり。 ミガキ？。
やや 径J,,程度の長石を少量 、径J,,以下の石英をやや
良 少なく含む。径2mm以下の角閃石を含む。 10YR6/4(にぷい黄橙I IOYR6/4(1こぶい黄橙I

23 25 36 I A J15 4U 深鉢 垂下する陰帯3本。 ナテ。
径2mm以下の長石、 径1mm以下の石英を少量含む。 No24と同一の可能

普通 径1 mm以下のチャ トを含む。 7.5YR5/4(にぷい褐） 5YR5/6(明赤褐） 性あり。

24 25 36 I A 1 14 4M 深鉢 垂下する隆帯3本。隆帯上に刻み？。 ナデ。
や や 径2mm以下の長石をやや少なく 、径1mm以下の石英
良 を少量含む。径4mm以下のチャ トを含む。 5YR5/6(明赤褐I SYRS/6(明赤褐I

25 25 36 I A F13 1 深鉢 摩耗著しく 、調整の観察不可能。横 位の 凹 線2 ナデ？。
やや 径I mm以下の長石をやや少なく 、 径Imm以下の石英

本。 不良 を少量含む。 7.5YR7/6(橙I 7.5YR7/4(1こぶい橙I 口縁部片 9

26 25 36 I A SBA05 1 深鉢 摩耗著しく 、 翡整の観察 不 可 能。横位の 凹 線2 ナデ？。
径2mm以下の長石を普通に 、径2mm以下の石英を少

本。 不良 量含む。径0.5mm程度の赤褐色粒を含む。 7.5YR7/6(橙） 7.5YR7/4(にぶい橙）
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焼成 外 面ト―
. 深鉢 ， : 径2,m以下の長石を少量、径2"以下の石英を少量27 25 G l l  3 横位の凹線2本、中央に貝殻押圧痕。 ナテ。 普通 含む。径1mm以下のチャートを少量含む。 7.5YR7/6(橙） 7.5YR6猷橙）

深鉢 摩
本。

耗著しく 、 母整の観察不可能。横位の凹綜2 '
1 ナ戸-· 苔通 径2,m以下の長石を少量、径2mm以下の石英を少量28 25 36 I A SBA05 1 

含む。径lm,以下のチャ→卜を少量含む。 7. 5YR7/6(橙） 7,SYR7/4(にぶい橙）

深鉢 口縁蛸郎に刻み。横走するヘフ描き沈踪3本。沈 横走するヘフ描き沈線1本。ヨコミカキ。
径1,m以下の長石を普通に-1釜2,m以下の石英を少29 25 36 r A Gl,  4 U  線間に縄文。 良 量含む。 7.5YR6/4(にぷし ぶい橙）

や や 径1mm程度の長石を菖通に，径1●●程度の石英を少 5YR6/6(橙）-7. SYR/ 5YR5/6(明 赤褐） -5YR6 No31 と 同 一 憫 体JO 25 36 I A c 9  3 深鉢 ナテ。 ナナ。 良 量含む。径1. 5mm程度のチャートを少量含む。 /6(橙I /6(橙） の可能性あり ＜--- ' -
や や 径I mm程度の長石を彗通に 、 径I mm程度の石英を少 5YRS/6(i月赤褐） ～紺531 25 36 I A G14 4 深鉢 ナテ＇

。 ナテ。 良 量含む。径1. 5mm程度のチャートを少量含む。 i橙J SYR蒻（橙I
,, 

径2mm以下の長石を多く、径2,m以下の石英を多く含32 25 36 Il A NRA01 I 深鉢 摩耗著しく 、 謁整観察不可能。 摩耗著しく 、調整観察不可能。 不良 む。径1mm程度のチャ—•卜を多く含む， 7.5YR4/4(褐） 7. 5YR5/4(にぷい褐）

径2mm以下の長石をやや多く 、径I mm以下の石英を
33 25 36 I A H14 4 深鉢 摩耗著しく 、調整観察不可能。 摩耗著しく 、調整観察不可能。 やや 少量含む。径lm,程度のチャ—ート・赤褐色粒をやや多

不良 く含む。 7.5YR7/6(橙） lOY郎/311こぷい黄怜I

摩耗著しく 、調整観察不可能。
やや 径0.5mm以 下 の 石 英 を 少 量 含む，径1mm程 度 の 10YR6/4(に ぷ い 黄34 25 36 I A G19 4 深鉢 摩耗著しく、調整観察不可能。 悪い チャートを含む。 橙 ) -7.5YR7/6(橙） 7 5YR5/6(明褐I--- - -
やや 径2mm以下の長石を多く、径1mm以下の石英をやや35 26 37 I A K14 3 深鉢 摩耗著しく，詞整観察不可能。口縁直下に突帯。 摩耗著しく 、調整観察不可能。 不良 少なく含む。径1●n以下のチャートを含む。 IOYR4/3(1'ぶい黄褐I lOYR4/3(1こぷい黄褐I

？ 深鉢 摩耗著しく、調整観察不可能。口縁端部に押圧。 摩耗著しく 、調整観察不可能。
径2mm以下の長石を少量 ，径J.,以下の石英を少量祁 26 37 I A Gll  

不良 含む◇径1mm程度のチャ—ートを含む。 7.5YA5/4(しこぷい橙） 7. 5YR5/6(明赤褐I

深鉢 摩耗著しく、 調整観察不可能。 口縁波頂部に忌 ナテ。
径1mm程度の長石をやや多く、 径,..,程度の石英を37 26 37 I A L14 4 M  状の隆帯貼付。その両端を押圧。 誓通 多く含む註呈1 mm程度の赤褐色粒を含む。 7.5YR6/6(橙） 10YR4/2(灰黄褐I

径1mm程度の長石をやや多く、径1mm程度の石英を
38 26 37 I A L16 2 深鉢 縄文。 ナデ？。 やや少なく含む，径1mm以下のチャード赤褐色粒を

普通 少量含む。 10YR6/3(にぶい黄橙I 7.5YR7/4(1こぶい橙I

2 深鉢 貝殻条痕（二枚貝） 。 ナデ。
径1mm以 下 の 長 石• 石 英 を 少 量 、径2呻以 F の39 26 37 I A G13 普通 チャートをやや少なく含む。 SYRS/61明赤褐） 7 5YR7/6(橙I-—- ---- -- - --
径1. 5m,程度の長石を普通に 、 径1. 5"程度の石英麿耗著しく 、胡整穀察不可能。 摩耗著しく 、謁整観察不可能。

やや40 26 37 I A G15 3 深鉢 不良 を普通に含む，赤褐色粒を少量含む。 7. 5YR6/4(1こぷい橙） 7.5YR7/61橙）

径3mm程度の長石を多く 、径2mm程度の石英を多く含 No42·43と 同 一 涸41 沢 3 7  I A F l t  3 深鉢 貝殻条痕（二枚貝） 。 ナテ 、 指頭圧痕あり。 む。径2mm程度のチャートを多く含む。赤褐色粒も含 偽"c
普通 む。 7.SYR6/6(橙） 5YR6/6(橙）

t"" 0 .-T --
径2,,程度の長石をやや多く 、 径3mm秤度の石英を No41 •43と 固 一 個42 26 l/ I A F11  3 深鉢 貝殻条痕（二枚貝） 。 ナテ。 多く含む。径2mm程度のチャ—ートを含む。赤 褐 色 粒も 体C普通 含む。 7.5YR6/6(橙） 7 SYR6/6(橙I

径3mm程度の長石を多く、径2細程度の石英を多く含 No4H2と 同 一 個43 26 37 l A F i l  3 深鉢 貝殻条痕(.::_枚貝） 。 ナテ 、指頭圧痕あり。 普通 む。径1mm程度のチャートを含む。赤褐色粒も含む。 7.5YR6/6(橙I 7 IYH6/6(橙） 体。- -- ,. -----― ··-
径1mm以下の長石を醤通に 、径?mm以下の石英を少 No45と同一個体のNRA “ 花 37 n A 01 1 深鉢 ミガキ％ ナテ。 普通 量含む。 10YR6/4(にぶい黄橙I 10YA7/4(1こぶい黄橙I 可能性あり。

45 NRA ナデ。
やや 径1mm以下の長石を普通に、径2mm以下の石英を少26 37 Il ＾ 01 1 深鉢 ミ カキ？。 良 鼠含むc 10YR6/4(にぷい黄橙） IOYR?/411こぷい黄橙I

径1-1.5mm程度の長石を普通に 、 径1.5"以下の
46 26 37 ロ A NRA 1 深鉢 摩耗著しく 、 調整観察不可能。 摩耗著しく、調整観察不可能。 石英を普通に含む。径2mm程度のチャートを少量含01 不良 む。 5YR6/61橙I 7 IYR6/6(橙）

137 44 38 Ill A SBA03 2 甕 ． 鉢 工具印こよる直線文(5-7条／単位） 指頭庄痕あり。 普通 径0.5,m程度の長石少量含むむ 7 5YR8/4(浅貰橙） 7 1Yfi8/4(浅黄橙I- . . ----
やや 径1. 5mm程度の長石少量 、 径1mm程度の石英を少 祁

悼の
A
可
\2
紐
が

It
ら出

�土
).
外地面iに翠芯彩In)M-。値 I ！ 

SBA03、 請整不明0 ヨコナデ。138 44 38 皿 A S1A01 1 壺 A 類 良 量含む。 10Y3/6(暗赤） SYRS/6(椿）

やや 径4ma程度の長石少量含む。
SKA12か ら 出 土。1 131 44 38 lll A SBA03 1 壺 A 翡 謁整不明。 ヨコナテ。 良 10Y3/6(暗赤） 5YR6/8(橙） 外面に赤彩あり。

I 14C I ！ 摩耗著しく 、 調整観察不可能。
やや 径3..,程度の長石やや多く含む。

7. 5YR7/4(に ぶ い 反転実測。44 38 ill A SBA03 1 器台 麿粍著しく、謂整観察不可能。 不良 橙 ） 7. SYR?/4(にぷい橙I

縦方向の板ナデ、 オ旨頭圧痕あり。端部はヨ141 44 38 ロ A SBA03 1 甕 ？ 4. 7 4 (J.3) 縦方向のミカキ。 コナデ。 普通 径0. 5mm程度の長石少量含む。 lOYB/4(浅黄橙） IOY8/3(浅資橙）



外 面

器 台

器 台

壺 C 類

脚部端部に凝凹稔文1条。摩耗箸しく 、 請整観寮
器 台 A 類 1 4  

不可能。

高坪 A 類 I 21 1 o.5 I I 縦方向のミカキ。

器 台 A 類 I j 1 3. 4 j  11 1 (7.9) 1 縦方向のミカ知脚端部こ凝凹線文2条。

忘坪 A 類 縦方向のミカキ。

壺 R 類 B.; (7.6) 口縁部に擬凹線文2条。縦方向のミカキ。

: 1 50 44 38 四 ! A 115 ll 壺 C 類 14.8 {4) 摩耗著しく 、 調整観察不可能。

, 151 44 38 皿 A SBA03 2 高j不 C 類 24.9 112.5) 摩耗著しく 、 諜整観察不可能。

112\ 44 I 38 I 皿 I A SBA03 2 壺 C 類 (14) 摩耗著しく 、 魂整観察不可能。

.. 
U縁部にエ呉Bによる直綜文4条。その下に斜位

1531 44 I 3B I m I A I SBA03 I 2 I 甕 B 類 I 15. 4  I 3 1 I のエ具Aによる列点文。顎部以下にエ具A'による
l ill.ll l 直線文 ， その下し、ーエ具A?によるによる剌突文。胴

部下半は摩素もがきしく ｀調整観察不可能＂

I I I I I I ;;1巫 r--r r縦方向の板ナテの役斜位方向の梱―条痘。類部
154 1 44 [ 38 1  ill A SBA03 2 甕 A l 類 15. 5 6 16 に指頭圧痕顕著＂

156 50 39 団 A 

157 印 39 ! Ill A 1 類

1581 50 I 39 I ill I A I SBA05 j 1 I 甕 A 2 類

1591 50 I 泊 I 皿 I A I SBA05 j 1 I 高好 A 類

1601 so I 39 I 皿 A I SBA05 ! 1 I 器台 19.9 

閉耗苫しく、誤整峠察不可能c

(3.3) 絞方向のハ ケ 目 の後[口5向のミガ知口緑端
部は横方向のミガキ。

(6.91 縦方句のミカキ，口緑端部は憤方向のミガキ,,

(3.6) 摩耗著しく 、調整観察不可能。

縦方向ミカキ。

整
内 面

｀調整観察不可能。

縦方向のミガキ3

i ヨゴナ-r,
ナテ0オ旨頭圧痕あ')。

摩耗吾しく ぷ周整観察不可能＜

摩耗著しく ，調整観察不可能c

| 横方向あるいは斜位のミカ丸
---------- C """" 

摩耗著しく 、調整観察不可能。

口縁は 、ヨコナテ 、頸部以下は板ナテ。類
部を中心に指頭圧痕が顕著

口縁は斜位方向のナデ ， 顆部以下は不正
方向の板ナテ。

摩耗著しく、調酪観察不iSJ能。

ナプ 、指頭圧痕ありc

U縁横方向0)ミカキ入類部以下はナデ。

縦方向のミカキe

摩耗著しく調整観察不可能。

I 摩耗著しく訊整観察不可能0

摩耗著しく』 訊整観察不可能。

縦方向のミカキ¢

縦方向のミガキ＜

摩粍吾しくi祖整観察不可能名

ナテ？令

焼成 胎 土
色 燐 簿 考外 面 内 面

誓通 径1 mm程度の長石少量含む。 7.5YRl/6(橙） 7.5YR7/61橙）
苦通 径0,5mm程度の長石少量含む。 7.5YR8/4(浅黄橙） 7.5YR8/61浅黄橙）

揖通 径, .. 程度の長石少量含むD l.5YR7/4(にぶい橙） ).5YR沼iiこぶい橙）

晋通 径1 mm程展の長石少量含むわ lQY切JI泊黄橙I IOY)/4(1こぶい浅橙I

！ 反転実測。

10Y7/4(1こぷい浅橙）

I 孔1 組 の 透 孔3方
橙I 7.IYRB/6(浅黄怜I 向。

Hl,1 組 の 透 孔3方
沿Y8/4(浅黄橙I 向 。反転実測,,

橙） IOY詔（浅黄柑I 反転実測。

雌れているが ，No152
8/4(浅黄橙） と同 個休あり0

)、 SYRS/3(浅貴橙I 反転実測心

7. 5YR8/l(浅貰橙I

径2mm!W度の長石を多く ，径 , ,,程度の石英を多く含
む。チャート•泥岩を 多く含む。

普通 I 5YR8/3(浅資橙I 7.5YR7/41にぷい橙I
. .. 

径1rnn程度の長石を詈通 、径1. 5岬程度の石英をや
良 や少量 、 径0. 1mm程度の全雲母を少量含む。 / 5YR7/3(にぶい橙） 7. 5YR7/2(明褐灰I
やや 径2mm程度の長石をやや多く 、径2,,,程 度 の 仁 英 を
良 やや多く含む。径2mm程度のチャートを多く含む。 I oYR7/6(橙I 7,5YR7/6(橙I

径2mm以下の長石を多く 、径2rnrn程度の石英を多く含
菩通 む。 細かいチャートを多くを含む。 2. 5YR5/5(明赤褐） 2.SYRl/8(13/1赤褐I

径O心m秤 度 の 長 石 を 誓 通に含む。径J,,以下の
1ャードカウス片を少量含む，

誓通 2 5YR5/6(明赤褐） 2.5YR6/B(橙）

祥1,m以下の長石をやや少なく含むCチャ ートを少量
：i IOYR6/3(1こぷい黄橙I 10YR2/11黒）

i ll'l如I今f紅t'-,'\
No161と同一個体。

玲YR8/2{灰白） 反転実測心

I I や多く 、径0. 5mmの＃母を少量含む， チ ャート沫褐色 I I 
No160と同一個体。

10YR8/2(灰白I 反転実測。

1孔1組の 透 孔が3
不良 lOYRS/2(灰印 IOY屈/2(荻白I 方向e反転実測

良 径0. 4mm程度の長石をやや少なく含む。 7. 5YR5/2(灰褐） /
7 
1
S
(
Y
黒

R
）
4/3(褐） -7. SYRJ 反転実測。

奴n t::--lき疇11'\r: 7:: Jll: 心編 今§ 細ふ, ,=� kt:. 1t'\VOC/A/ピ , # tfl\/n,: 

I 7- o I 今,-か- � "ハ . 'へ 4、 � ·- '" 1 .. , I , .: ツn-.Jcfob\ I C·-JI:..:: ャ中__im1 , ー• -��OT V 
I ミ
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4三ご言::
K18区 出 土 資 料 と
接合。反転実測。

備 考"""" 
内 玄土胎焼成面内

整
面外出土区 1 層位 1

舘形

種
器

I 口径 1残存：に町·�存率 1器高

縦方向のミガキ＜(4.9l I 縦方向のミカキ。24. 9 高 坪 A 類SBA05 

反転実測。

良

良

ナデ％

縦方向のミカキ。

ナデ

縦方向のミガキb

縦方向のミガキc

3 I (11.11 1 縦方向のミガキ。

1,1 1 縦方向のミガキ＜

(5.5) 1 縦方向のミガキc

I 叫 縦方向のミガキ。

ミガキ

12、 3

1 . 5  

品坪 A 類 14.8  

お

25 

22 

高 坪 A 類

嵩坪A 類

高坪A 類

高坪A 類

SBA05 

SBAOS i I 

SBA05 

SBA05 

A
 

A
 

A
 

A
 

皿

田

llI
 

llI 

1統I 50 I 40 

1 701 50 1 39 

1 71 1 50 [ 39 

1691 50 I 41 

器台 受部縦方向のミガキ、胸部ナデ。（ふ0 1 縦方向のミガキ0

反転実湿l1。

C21 ·C20• E 1 2 •  F 
1 1 区出土資料 と 接
合。反転実渭IJ。

7.5YR訊｛橙）

5YR7/6(橙）

ハケ目 、指頭圧痕あり。1 1 (5.ll l lilt方向のミガキ。10. 8  

18 . 1 

高坪A 類

甕

甕 C2類

SBA05 

SBAOS 

SBA05 

A
 

A
 

A
 

m

 

m
 

m

 

1741 50 j 39 

175 1 50 I 39 

1 76 1 51 I 40 

113区出土資料と接
合J反転実汲IJ,

反転実渡IJ,

反転実測。

7.5YR3/1(鸞）

7.SYAS/8(黄1111

7. 5YA7/61橙）

7.5YR6/6(橙）

2.5YR6/81橙I

横方向の条痕？あるいは"ケ 目 。

摩耗著しく，謁整観察不可能。

119.91 1 横方向の条痕？あるいはハケ目 。

縦方向のミガキ、 口縁端部は横方向のミガキ。

I叫 縦方向のミガキ。

麿耗著しく、翡整観察不可能。剌突文。

5 I I旨頭圧痕あり、手づくね。

口 縁 端 部 工 具 Bによる直綜文5条、その下にエ
5. t I 具A?による刺突 文鷹耗著しく、埠幣観察不可 I 摩耗蕃しく、調整観察不可能。

能。

指頭圧痕あり， 手づくね，5.3 

反転実測¢21 
5YR7/B(橙）

JOYR?/61明黄褐）

5YA6/81橙）

縦方向のミガキ。

摩粍著しく、調整観察不可能。

縦方向のミカキ。

摩耗著しくよ貴整観察不可能＜

頸部直下に工具 A lこよる直緯文17条(2帯） 、その
下にエ具s>による列点文文様以下の請整は I 摩耗著しく、調整観察不可能ゥ

摩耗が著しく観察不可熊。

高坪A類

高坪 C 類

S!lA07 

$BAO? 

A
 

A
 

m
 
皿

1 85 1 59  I 42 

1邸I 59 I 42 

甕SBA07 A
 

llI
 

187 1 59 I 42 
IOYR8ん（責橙）

No19lー と個体の可
能性あり。口縁端部に
赤彩あり0反転実測。5Y応/S(橙I

苔1;�;.こここ;�;:;�1:ニ：：橙）

良

o.sl I 口縁蛸部に111凹線文2条。ナデ。⑳ 壺 A 類SBA07 A 皿59 I 42 

反転実測。

lOYRB/4(浅黄橙）

7.5YR7/4(にぶい橙I

7.SY脳6(浅黄橙）

7.5YR7/6(橙）
径1mm程 度 の 長 石 を 誓 通に 含 む。径2. 如d程 度 の

誓通 I チャート、赤褐色粒を含む. l 1.5YR7/8(黄橙）

不可能。SBA07 A 皿1印f 59 f 42 



整裳 色 胡
備 考= 1 : 1 1 1 時期 1 地区 I 出土区 I 層位 I 器形種

器 焼成 胎 土内 面外 面 外 面 1 内 面
径1渭m程度の長石を苔通に含むよ呈1mmのチャートを

不良 I 含む。 j 7.5YR7/8(黄橙l I 5YR6/8(橙）1921 59 I 42 I Ill I A I SBA07 I 1 I 高坪 A 類 ナテはシポ）痕あり。

板ナデ 、ハ ケ 目 。胴 部 中 央 に ナ テ 、 指頭
圧痕顕著。 I やや

不良
5YR3/1(黒褐I

7.5YA716(橙） ）ふYA7/6(橙）

\YA紺6(橙） 7,5YR1/4(1こぷい橙） 反転実測。

2.5¥1苓i以橙） 1.IYR7/6(橙）

2.5Y咄伶（橙） 店YR紺3(浅貰橙I 反転冥汎I,

7.5YR7/51橙I

193 1 59 I 42 I III I A I SBA07 I 3 I 壺 A 類
5\'B6/i(橙）

1叫 59 1 42 1 m I A 1 SBA07 I 3 I 高坪 A 類 縦方向のミガキじ ナデ、ミカキ％指頭圧痕あり。 l.5YR7/61橙） 1 7、 SY郎/61橙）
口縁端部にエ具 B lによる列点文占負部にエ具
Aによる直線文cヨコナデ,, I ヨコナデlo1951 59 I 43 I 皿 I A I SBAOO I 1 I 甕 D 類

�; 1旦戸：匹二二：三宣�;�,
径2mm程度の長石を普通に、径0, lem, の石英をやや
少なく含む。径2mm以下のチャートを含む。

ヨコナデ。 ヨコナテ"

摩耗著しく 、埠整観察不可能。 摩耗著しく，請整観察不可能a

勾.8 1 S 

口縁端部にエ具 B による直線文4条、 その下にエ

(9.ll l 具 A lによる列点文u頸部直下にエ具 B による直
線文 ，その下に端部と同様の工具 A'による列点 I 摩耗著しく ， 請整観察不可能。

文。文様以外は横方向のミカキU 5YR6/6(橙）晋通 I I 5YR7/8(橙）

1 3 1  2 1 (9.s) I 摩耗著しく調整観察不可能。 や や 径2-3mm程度の長石を醤通に径3m,(J)石英をや

不良 1 や少なく含むな
I 2.5YR6/8(橙） I 1.5Y郎/8(橙）

摩耗著しく、 頷整観察不可能な

ぉ.1 (5.91 1 摩耗著しく、調整観察不可能e 7.5YA7/8(黄橙） I 7. 5Y閲/B(得）摩耗著しく 、占幣観察不可能も

14. 8 1  3

1 

6

1 

3

1

32

·

3

1
;;1;: ニ

ー
：：K

よ

�：,：:；；::�: i ::

T

�:� 
く

凸
整観察不可能

わ
長石をやや多く含む。径4mm秤度の

7.5YR7/8(貰橙） I ). 5YRl/6り登）

径o. 茄叶程度の長石を普通に 、 細かな石英をやや多
く含む0径, ,,程度のチャ--ト ・ 径0. 5mm程度の泥岩を

普通 含む, 7.5YR7/4(にぷい噌） 7.5YR7/4(にぶい橙）

均ごば芯¥公寄
。径2mm程度I 10YA714(1ヽ心し黄橙） 1二�6(明責；

径, ,,程度の長石をやや少なく含むぽヤ ート ・ 赤褐

普通 色粒を含む。

二

含

：：

ヤ

ャ

ト

ト

ロ

2os1 65 I 44 I 直 I A I SBAIO I I I 高坪 A 類

207 1 65 I 4 4  I m I A I ssA10 I 1 I 甕

No188と同 一 個 体
の可能性あり，反転
実測。
反 転 実 測。1孔1栢
の透孔3方向。

2001 ss l 44 I  m I A I SBArn l 1 I 器台

20s1 ss I 44 I 皿 I A I S6AlO I 1 I 志坪 A 類

脚 部 の 一部に縦

I

摩耗著しく翡整観察不可能。

板ナデ％胴部中央に指頭圧痕顕著。摩
耗が著しい。 I 贅通

貴 橙） I 7. $YR8/4(浅 黄 橙) -1.7
/1 (黒）

2101 65 I 44 I 町 I A I SBAlO I 1 I 品坪 C 類 5YR7/8(橙）

3 I (10.61 I 縦方向(/)ミガ杞

ナデ心
ゃゃ

良 lOYRS/6(責橙）
ナテ"

口縁端部にエ 具 B による直鰈文{
工具による剌突文も文様以下は摩耗により調整 I 摩耗著しく、請整観察不可能心

観察不可能、）

や や
不良

HI径1mm程度の長石を普通に含むc

;; チャート、赤褐色粒を含む。

7.5YA8/6(浅黄橙）

ヨコナデ。 ヨコナデ［ IOYAS/41浅黄椿） I !OYA匂6(黄橙）

4
9
 

摩耗著しく｀調整観察不可能心 摩耗纂しく 、講整観察不可能。 7.5YR7/6(橙） I 7,5YR8/£(浅貴橙I

1組1孔の透孔が3方
向。合成反転実渡！心

外 面 に 一 部 煤 付
着。



5
0
 内 面

外 面
焼成 胎 土

：琴；［二：：：
内 面

摩耗著しく、硯整観察不可能。

地区 I 出土区 1
111位 ,

:
::貞 器 い『瓦］凸率 1 器高 1 縦方向の櫛条痕。

外

悔
磐霊
涜
沢

5泊4/4(1こぷい赤褐）

摩耗著しく、誤粒観察不可能，工貝 8 による列点文0櫛条痕？。甕 A2類

- r― -
条痕？な

三I
橙

7,5YR$/6(浅黄橙I

良

指頭圧痕あり。

縦方向のミカキわ

厖耗著しく ，調整観寮不可能e

紐方向のミガキ、口縁端部は横方向のミガキ＜

甕

鉢
一

甕

SBA13 I I 

SBA13 

A
 

2211 73 I 4S I m 

7.5YR7/6(橙）7.5YR6/61橙I

麿耗著しく、説整観察不口j能。

戸ニニ戸く 調整観察不可能

A
 

SBA13 

222 1 73 I 45 I m 

No216と胎 上 が 酷
似，SYR似S(橙）5YR5/8(明赤褐）甕C 2  

外 面 の 一 部 に 赤
彩 。

外 面 の 一 部 に 赤
彩。

外面に赤彩。

外面に赤彩。

径0. 1,a程度の長石を少量含む。赤褐色村を含む。

普通 I l ?. 5Y庄/3(にぷい褐I I 7. 5YR4/2(灰褐I

“ 径Im,程度のチャート赤褐色粒を含む。

9!§ 巴戸王：：戸：石英を ［三；；；：彩,, !;.�::::赤 彩,.,伶 1:�こ喜
径0. 如程度の長石をやや多く程1 ,m程度の石英 7.5YR7/6(徳）•赤彩10

贄通 I をやや少なく含むC径1mm程度のチャートを含む, I R4/6{赤） I 1.5YRll/61茂資橙）

IOYR8/6(黄橙）

壺 A 類

12 1 (1心 I 底部ケスリ、さガキ、ユピオサエ。

ぶガキl,

＾＾巫

3
1 

3 . 4  

8.8 

SBA13 

壺 A 類

壺 A 類

を

SBA13 

SBAl3 

SBA13 

SBA13 

摩耗著しく、 諜整観察不可能。肉耗茎しふ謂整観察不可能。

i,.21 ! 縦方向のミカキむ

高坪 C 類

反転実測0

1孔I 組 の 透 孔 が3
方向»反転実測c

反転実測。

反 転 実 洞恥1組1孔
の透孔3方向c

反 転 室 測 、 1経2孔
の透孔3方向(

反転実測、3

ナテ'•シぷJ痕あIJ,器台

ナナ。(7.5! 1 縦方司のミガキ。高 坪 A 類SBA13 A
 

2351 73 I 45 I 111 

7.5YR8/S(黄橙）摩耗著しく 、魂整観寮不可能じ(4.41 1 ミガキ,,窃坪SBA13 A
 

236 l 73 j 45 I III  

10YR7/6(明黄痘）

IOYR7/6(明黄橙）

1QYR7/6(明黄橙）

7. 5YR7/6(橙）

lOYRS/6(黄橙）

? I 15.51 I 縦方向のミガ生

A
 

摩耗著しく、謁節競察不可能。

紺方向のミカキ。

(3) 1 ミカキ1,

二、ガキ，
摩耗著しく、共節観察不可能。

ヨコナデ。

11 

10 

29 

品坪 C 類

高坪A類

壺 B 類

高坪A類

志坪

SBA13 

SBA13 

SBA13 

SBA13 

SBA13 

A
 

A
 

A
 

A
 

2371  73 I 45 I m 



整

類部にエ具Aによる直緑文 (2帯｝ その下に棒状 麿耗著しくよ和観察不可能湘頭圧痕
工貝1こよる刺突文, I あり。

口縁端部横方向のミガキ 、栢部以下はケ
入'')あるいは栃ナ7の後横方向のミガ知

内 面

色 請
外 面 � 内 面

備 考

7.5YR6/8(橙1-7161橙）

外向胴部下半の一
蔀 に 楳 付 滸岳t 転
実渇11,

口縁部ナテ 、頸部以
―
卜はク ス')。 反転実汎IJ。

IOYRl/6(明貰褐I

ケズリ？の後 、横方岡のミカキ？。

245 1 74 I 46 I m I A I ssA13 I 3 I 高坪 B 類 02l I 2 1 111.JI I •  不部羽状ミガキ？必脚部縦方向のミガキ¢ 坪部縦方向のミカキ 、1111部ナデ。

2461 77 I 47 I 阻 I A I 方形同
溝墓 I 3 I 甕

□縁端部に擬凹線文2条。ミカ、 キ,, ミカ・キ'· 氾YR)/6(橙I

縦方向のミカキ。 7. 5YR8/4(浅責吋I

縦方向のミカキ。 」コナ元 IOYR紺61蒻橙）三i以下の

, ,,憫,,浅黄橙）こ：二二二f(6,51 1 口縁端部に I 具 B による直綜文 ，縦方向の ミガ
キ。

縦方向のミガキ。

IOYR8/4(浅貰橙！
咽R8/4(浅 黄 橙!-1.7/1
｛黒）

反転実涅転

斜位/l)Iヽケ目 (5-6本1単位） 、板ナテlo

指頭圧痕あり。

262 1 81 I 49 I 田 I A 
が著しくぷ目柁観察不可能。脚部絞

1s I 6 [ 14 f 3 I c11l I 方 向のミ カ 主脚 端 蔀にエ具印― よる 直 線 文2 [ 摩耗著しく、調整観察不可能。
条,,

7.3 1 12 (9,9) 胴部/\ケ目 、脚部摩耗碁しく調整観察不可能。

接合部に指頭庄痕顕著。
暦耗著しく調整観察不可能。

I • 塁誓は下突誓孟は1 板ナ元顎部に輪積み板額著 c

口玩端部に T具 Bによる直線文4条 、 文様以外
の調整は窟耗のため観察不可能。 I 摩耗碁しく ， 調整観察不可能ゥ

2孔1組の透孔が3
方向。反転実足，1 。

径1,m秤度の長石を多く 、含む0細かなチャ
習通 含む。

やや 径1mm程度の長 石を少量 、径Immの石姜を
不良 む。

径lmm!ij度の長らを普通に｀径0,3mm程度(J)石英を
普通 醤通に含む。 1fNR8/6(苫橙）

10YRむら（浅黄橙） 10YR5/1 (褐灰）

7 . 5YRB/6(浅黄橙）

反 転 実 測。1 孔 I 組

畑6/8(橙
一
I

ぃ
黄

栓）
に

の穿孔が3方向。

IOYR6/4(iこぷ 測。

7ぷYR8/4(浅黄格） 7 .SYR?/6(橙I

7.5YR8/61浅苔橙I 7 , 5YR8/6(浅黄橙I 反転実潤む

祥 I mm程度の長石をや少量径1nmの石英を少量含
I 反転冥鳳む。 7 \YR8/4 (浅黄橙） 7.5YR6/6(橙）

263 i 81 I 49 I m I A 

1s. 1 I 1. s 

18 
口縁端部にエ貝 B による田粽文4条 、 その下に棒

(4.151 1 状工具による刺突文．文様以外の調整は摩耗に I 麿Iギ著しく 、調整観察不可能。
ょ')観察不司能。



口

5
2
 

註l""' 
内 11ii

色整調1 1 ; 1 1 1 a寺期 1地区 1 出土区 1 111位 1:形
種 器 ぃ↑面↑可F存"' I器高 I /ヽケ 目 もしくは攪条；

備 考

誨
磐
老
瑚
浙

IYR5/8(明赤褐I

7.5YR7/S(橙）

外 面内 面

摩耗著しく 、調整観察不可能。

摩耗箸しく、調整観察不可能。

摩耗著しく、 講整観察不可能＂

戸口縁端部にエ具 B による列点文、ナデ％

ヨコナデ。

面

ヨコナデ。口縁端部に擬凹線文1条3甕 D 類

甕 C l 類

甕 D 類

C20 

J15 

J14 

J14 

A
 

A
 

A
 

A
 

m

 

llI
 

皿

m
 

2671 84 I 49 

磁I 糾 I 50 

2701 糾 I 49 

魯⑬4 I 50 

三橙 !rnam橙

径1●m程度の長石をやや少なく経1mmの石英を少
量含む。 7.5YR7161橙I
径7函程度の長石を多く、径1mmの石英i石五寸-
含む。径函m程席のチャート多く含むウ SYRS/6(明赤褐I

普通 ’ 径1mm程度の長石を欝通に含むが

5YR6/8(橙）

7.5YR7/6(橙）

ヨコナデな

� 喜言：ここ：三三三文カキ
I

普通

にぶい責橙） I IOYR)/4(1こぶい費橙I

JOY郎13(にぶい黄橙Iヨコナ元

甕 C l 類

2カI 84 \ 50 

甕 C 2 類

鉢

J15 

115 

J16 

A
 

A
 

A
 

皿

罰

皿

275 1 84 I 52 

2761 84 I so 

て実測む

反転；；；漉iむ5YA5/6(明赤褐）

摩耗著しく、魂整観察不可能。

6長
1 6  

鉢

甕 D 類

甕 D 類

甕 D 類

ロ

煤付

�; I::� 烹：��.::ここ:·jぶ;"
橙 ）-,. ,, ,. sm,m男

）

反転実測。

外面の一部に煤付
着。反転実測。

反転実測。

)、SYRB/6(浅黄橙I I 7.5YR紺6(浅黄橙）壺 B 類

17.7 甕 C 2類

甕 C l 類

F17 

115 

A
 

A
 

m

 

lil
 

2831 B4 j 52 

284[ 訊 [ 50 

10. l 甕 D 類K15 A
 

＂
 

2851 84 I 50 

ナデ、顆部に指頭圧痕顕著。

摩耗著しく、調整観察不可能ゥ（叫 摩耗著しく訊整観寮不可能。12 

12 I (4.9) I /\ケ 目 もしくは櫛条痕？心

6.8 

甕

甕

Fl? 

L23 

反転実測⇔摩耗箸しく 』調整穀察不可能。4 . 5  2-3 I 甕115 

反 転実浪底

反転実晨IJ,

反転実iJIIJ。7.SYR6/6(橙）2.5YR5/61明赤褐）

ナデ。

ハケ 目 。

摩耗著しく｀翡整観察不可能。

1,1 1 縦方向のミガキ。

L23 : : �  二整観察不可能。

壺

甕

甕

K15 

F13 



外 面

292\ 84 I 49 日 A F13 

293( 84 ( 52 直 A 115 

294 84 ;2 皿 A J14 I 3 壺 A 類

295 85 49 皿 A 116 3 器 台

2961 85 I 50 m A C20 3 器台

297 85 50 m A L15 2 器台

？曲 8S 印 頂 A C21 

is 1 1 縦方向のミカキ。

摩耗著しく 、謂整観察不可能。

講― 幣

5YR6/6(橙） 反転宴測u

内 面

羽状列点文 、 工具不明，

ナテ＂

縦方向のミカキ。

摩耗著しく 、請竪観察不可能＜

7.5YR7/SI黄橙I
反転実測。

7.5YR7/6(橙）

反転実測。

5Y脳6(1!!)
7.5YR6/6ll!!H.7/1 
（黒）

7. 5YR7/4(にぶい橙I

径1mm程度の長石をやや少量含む。 7<5YR7/6(橙l I 7<5YR7/61橙）

7.SYR訊［名）
口縁端部にエ具 Bによる直線文4条縦方向のミ
ガ キり

， 横方向のミカ知

�:.it; 麟エ具Bによる直線文4条 横方 向の ミ I 横方向のミガキ ナデ。
一,.,心···-- - - ·- . 脅 �.. �.- . 

摩耗著しく 、請竪観察不可能。

2 I 器台 A 類

2 器台

311 85 \ 51 皿 A K14 3 閤奸 C 類

312 8 5  51 m A 1 15  2 器台

(6.4) 

(4.Sl I 摩耗著しく鼠整観察不可能稔

(ol I 摩耗著しく諷竪観察不可能。

(4.,J I 縦方向のミカキ。

↓目整観察不可能。

く、調整観察不可能。

ナデ、指頭庄痕あり。

摩耗著しく、請整観察不可能。

摩耗著しく、 曲整観察不可能く

摩耗著しく悶整観察不可能0

1•1 1 ::t<, 調整観察不可能凸状工具による I 摩耗著しく 、 調整観察不可能。

I叫 摩耗著しく調整観察不可能心 摩耗著しくぷ員整罰察不可能。

良 径0. 5mm程度のチャート 、赤褐色粒を含む。

こ
7.5YR6/6(橙）
IOYR6/4(1こぷい資橙I
-3/1(里） 10YR5/1i灰黄褐）-J/1(黒）

潰橙）

反転実測。

少

の

を

下

英

以

石

⑮

5

〗

5

。

平

む

も

含

含

径
to
釦

量

量

少

少

ゃ

を

ゃ

塁
言証一
匹
狂

反転実測。

7.5YR8/. 

5YR6iら（橙） 5YR6/6(橙) -4/1 (褐灰）
I 反転実測。

5YR6/S(橙） 反転宴測。

｀
 

史
竺
点
は

樹

樹＿

��
 
橙�．

 

m

5

 

7

7-

7

 

不良
や や
不 良

勾YR6/4(1こぶぃ橙） I 10YR6/4 ( 1こぷい資橙） 反転実測¢

(6.9) 1 摩耗著しく調整観察不可能。

1,1 1 摩耗著しく訊整観察不可能。

麿耗著しくぷ員整観察不可能。

ナテ，

g
 

疇忘言二；；：： 1: □ :::J口e橙16 I s I t4.6l I 縦方向のミガキ。 ココナデ、 指頭圧痕あり¢



父

麻

逹菜
瑚
浙

反転実測。

反転実測3

7.5YA紺61橙）7.SYRl/61橙）

土

情 通 径1mmの石英を菖通に含む』赤褐色粒を含む。二径1,m程度の長石をやや少なく含む0

胎焼成
整

ナテ。

調時期 I 地区 I 出土区 I 暦

3

位,:::��r『正缶�存
竺〗 摩耗著しく講整観：不可：

2 I 12.s1 J 縦方向のミカキ沿13. 8 高奸 A 類SBA09 

ハ ケ 目 ヨコナデむ3 1 (4.sJ I 縦方向のミガ知16. 8 高 坪 A 類C21 

摩耗著しく 、謁整観察不可能。2 1  12.61 I 摩耗著しく 調整観察不可能。15.5 器 台 A 類K15 
良

実惧IJ。

No326と l古］ 一 咽 体
の可能性あり。反転
実測。

No325と 同 一 個 休
の可能性ありJ反転
実測わ

7. 5YR7/6(橙）
摩耗吾しく 、調整観察不可能c

口絃部ナテ',口蘇端部に列点文 、 顎部に T 具 A
による刺突文泊部は摩耗のため謁整観察不可 I ナデ、 頚部以下に指頭圧痕が縣著。
能。

114 ,l l 
， 口縁部ナテ＼頸部下にエ具 Bによる刺突文 、胴

’ 部横方向のJ \ケ目 。
1 ナデ 、指頭庄痕あり。

摩耗著しくぷ月整観察不可能。

,., 20 甕 C l 類J16 

3241 86 I 53 

A
 

A
 

m
 

m
 

3231 86 I 53 

ゃゃ
良

A 岡3251 86 I 52 

反転合成実測0

外面の一 部に煤付
着。

7.5YR6/6(橙）

三
7.IY郎161橙）

10Y而14(1こぶい黄橙）

ヨコナテ，板ナテ，指頭圧痕あり＂

ナデ0

菩通

ハケ目 頂月部中央に指頭圧痕肪告。

丑コナテ 、 指頭圧痕あり。

三著
しく埠整観察不可能

6. 4 

20 

甕 C l 類

甕 C l 類

鉢·甕

壺 A 類

C21 A
 

Ill
 

3261 86 I s2 

鉢«甕115 A
 

m
 

3331 8£ I 50 

7.SYRS/8(黄橙I
摩耗著しく 』調整観察不可能？I\ケ 目 。甕 E 頷E l  A

 
皿334玉 j 49 

K 8  

昂盟外箇上半の一器に自岱
柑付着,Nol政同一値体の
可能性がI.No117tセかの
可酎tぁり。反転宴渇。

昂薔が面上半1/)一部に自然
卵着，罰部に別僧体研絆

7.SYR?/61橙）

2.5¥7/21灰黄I

径1mmの白色粒を少量含む。

ナデ 、 指頭圧痕顕填g

回転ナテ。

縦方岡の条痕。甕 A2類

3361 104 1 72 短預壺蓋

茶
墳
c

平
古
溝

後
臼
囮
区

A
 

A
 

韮

IV 

• 3351 85 I 50 

1. ,Y7/3(ii貰） 1 1.5¥7/1(灰責l

言三
径0. 5m,程度の長石を少量含む，

径1mmの白色粒を少量含む(

良

良

ナ丁• Iヽ ケ 目 ？。

回転ナデe摩耗著しく 、調整観察不可能。

2 I 18.4 脚付短頸壺 I 11. 6 

紐付蓋

後平茶
臼古墳
埋葬旅
設

A
 

径lmm(/)白色粒を贄涌に含む。

2.SY5/1(黄灰）2.5Y6/I (黄灰）径1mmの白色粒を多く含む。

良

良

回転ナデ。

4.2 1 同転ナ デ 、 回転ヘラケス＇リe 回転ナデ。

(4.71 1 回転ナ戸回転ヘラケズリ。



351 10!> 

352 105 

354 ,  ; ！ 105 

355 ｝ 1 105 

73 

73 

73 JV 

72 IV 

470l 123l 4B I I[ I A I I古I鳩平C茶区日

471 11231 48 I 皿 I A I 後古培平茶D区臼

472/ 123/ 48 / 田 I A I 讀籍目平茶JBC 古区

473! 123 48 直 A I 
I 

後平茶
日

古扇B区

m i  123 48 肛 A I ' !I平茶日古扇A区

4751 123
! � 

48 / 
I 午!II

A 間476/ 123/ 裕平茶H
古墳D区

3 鉢

鉢

鉢

2 甕

3 甕 ？

3 t ! ; 鉢

1 鉢・甕 ？

2 甕 C l 類

19.4 I 

18.4 I 

1B I 

⑳ | 

4.9 I 回転ナテ回転ヘラケス広 i
！ 

回転ナT,

8. 3 1  1 / (4.7) 回転ナテ·, 回転ナナ',

(5.5) 回転ナデ、 回転ヘ ラケズ),脚部に．カキ目 。 回転ナ-i"

8.9 I 6 I 17, I )  I 回転ナテ回転ヘラケズリ。 回転ナ-i

平行タタキ。 ナテ。

平行タタキむ ナテ。

キ行タクキ◇ ナデ3

平行タタキ ぃ ナテ。

回転ナテ 、柚l;t浸It掛けれ 回転ナテ、釉薬は浸け掛け。

7.4 i 6 (1.7) 回転ナ テ', 回転ナナ。
l 

I / 10雙6 i! 7 j 4 .  3 回転ナテ、底部回転ヘラケスリ。 回転ナデ。

D縁端部下端にエ具 B による列点文 、 ナデし ナ アゎ

2 1  1 14.6) ナナ3酎部に上具A ICよる口踪文心 摩耗著しく』員整観察不可能。

3 1  I 12.91 滋耗著しく、談整観寮不可能も

2 1  1 12.751 1 摩耗著しく、訊整観察不可能こ

ナ7'?。

焼成 1 胎 土

良
I

径1mm以下iJ)白色粒を少量含む。

良 径1屯mの白色杓をやや多く含むも

疇 ‘

径Imの白色粒をやや少なく含むe

径Immの白免粒をやや多く含もc

良
径1mmの白色粒をやや少なく含も。

良 径lmm(J)白色粒を少最含む。

！ 良 径1叩の白色粒をやや少なく含む。

良 径1mmの臼 色粒を少量含む0

良 径1mmの白色粒をやや少なく含む。

艮 径1mmの白色粒をやや少なく含も0

良 祥1 'mの白色粒をやや少なく含む。

良 径1mmの白 色粒をやや少なく含む。

良 祥1mmの白 色粒を醤通に含む。

良 径,,,の白 色粒をやや少なく含む。

i 良 径： ,mの 白 色粒を少量含も。

i
や や
不 良 赤褐色粒・径lrnrn程度のチャートを含む。

や や 径2mm程度の長石を少量含む0赤褐色9ぷ径lmm!T
不良 度のチャートを含む。

やや 径l -2•m程度の長石を誓通に、径1mm程度の石英
不良 をやや少量含もG

普通 径2mm程度の長石を普通に含む。赤褐色粒を含む。

やや 径2Tm程度の長石をやや多くf径1mT程度の石英を
小良 苔通に含む。チャートも含む。

誓通 径1Tm程度の長石を少叢含む。赤褐色粒を含む。

！ 誓通 径1mm程度の長石を少覆含む。赤褐色粒を含むC

I tf\VD7f1 
外

!Cl: 占
面
\. 

氾／（灰）

1.SYS/1(黄灰）

N6/I灰）

Ni/I灰）
iililOR5iJ 

郎/(圧--）----------- j反
方形

転
の
実

透潟孔
1
3組方1向段，長

然
2.5Y助（黄灰）

IOYR7/3(1こ ぷい黄橙I 2 5Y郎/1 (赤m

7.SYRS/2(荻黄I 10Y郎/1 (喝荻）

5YR6/21荻褐I • ! 2. 5Y7/21灰黄I
UY?/1(灰 白 ） ・ 自 然 '

2.5Y7/1(灰臼)• 自然釉 ） I 盗掘。釉 1

1 5Y6/1(灰黄I 2.5Y6/2(荻黄I

1. 5Y7/1(快白I 2.5Y7/1 1灰白I

IOYR8/61黄橙） 10YR8/6(黄橙）

10YR7/£(明貧褐） 1QYR8/6(黄橙）

10YR8/6(茎橙） 10YRl/61明資褐）

7.5YR6/6(橙） 7.5YR7/6(橙）
5YR7/6 (橙 ） -7.5 
YR7/6(橙） 7.5YR7/6(橙）

10YR8/6(黄橙I lOYR?/61明黄褐｝

7.5YR8/6(浅黄橙I 7.5YR7/6(橙）

)、5YR8/41浅黄橙） ! ?.5YR8/6(浅黄唸）

10YR8/4(浅黄橙） JOYA匂3(浅黄橙）

7.SYR7/6f棺） l l ll'Iゞ 口CfC! 全匹＼

外面に惇付綱c

外面に煤付着む

外 面 に 戻 化 物 N
后'

反転実測。

反転実測。

反転実測。

諏R8/6(区黄橙）-
r

-
/,

5

5

Y

Y

�

R

7

7

/

/

6

6

(

(

橙

橙

ーニ
）

ー『向悶J支笠転実云測
孔3方

7.5YR7/6(橙） 。 I � 



知調
内 面外 面内 面

摩耗著しく、 浜整観察不可能。

整調法 砿

可存幸 IH I 外 面

8 (7.9) 摩耗著しく、 調整観察不可能。

悔
菩
磨
湖
閤

1 2  I 15.8) 摩耗蕃しく 訊整観察不可能も ナデ？。

, , � 竺竺了-虹講整は摩耗著し 1 摩耗著しく蝸繁観察不可能。

6 I (3.2) 摩耗著しく、調整観察不可能。

高汎A類

7.5YR7/6(橙）7.5YA7/61橙）

摩耗著しく、項整観察不可能。

ナデ、 指頭圧痕ありc4 1  {J.sl I ハ ケ 目 、 指頭圧痕あ出底部ケス))。

1 4  

6.2 

器台

壺

m

 

486 1 1 231 48 

摩耗著しくや調整観察不可能c(9.5)
1

摩耗著しく綱整観察不可能む

6 I (4.6) 摩耗著しく 、調整観察不可能。

m
 

487 1 1231 48 

反転実澳I,摩耗暑しく 、講竪観察不可能。A
 

lll
 

4881 1231 48 7.5YRl/6(橙）

反転実渾J心をやや多く含む。摩耗著しく，調整観察不可能。6 I 14.71 I 摩耗暑しく 、調整観察不可能cA
 

JJI
 

48 4的 7.5YR7/6{橙）

反転実測。

,' ' "  ""' 
口蘇端部内面一部に
自然釉。反転実測。

口縁堵器内面一部に
自然釉。反転実渕。

7.SY8/H灰白）7.5Y8/I (灰白）祥 1 mm朽度の長石を普通に含む。良回転ナデ。底郁指ナデあり。(1.81 1 回転ナ克底部回転糸切り。A
 

V 的811刻 77

5YR1l/1(灰白I5YR8/1(灰白）径1mm程度の長石を贅通に含むな良回転ナデo底部指ナテあり。6 I 1 . 6  I 回転ナテ。底部同転糸切•J。4 1  4 . 6  7 . 9  

5YA8/1 (灰白I5YR8/1 (灰白）径3mm程度の長石を督通に含む。
良回転ナテ』底部指ナデあり。2 1 回転ナデむ底部回転糸切り。板状圧痕あり。6 I 4.8  8 .2  

SYRB/1 1灰白I5Y咄/1 ぼ白）径2mm程度の長石を筐通に含む。良回転ナテ·,底部指ナデあり。6 1  us l 回転ナデ怠底部回転糸切り。6 I 4 .3  8.9 

反転実 測。

内 面 一 部に降灰。
反転実測心

7.5Y7/1 (灰白I径2nm程度の長石を普通に含む。良回転ナデ。底部指ナデあり。6 I (2.s) I 回転ナ克底部回転糸切り。高台に籾控痕ありC5.3 

口縁端部内面一郎に
自然釉。反転実渕。

内 面に 自 然 釉J反
転実渕J。

反転実測。

心釉がけ倍に灰釉
す。

2.5Y7/1(灰白）径0, 7mm程度の長石を普通に含む。回転ナデ。(4,51 1 回転ナテ。14.2 

7. 5YR7/4(にぶい橙） I 7.5YR7/4{にぶい橙I

焼成 胎 土

二

普通 径o. s..程度の石英を贅通に含む。

径Imm程度の長石をやや少なく含むa

摩耗著しく、調整観察不可能。摩耗著しく 、 偶整観察不可能，伊勢型鍋

/2(灰黄）

径lm程度の長石をやや少なく含む。

良

良

良

回転ナデ令底部指ナデあり。1 . 3  I 回転ナデ。底部回転糸切広板状圧痕あり。

3 I (2.,1 I 国転ナ元底部回転糸切り。念台に籾殻痘ありっ

回転ナデ。

10 

3. 7 

12 .3  

小皿

山茶碗

山茶碗

m
 

径0. 5-1. 3mm程度の長石｀径l-1.2mm程度の石
英をやや少なく含む。

良

良

回転ナテ。

ナテ。

回転ナデ。

ナテ。43.8 

徳利

甕E
 



第1 3表 土器観察表 B地区

嬰
竪 色 視

且 時期 地区 出土区 層位 器形 器 沿 薫 瞬
焼成 胎 土 備 考種 口径 残存率 底径 残存率 器品 外 面 内 面 外 面 内 ilii........ 

径1匹程度の長石を少量｀径1mm程度の石英を少量510 回 B 1 壺 4. 6 3 (2,2) 摩耗著しく、調整観察不可能凸 ハ ケ 目 。 普 通 含む。 応YR4/1(褐灰） lOYRl/1(1こぷい黄橙） 反転実測<

トー

1 �1 孔-I組=の拿二透、孔
S

が351 1 146 83 皿 B $8801 1 器台A類 16.851 縦方向のミガキ。 受部ミガキ）。 や や 径lm,の長石を少量、径I mmの石英を少量含む。良 7.5YR7/6(橙｝ 7.5YR7/6(1!!1 

512 146 83 m B 冒 1 器台A類 摩耗著しく｀講整観寮不可能。 摩耗著しく ，頷登観察不可能e
やや 径Immの長石を少量j径1mの石英を少量含む。不良 7,SYRl/6(橙） 7.5YR7/6(橙）

513 

翌"' " ：' 
B SBB叫 2 甕 ハ ケ 目 • 櫛条痕,, 摩耗著しくよ講整観察不可能e 良 径Immの長石を少量、径1mmの石英を少量含む¢ 2.5Y5/6(明赤褐I 1.5¥5/6(明赤褐）

514 B SBB04 2 甕 ハ ケ 目 ？。 摩耗著しく、 導整観察不可能。 彗通

ヽ―
一 り--長·石-を-や'や-少-な 、竺 I程度の石英

5YR6/8(橙） 7.5YA匂4(にぶい橙）
""" 

C クー�- . �-· 
515 8 SBB04 1 甕 5. 8 6 (J,41 ハケ目 も 摩耗

奮
し

<
、
....

不可
●

。

�

不
やや

良
● 

.. 

の長石

砂量 、
●

h如
石英

9
少量含む

． 7.5 責橙） 反転実晨I1。

516 146 83 Ill B SBB04 I 器 台 1 3  1 , 5 (1.51 端部にllll!!l線文1条』調整は摩耗著しく観察不可 摩耗著しく 、 調整観寮不可能。 を少量含む。 反転実測。能。 IOYRS/3(浅黄褐）

517 146 83 皿 B SBB04 2 A 類 (8) 摩耗暑しく、 勇整観察不可能。 ナデ％ を少量含む。 1孔1 組の 穿 孔 が 3
10VR8/4(浅責褐） 方向J反転実測。

518 146 83 皿 B SBB04 1 しく、 講整観察不可能、〉 ナデ'" やや 径lm,の長石を少量含む。
1孔1 租 の 穿 孔 が3

' '  不良 IOY郎141浅黄褐） IOYRS/41浅貴褐） 方向J支転実ill!,

519 146 

言
邸 1 器台 口籍端部に擬凹綜文1条。摩耗著しく 、講整観寮 Jヽケ目?o 径1 mmの長石をやや少なく含む岱

No5⑳ -5四と同一

不可能。 良 5YR7i8(橙） 5YR7/S(橙） 個体。透孔あり0

図 146 SB805 1 器台 ハケ目 •櫛条痕'" J\ケ 目?, 径1mmの長石をやや少なく含むく
同

良 5YA6/8(橙） 5¥f膨5(橙） -Iii体。透孔あり。

521 146  $8805 1 器台 ハケ目 •櫛条痕？。 ハケ目？。
径1mmの長石をやや少なく、径Im,の石英を少量含 No519'510•522と 同

良 も。 誌YR6猷帽） SYR鉗6(愈） 一個体0透孔あり。--

良5泣 146 83 m B SBB05 1 ' 器台 ハ ケ 目 •櫛条痕,, ハ ケ 目 ？。
径1mmの長石をや や少なく 、 径Immの石英を少量 含 No519-521と同
む。 2.5Y茂/8(橙） 5YR6/6(11!) 個体。透孔あり£

1 甕 B 類 口縁端部f頁部に剌突文、請整↓1摩耗著しく観察 摩耗著しくぷ目整観察不可能。
2mm程度の長石を少量 ，径3mm程度のチャ ＾卜を多

不可能。 l()'{Rl/4(1こぶい黄橙I IOVR7/4(にぷい貢橙I

工 具 B による直線文2帯 ，その間にエ具 Bによる
1 甕・鉢 ？ 列点文。文様以外は摩粍のため謁幣観察不可 摩耗碁しく、 調整観察不可能。 やや 径Immの長石を少量 ，径,.. の石英を少量含むC

能。 不良 7.5YR8/S(責橙） 7. 5Y閲/8(貴橙）

3 甕 工 具 B に よる列点文 ，｝ ＼ ケ 目 。 摩耗著しく、調整観寮不可能。 普通 径lm,の長石を少量含む心 7. 5YR6/4(1こぷい橙） 7.5YR7/4(1こぷい橙）

2 甕 摩耗著しく、 翡整観察不可能。 摩耗著しく 、 講整穀察不可能。
や や 径1mmの長石を普通に含むa不良 5YR7/8(橙） 5YR7/8(橙）
やや ‘ ．＾ 匹 No528と同 個体B3 器台 摩耗著しく、謂整観察不可能。 摩耗著しく 、講整観察不可能c 心

m ; ,, ヽ
不良 - - • ヽ C て」 5YR7/8(橙） 5YR7/S1橙I 透孔ありC

SOB や や - iをやや --
528 1お 83 皿 8 3 器台 摩耗著しく、 翡整観察不可能。 摩耗著しく、 講整観察不可能。 No527と同一個体。

01 不良 r• ヽ ロ Vo 引R7/S(橙） 5YR7/8(橙）
ヽ-·- ）剌突，口縁部は縦方向の 口縁部に櫛状工具による鋸歯状の克,,突。 径1"の長石をやや少なくA星1.. の石英を少量含 外 面に 炭 化 物 付529 146 83 田 8 BE12 3 甕 A l 類 圏条猿ご ナデ。 普通 む。 5YR6/6(橙） 5YR6/6(橙） 讀こ

艇部端部外面にエ具 Bによる直線文3条。縦方 祥1 mm程度の長石を誓通に、径1mm程度の石英をや 1孔1組の 透孔 が 3530 146 83 肛 B BM 1 3 器 台 A 類 14.2  3 (8) 向のミガ知 ハケ目 ,j旨頭圧痕あり。 良 や少なく含む。径1mm程度のチャートを少量含むウ 2.5YR7/8(橙） 2.5YR7/り（橙） 方向J支転実測¢

531 1船 83 llI B BE12 3 器台 口紺端部にエ具 B による直線又3条。調整は摩 摩耗著しく』月整観寮不可能。 やや 径1••程度の長石をやや少なく含む。耗吾しく不明¢ 不良 IOYRl/4(! こぶい黄橙I JOYRl/4(にぶい貴橙）

＇ 532 14€ 83 皿 B BEl2 3 器 台 A 類 12.2 1.5 (1.3) 縦方向のミガキ。 ナデ。 良 径1mm程度の長石を少量含む。 7.5YR7/4(にぶい橙） 7.5YR7/6(しこぷい橙I 方
1 孔

向
1組

点反
の
転

透
実

孔
測。

が3

5
7
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8
 

埴輪観察表第14表

誨
菩
壱
滞
沿

考

透孔あり。ヘラ記号不明。
底部設定痕跨あり。反転実

反転冥測

僅

7, 5YR8/6(浅黄橙）

7. 5YR8/6(浅黄橙）

7.5YR8/6(浅黄橙）

（浅黄橙）

7.5YR8/6(浅黄楼） 7. 5YR8/6(浅黄橙）

証三三茫屈]竺6_(箋黄橙） 1 7. 5YR8/6(浅黄橙）

面
調

内

7.5YR8/6(浅黄橙）
やや
良 ～ 径幻以下の長石を普通に径鼠こ雷!�量含も。径3mmの ［こ:i茂黄袷）

7.5YR8/6(浅黄橙）

色＿

やや I 径1mm以 下 の 長 石 を 少 量径4
不良 mm以下の石英を少量含む。 j !. 5YR8/6 (浅貧橙

外一

径3mm以下の長石 を 苔 通に径
普通 l 加以下の石英をやや少なく含

む，径4mmのチャートを含むc

土胎焼成
内 面

ハケ調整A (S木12cm) 、ナテa輪積み痕•
指頭圧痕朗著。甚部ケズリ・指頭圧痕。

部分的にナ元ハケ調整A (8本12cm),

ハケ魂整A {7本12cm)

--- ' -

！ゾr調整A (7本12cm)

ハケ調整A(7本12cm)

指頭圧痕

竪講褐載 I 挿図 I 写真
番号 区版 図版 l 出土区 l 層位

後平茶
621 臼古墳 I 2 

C 区

62 

後平茶
621 臼古墳 I 2 

C 区

後平茶
631 臼古墳

- P 02 

1 1 0  

1 1 0  

1 1 0  

胡8

389 

391 

不明

反転実渭I。

反転実測

反転実測

反転実測

7.:,YR8/6(浅黄橙）

7. 5YR8/6 (浅黄橙）

7. 5YA8/6(浅黄橙l I 7. 5YA8/6(浅黄橙）

7. SYRS/6 (浅黄橙）7.5YR8i6(浅黄橙）

やや 径3畑n以下の長石を菩通に 、径

不良
I 知以下の石英をやや少なく含
む，

7. SYRS/6(浅黄格）

7. 5YR8/4(浅黄橙）

7.5YR8/6(浅黄橙）
I 

普通 I
径2mm以下の長石をやや少なく 、

径Jm,以下の石英を少量含む心

ハケ咀整A (9本12叩） c基郎ケズリ。

}\ケ翡整A (8本!<cm)

ハケ咀整A (8本/2cm)

621 後平茶
臼古墳 1 1 

621 後平茶
臼古墳

621 後平茶
臼古墳

1 10  

3931 1 1 0  

1 1 0  

1 1 0  

392 

394 

395 



第2段•第3段 に 透 孔 あ り。

ヘ ラ 記云も認められるが 、

図 上 で は 裏 面。後 平 茶 臼
古 墳 周 溝 c 区4員 丘 A区
とも接合合成反転実惧l1、}

透 孔あり。ヘ ラ 記 号 は 不
明«後 平 茶 臼 古 墳 1月 溝 C
区とも接合，反転実測。

考備

7.5YR7/6(橙）

後平茶

641 
臼古墳
阻I濁 C I n 

区

淡V
後平茶581 f, 古墳 I n 
A区

1 1 1  

1 1 1  

3茄

7. 5YR7/6 (橙）7.5YR7/6(橙）

反転実測。

7.5YR7/6(橙）7. 5YR7/6(橙）

やや I
径0. 5mmの長石•石英 を 少量含

不良 む。

ハケ鵡整A (8本/2cml 、部分的に指頭圧
疸あり。

ハケ翡整A (7本/2,m) 、 基部ケズリ。

55. 
A 区

398 

7, 5YR7/6(橙）7. 5YR7/6 (橙）
径1mmの長石•石英砂量含む· '

やや I 径,,,のチャ＾巫＾卜をやや 少なく含
不良 む0

後平茶
叫 臼古填 1 n

A 区
反転実測⇔

第 1 段 ・・ ハ ケ 魂 整 B (19本/2叩） 、茎 部 に 底 部設
定工具を離脱した際のI旨頭圧痕あ'}。

I ユヒナ丸基部ケズ）1お
7. 5YR8/8 (黄 橙 ） ～

, 
IOYR4/1 (褐灰） I 7. 5YR8/8 (黄橙）

やや 径 I mm以下の長石を贅通に径
―------

不良 I 年以下の石英を含む。径3cmの
チャ トを含む。

399 

後甲茶
621 臼古墳 I 2 

A 区
反転安測心1 1 1  400 

透 孔 • ヘ ラ 記 号ありg差平
茶 臼 古 墳 周晨 8 � とも接
合0反転実渭iJ

7. 5YR8/6(浅黄橙）
径2mm以下の長石•石英を笞通

不良 l に含む勺径6咋以 下のチャートを
含む。

I 7.5YR8/6〈浅黄橙）Jヽケ調整 8 (1 1本12cm)
後平茶

581 臼古墳 I n
B 区

112  401 

恙
罫
磨
痛
閤

7.5YR8/6(i食黄橙）7. 5YR8/6 (浅黄橙）

径Imm以 下 の 長 石 を 少 量.l至
不良 1 1 . 2閉m以下の石英をやや少なく

含む。

ハ ケ講整 B (12本11cm)

後平茶
叫 臼古墳 I n

D 区
1 1 2  402 

摩耗が著しく 、 謂幣観察不可能心第 3 段 Jヽケ謂控A (8本12cm)

5
9
 

7. 5YR8/6(浅黄橙）

7. 5YR7/6(橙） 7.5YR7/6(橙）

7.5YR8/6(浅黄橙）

不良 l 径1-lmmの長七を普通に含も。

第 1 段

第 2 段

摩耗が著しくよ調整観察不可能く第 3 段 摩耗が著しくdり整観察不可能<

112  403 



6
0
 

臨
菩霊
湖
渕

考

7、 5YR8/4(浅黄橙）

径1mm以下の長石を誓通に、径 「-
lm以下の石英を少量含む, 7. 5YR8/4(浅黄橙）

偏

7. 5YR7/4{iこぷい褐）

7. 5YR8/4(浅貧橙）

直i内
調一色

内 面' "  

ハケ調整 B

第 2 段 1ヽケ調整8 (16本/2,s) ハケ調整B (17本12cm)

ハケ調整 B

幣潟
面外さ高

帯一
蝠

第 1 段 jヽケ調整B
1 . B  I 0.6 .  

量
叩 1 残存宰 I 蜘位 1:状

分類:: 1 出土区 l 層位

1 1 2  
径平茶

591 臼古墳 I n
D 区

後平茶
591 臼古墳 l 皿

D 区

4図

7.5YR6/4(浅黄橙）良ハケ調整B4()51 1 12 

ハケ団略A (7本12匂— -

'" " ' '� 二;;;;,;:::晶
第 2 段 ハケ調整B (14本/2cm) 。

1 . 6 1 0.6 
I 

I 第 3 段 ： ハケ調整B ( 18本12cm)。

透孔・ヘラ記号ありわ後 平
茶臼古墳国溝B 区とも接
含。

町

町

劉

�
�

.i�

�
i�

 
6

 
ー

6

6

 

R
:
 

を英石石長の下以
。

m
む

Im
含

径
に

―
―

 
通普(7本/2cm)

後平茶
631 臼古墳 I 2 

A区
1 12 406 

透孔•ヘラ記号あり。反転
実渕I,

7. 5YR7/6(橙）

7.5YR7/6(橙）

5YR7/6 (橙）

良～ 径0.5mm以下の長石を普通に

不良 I 径O. 1mmの石英を少量含む託挙3
mmのチャートを含む。

I 5YR7/6(橙）Iヽケ諜整8 (18本12cm) 。

後平茶
631 臼古墳 I n

c 区
1 1 2  407 

透孔あり。ヘラ記号不明。
反転実汎1J。

透孔•ヘフ記号あり。

I OYR6/6(明黄褐）

2.5YR7/8(橙）
ヽ

， 
2. 5YR7/8(橙）

IOYRG/6 (明黄褐）

10YR6/6(明黄褐）

5YR7/6(橙）

10YR6/6(明黄褐）

5YR7/6(橙）

:: 

:: :: む：：：：：: を:::: :□ 

/Iケ調整 B (1 5本/2cm) 。

2. 1 

後平茶
胡l 臼古墳 I 2 

c 区

後平茶
651 臼古墳

周溝B I 2 

区

1 1 3  

1 14 

4⑱ 

409 

2. 5YR7/8(橙）

7. 5YR6/3(にぷい褐）

|
透 孔 あ 出ヘ ラ 記 号 は 不

7.5YR6/3(にぶい褐） 明。後平茶臼古墳 B 区 ・ J
1 5区とも接合。

糊＿

圏

黄一

黄

灰
i

ぽロ径
a

こ
む竺予

誓
如

を
普

石
を

長
英

の
石

度
の

程
度

叶
程

111
lmm
 

2.5YR?/B(橙）

後平茶

缶l 臼古墳
周溝B I 2 

区

7. 5YR7/6(橙）

透孔あり。ヘラ記号不明。
後平茶臼古墳A区• B 区
とも接合心反転実測e

7. 5YR6/3(にぶい喝）

· 7. 5YR7/6 (橙）

7. 5YR7/6 (橙）

7. 5YR7/6(橙）

10YR6/2(灰黄褐）

7,5YR7/6 (橙）

7. 5YR7/6(橙）

良4101 1 1 4 

4 1 1  1 1 5  



請
内 面

色
面

整請
呻

量
1 残存率 1部位 1:状部位

ヽ▼

暉 戸 I 写貴
番号 図版 国版 I 出土区 l 層位

外

7, 5YR5/3(にぶい褐） 7. 5YR5/4(にぷ い褐J

翌:の長石• 石英をやや少なく
I ��5YA5/3(1Cか い褐） I 7. 5YR5/4 (にゞい褐J I 臼五丑；畠

7. 5 YRo/3(にぶい喝） I 1, 5YR5/4 (にぶい掲）

± 胎焼成

良

内 面

ナデ。輪積み痕・ 指頭II痕飼著0基 部 ケ
ズリ・指頭圧痕。

痕・ナテ。

分 類

後 平 茶

到
臼古墳
同 溝 B I 2 

区

4121 1 1 5  

平箪
年

り
接

ぁ
も

号
と悶墳古

ヘ孔
臼

透
茶

／
ロ4

 
ー

4
 
ー郎

郎

Y

Y

 

5

5

 

．

．

 

7

7

 7. 5YR6/4 (1こぷい橙）

7ふYR6/6(橙）

細かな長石径2-3mm程 度 (J) 「
チャートをわずかに含む。 7. 5YR6/6(橙）

7. 5YR6/6(橙）

ハケ謁整A (7本/2⑳にナデJ輪積み痕・
指頭庄痕顕纂，基部ケス＇リ謂整，

輪積み痕顕著0部分的に指頭圧痕。ハケ
調整A (9本/2叩） l 良

ハケ調整A (8本/?cm)

ハケ調整A (9本12cm)

第 3 段 ： 部分的にナテ,I\ケ調整A (8本12cm)。

径平茶

671 臼古墳
尉 溝 B 1 1  

区

4131 1 16 

--------

2.5YR6/4(にぶい橙) ·-
5YR6/4(1こぷい橙）

I 
I O YRB/3(浅黄愕）

7. 5YR7/4 (に ぶ い
橙）

径2mm以下の長石を普通に ，径;; 1言二如
＇ 巨:― ぶ

い j
7. SYRB/4(浅黄棺）

径1,,以下の長石を普通に、径
3mm以下の石英をやや少なく含
む。

良

ハケ調整 A (12本/2cm)。

第 2 段
. . .  

第 3 段 ： ／ ＼ケ講 整 A (9本12cm) ,

第 1 段 令

後平茶

551 臼古墳
周濁B I 2 

区

後平茶

701 臼古墳
周溝 B I 2 

区

4141 1 1 6  

透孔あり』反転実測＜第 2 段 ' 1 19調整 A ,

1 . 6 1  0.7 1 �  悶：：，部 分 的にナテ。/I ケ遇整 A (7 1 /Iケ謂整 9 ? (9本12cm) ,

IIケ翡整A(8本/2em),基器に底郎設定工具を離脱緩
第 1 段 ： は認められるが鷹耗のため指頭1l籟は謹認できない。

ハケ綱整A (7,l;/2cm) 。基部ケス:,),部分
1 . 7  I 0.5 I : 基部ケズリ•ナ令、または底部設定I具の痕路。

的にナデ湘頭圧痕あり。
-------- .. 

第 2 段 Iヽケ謁整A (7本12cm ) 。 i ハ ケ祖 整 A (9本12cm) ,部 分 的にナテ＇ ・

指頭圧痕。 l 良

ハケ調整A 。4151 1 16 

透孔あ仇底部設定の痕跡
不 明俎 平 茶 臼 古 墳 C 区
とも接合』反転実測。

7. 5YR8/4 (浅黄祖）

5YR7/8(橙）

5YR7/8(橙）

5YR7/8(橙）

5YR7/8(橙）

5YRl/8(橙）

径!,m程 度 の 長 石、径1mm程 度 「
の石英をやや少なく含もo 5YR7/8(橙）

::I ::1: :;�iiii!ii� 三t旨頭
圧

第 2 段 ： ハ ケ謂整 A (9本/2,m) ,

後平茶
70 1  臼古墳

周溝8 I 2 

区

4161 1 16 

透孔あり／ヘ ラ 記 号 ぷ 明。

後平茶臼古墳周 溝 c 区 と
も接合淑転実測。

7.5YR8/6(浅黄橙）

7.5YR7/6(橙）

7. 5YR8/6(浅黄柑）

7. 5YR8/6 (浅貧橙）

7.5YR7/6(橙）
径1mmの長石•石英を少量含むa

径3mm程度 の チ ャートを少量含
む¢

I 7. ;YR7/6(橙l
良ハケ胡整A (B本/2cm) 。

ハケ調整A (8本12cm)

後平茶

701 臼古墳
周溝 B I 2 

区

4171 1 1 6  

5YR7/6(橙）5 YR7/6 (橙）
径 1 mm程度の長石をやや少なく 、

径lmm!t度の石英をやや少なく
含む。

I 5YR7/6(橙）

後平茶

681 臼古墳
周溝 B I 2 

区 恙
罫
菜
榮
浙

底部設定痕路あり。透孔•
ヘラ記号あり。赤色顔料付
蘊。

oYR7/6 (橙）4181  1 1 7  

5YR7/6(橙）5YR7/6(橙）

6
1
 

反転実測。

7. 5YR7/6(橙）7 . 5YR7/6(橙）

やや 径1 -2mm秤 度の石英を多く含

不良 I む屈2-3mm程度のチャートを少
量含むロ

D縁端部ナナ。ハケ導整A (7本12cm)。

後平茶

541 臼古墳
周溝B I 2 

区

4191 1 1 7  



焼成 胎 土
62
 悶ドは: 1 :: 1 出土区 I •位 1 分類 h面；

法 量 突 調 整

口径
外 面

第 6 段 ： 口縁端部ナテ。ハケ調整 A (B本/2cm) , 口縁端蔀ナテ。 ハ ケ 調 整 A (6本12cm),
部分的に指頭圧痕あり。 7.5YR7/6(橙） 7, $VR7/6(橙）

4201 I l l  

後平茶

541 
臼古墳
周 溝 B I rr 
区

第 1 f夏
後平茶

421 I 1171 541 臼古墳
周 溝 B I n 
区

摩耗著しく観察不可能心 7.5YR7/6(橙） I 7. 5YR7/6(橙）

10YR8/4(浅黄橙） I 10YR8/4(浅黄橙）

Iヽケ調整A (9本12cm) 部分的に指頭庄 径1mm程度の長石を少 量 含む。

痕あり, I 不良 I 径2mm程度のチャートを含む。 j J OYR8/4(浅育袷） I 10YR8/4(浅黄橙）
透孔•ヘラ記呈不明0反転
実汲ij,

10YR8/4(浅黄悟） I 10YR8/4(浅黄橙）

7占YR7/6(橙）

部分的にナテ（輪積み痕と対応叫ハケ
哀 整 B (和本12cm) I 良

径lrnrnの 長 石栢1mmの 石 英 を
やや少なく含むo I 7. 5YR7/6(橙）

7. 5YA7/6(橙） f 7.5YA7/6(橙）

Iヽケ講整B (20本12cm) 。指頭圧痘•輪9員
み痕あリも l 良 径1mm以 下の長七を普通に．径

2mm以下の石英を少量含む, I sYR6/3 ( に ぷい橙） I 7. 5YR5/3(にぷい褐）

5YR6/3 ( にぶい橙）

(16本/2C'1) 、部 分 的 に 指 頭 I 良
径1mmの 長 石を 普 通 に ，径5印
以下の石英・チャートを少 量 含
む。

I 5YR6/4〈にぶい橙）

透孔あり勺ヘラ記 号 不 明心

K 14• K 15• L 14• L 15とも
接合』支転実測0

4251 118 

2 . 2 1 0. 6 ,  
第 3 段 ： 口藷端部ナ尻I\ケ調整 B (18本12cm) 。 I 口緑端部ナデ,Iヽケ調整 8 (16本12cm) 。 5YR6/4(tこぶい橙） ! 5YR6/4 ( に ぶい橙）

第 1 段
後平茶

581 臼古墳
周 渇 B I 2 

区

第 2 段 ： ハケ調整 B (19本12cm) , ハケ調整 6 (12本12cm) 、 部分的にナT, I 良 透孔あ仇ヘラ記号不明c

10YR7/4(にぷい黄橙） I tOYR6/4(1こぷい黄橙I I 反転実測。

ハケ調整B (18本/2如） ， 蔀分的にナテ。 10YR7/4(にぷい黄橙） I 10YR6/4(にぷい黄橙）

:,1 反転実汎IJ"

第 6 段 • 口縁端部ナ元""調整 A (9本12cm) , I 口縁端部ナ丸ハケ調竪A (9:is:/2cm) 7. 5YR//4(にぷい橙） / 7. 5YR7/6(橙）



内
調一色

外 面呻 T!w土心r
ー
：丁玉

法
「付部吋誓 I 出士区 l 眉位 考

5YR612(灰褐I

備

I OYRS/6(黄橙）

面
土胎焼成

不明

--

U縁跳部 ） テ。ハケ謂整 A ( 12木12cm) 。

分類

後平茶

541 
臼古墳
周溝C I rr 

429 

後甲茶

551 
臼古墳
周滋C I 2 

119 

119 

428 

ー
帯

第
突

やや
I

径1. 5mm以下の石英をやや少な
不良 く含むり

7.5YR7/6(橙）

7. 5VR7/4(! こぶい袷）

7. 5YR8/6(浅黄橙）

7. ;YR?/6(橙）

7. 5YR8/4 (浅黄橙）

7. 5YR8/6(浅黄橙）

ハケ視整A (8本I加 ） 部 分的に指頭庄 I I i靭ふ1mmの長石・ 石英をやや r
� � 

禎ありa
不良 多く含む心 7. 5YR8/6(浅黄橙）

麿耗著しく観察不可能。

やや
不良

1 径l -l . 3m,の長石を含む。

第 2 段

築 2 段

110 43() 

菱 3 段 ‘
口緑端部ナテ,;ヽケ調整A (8本12cm) ,

第 1 段

第 2
突帯

Iヽケ潰整A (7本/2cm) "某 6 段 Iヽケ謡粒A (8本12か） 。

第 1 段 ハケ甜整A (7本/2ac)1 . s  I o. 6 '  

431 

7. 5YR8/6(浅昔橙）第 2 段 ハケ誂整A (8本12cm)119 432 

第 2
突環 第 3 段

径3mm以 卜 の長 石を望 通径2
mmV)下の石英を小量含む。径7 5YR7/4(に ぷ い 橙） 5YR7/4(に� ぷ い 橙）

nm以下のチャートを含も0 に三 J
-5YR7ー

ロ
5YR7/4 (しこ ふ い 橙） 5YR7/4(に ぷ い 橙）
-5YR7/6(橙） -5YR7/6(橙）

第 2 段 ハケ説整A (I D本12cm)

第 1 段

4331 119 

悛平茶

571 
臼古墳
同湛C 1 2  

蔽
雰
累
癌
閑

63
 

lOYRS/4(浅黄橙）
I 透孔あり心

反転実測ぃ

10YR8/4(浅黄橙）

10YR8/4 (浅黄橙）

10YR8/4 (浅黄橙）

やや I 径1-1.5mmの 長 石 • 石 英 を普
ィ浪 通にむも f 10YR8/6(黄橙）

lOYRB/6(黄橙）

径1m冠り長石をや や少なくS径1
不良 I -4Mm(J)石英・チャ トを芭通に

含む。
I 10YR8/6(貰橙）

ハケ調整A ・ ナテ'"基部ケズ'Jo

ハケ視整 A o

4341 119 

435) 119 

後平茶

611 
臼古墳
同濁 c I 2 



61
 

溢
歯
稟
湖
茫

備 考
直

10YR8/3(浅黄橙）10Y郎13(浅黄橙）

不 良 l 径1mm以下の長石•石英砂量 「
―

-
―

含む。径3mmのチャートを含む" lOYRB/3(浅黄橙）

外
土胎

内 面
焼成

ナテ、輪積み痕•指頭圧痕顕著。Jヽ ケ 謂 I
整 A (8本12cm) 。 基 部 ケ ズ）。摩 耗 著 しぃ。' '  
麿耗のため観察不可能。

整調

透孔• ヘ ラ記 号 あり，反 転
実測むl O YRB/3(浅黄橙）

10YR8/3(浅黄嗜）

7.5YR6/3(にぷい褐） 7. 5YR7/2(明褐灰）

径1mm程度の長石を彗通に、径 I

―ー、
一

lm• 程度の石英を普通に含む。 7.5YR6/3(1こぷい褐） 7. 5YR7/2(明褐灰）

I O YR8/3(浅黄橙）

後平茶

601 
臼古墳
同溝C 1 2 

区

1 1 9  437 

7.5YR8/6(浅黄橙）7.5 YR8/6(浅黄橙）ケズリ ，指頭圧痕
後平茶

621 
臼古墳
周溝C 1 2 

区

反転実測

品.�::.�:ii�:) 基 部 ケ ス叫部

I
7 .5VR8/4(浅黄橙）

品翌0A (8本/2cm) 部分 的 に ナ テ •
;: l

�:
mmの長石•石英を普通に含 ［

ここ:

普通1 ↑  9 438 

7.5YR8/4(浅黄橙）

透孔•へう記号あり。 反 転
宴灘j.7.5YR8/4(浅責橙）

5YR7/6(橙）

や や I
径5mm以下の長石を普 通に 径

＾＾＾＾＾ 

不良 ぞ：以下の石英をやや少なく含 ［二橙） ↓ 

1 19  439 

後平茶

561 
臼古墳
Jill溝C 1 2 

区

1 20 440 

透孔あり。ヘラ記号不明。

7. 5YR8/6(浅黄橙J

2. 5Y8/3 (淡黄）

2. 5Y8/3(淡黄）

2紀5Y8/3(淡黄）

2. SYS/3(淡黄）

5YR7/6(橙）

tヽケ翡整A (8本12cm)。部分的に指頭圧
痕{

l 不良

ハケ遵整A (9本/?cm) 。

口縁端部ナデじハケ調整A (8本12cm) な

1 20 

後平茶

571 
臼古墳
周溝B 1 2 

区

後平茶

71 1  臼古墳
周溝C 1 2 

区

441 

口縁外面一部に赤色韻料
付着？＄突 帯 剥 落。ヘ ラ 記
号不明J反転実測10YA8/4(浅貧橙）10Yfl8/4(浅黄橙）

ハケ調整A (9本12cm) ,部分的に指頭圧
痕・ナデ。

l 普通4421 120 

口縁端部ナプ。Iヽケ視整A (10本12cm)

5 YRl/4 1にぶい橙）

5 YR7/4 (にぷい橙J

10YR8/4(浅黄橙）

径2mm以下の長石を普通に含
む。 I 5YR6/3(にぶい橙）

5 YR6/3(にぷい橙）

10YR8/4 (浅黄橙）

良

口縁端部ナデ., ヽケ調整A (9本/2,m) 。

Jヽケ虚整 A築 1 段 4＿ 
第 2 段 ： ハケ謂整A (B本/2cm)

1 . 5 1  0.5 
• 第 3 段 • 口縁端部ナテ。Iヽケ導整A (S本12cm) ,

4431 1 20 
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調 整 色 調
漏 考

法 量 突 帯
焼成 胎 土掲戟 挿図 写真

出土区 層位 分類
外 面 内 面 外 面 ！ 内 面番号 図版 図版 部位 m 残存宰 部位 形状 福 高 さ

>- 一←
口径 26.6 亡

第 1 段
底径

突帯
透孔あ出ヘラ記号不明。

後平茶
円筒形 (8本12cm) 、 部 分 的にナァ・

良
径2mm以下の長石を躊通に、径

後平茶臼 古 墳 C 区とも接臼古墳 2 
● .

.
. 

I 第 2 段 3 ハケ講整A (9本/2cm) 烈 2mm程度iJ)石英を少量含む。 2. 5YR7/6(橙） 2. 5YR刃
444 120 71 埴輪 1 オ旨頭圧痕。

合、反転実測3

周漬C A類 第 2 段高 (6. 7) 
区 2 

口 縁 端 部 ナ テ。ハ ケ 調 整 A (8本12cm) ,第 3 段志 10.4  
第 3 段 口縁端部ナ,-,I\ケ謂整A (8本/2血）

2. 5YR7/6(橙） 2. 5YR7/6(橙）器iii , ( 1 8 3) 

口径 i 27.6 1 . 5  
第 1 段第 1

透孔•ヘラ記号不明。後平
後平茶

底径
突帯

-- 令... ’,;’, 径1 ·-2mm
57 臼古墳 2 

円筒形 第 1 段局

I 
第 2 段

＇
ハケ逍整A (17本/2cm), ハケ祓整 B (17本/2け） £ 良 7. 5YR7/4 (に ぶい橙） 7. SYRl/6(橙） 茶臼古墳 c 区とも接合。反120 埴輪

. .. "⇔ .. 
転実汲，Jo

445 周溝
C 第 2 段品 (6 3) B 類 第 2区

第 3 段品 8.9 1 . 6  0.6 
口縁端部ナテ。ハケ調整 B (l 3本12cm) ,突帯 第 3 段 口縁端部ナテ°''ケ謁轄a oa本/2cm) 。

7. 5YR7/4 Uこぷい橙） 7. 5YR7/S(橙）器高

口径 27.6 2 
第 1 段

底祥
第 1 1 . 9  0. 7 

径2mm以, 下
V
ハの

O
長
A

石< を , tなにく、1
含
蚤

56 

後
臼古

平茶
墳

2 

突帯
透孔•ヘラ記号不明。反転

円筒形 第 1 段高
．． 

V 第 2 段 ハケ講整B 。 I nl; 調 整 B ,, 彗通 7.SYRS/4 (浅黄橙） 5YR7/6(橙） 実涸j。
446 120 埴輪

第 2 段忘 (0.8) む。B 類
区 第 2

第 3 段品 7. 7 
突幕 第 3 段 口縁端部ナテ。ハケ調整 8 (18本/2cc,) 。 口縁瑞部ナテ"'ヽケ謁粒 8 (18本/2cm) o 7. 5YR8/4 (浅黄橙） 5YR7/6(橙）器畠 10. 4  

口径 21 .0  1 
第 1 段1 

後平茶
底径

戻帯 ------→一·�ー―----→ --·--- ---------囀�• 一ーーマー―----"
円筒形 径lm,の長石を少量 、径 1 - 1 . 55 5  臼周古溝墳c 2 

第 1 段冷， V - - - - 第 2 段 ハケ謂整 B 。 良 mの石英を普通に含む。 7. 5YA7/4(にぷい楕） 7. 5YR7/4 (1こぶい橙）
測。

447 120 墳輪
第 2 段志 (0.4) B 類

; 2 
第 3 段恵 7.9 

突帯 第 3 段 口縁端部ナデ。ハケ調努 B (19本12cm) 。 口縁躇部ナテ。ハケ謁整 8 (1 5本/2cm) 。
7. 5YR7/4 (に ぷい棺） 7. 5YR7/4(にぷい橙）器高 8. 3 

卓;;,�
第 1 段

56 

後
臼周

平

古溝

茶
墳
C 

2 

I ' 

良 径1 -2m,程 度 の 石 英 を 多 く 含
透孔•ヘラ記号不明，448 121 第 2 段 ： も。

区 1 . 6  0.6 
第 3 段 ハケ翡整B (15本/2叩）。 j\ケ謂竪8 (20本/2cm) o

7. 5YR7/4(にぶい橙） 7. 5YR7/6(橙）！ 

戸口径
第 1 段

a• 心 ー / � 径1,m程度の長石を普通に、径後乎茶
1 -1 . 5mm程度の石 英を普通に 降灰 ありふ透孔• ヘ ラ 記 号5 8  周臼古

溝
墳
B 

2 第 2 段 I\ケ請整8 {18本/2011). Jヽケ調整 B (1 7木12cm)。 良
含む。径2,run程度のチャート を 少 IOYR7/4 (にぶい黄橙） 10YR7/4 (1こぶい黄橙） 不明。

449 121 埴
B

輪
類 第 2 段高 (6.5)

量含む心区
第 3 段惑 7.5 

I 突i帯
2 

第 3 段 口舷端部ナデ。ハケ翡整 B (t7本12cm), -:--：ご了-
：：
··ニか. .:..-· そ…ー n ( 18本/2cm) わ

lOYRl/4 1にぶい黄橙） lOYR7/4(lこぶい黄橙）！ 器高 15.6  

口径 29 0 1 
第 1 段

底径
I 

I 
径平茶

円筒形 hー一
段

一

高
突帯 径0. 5mmの長石を少·-量»、径.. 1 -, 5 

透孔あり。ヘプ記号不明。邸 臼古墳 第 2 段 ハケ諜幣 8 ( 18本/2cm) も ハケ綱整B (16本/2cm)o 良 - - '::_ ,ゞ - ,,�--- :,YRJ/6 (橙） 5YR7/6(橙l 突帯剥落。反転実測。
450 121 2 埴輪

’‘ 周溝C 第 2 段高 '""'V "<凸�. ' 区
B 類

第 2
i 口縁速部1テ',Iヽケ謂整8 (18本/2,m)心

第 3 段品 7. 7 
突帯 m) o 

5YR7/6(橙） 5YA7/6(橙）器高 (S.6} 

口径
第 1 段第 1

55 

後
臼周

区

平
渭占

茶
墳
c 

底径
突帯

I fr,.., 如,,.,. ; 亡を
量

誓
含
通

む
に
星

経
5 5

-Y
1
R
0
6
Y
/
R
3
5
(に
/I

ぶ
(褐い灰）

橙 ）
円筒形 第 1 段高

I 
良 ..  耳"'� ,·v,�,<'<, ,. 心 lOYRB/4(浅黄橙） 透孔あり。ヘラ記号不明＾451 121 2 埴輪 第 2 段

第 2 段喬 ( 1 . 4) ' ,,_ ' 、� .��  ゚B 類
第 2

5-Y
1
R
0
6
Y
/
R
3

5
(
1/
こ
1 (

ぶ
褐

い
灰）l I l 10YR8/4(浅黄橙）

第 3 段品 8 . 3  突 帯
1 . 5  0.75 

第 3 段 口縁端部ナナ。Jヽケ詞整 8 (16本12cm)。
' , 

器高 后：2 濾,,,,,,, _但頭江虜Z
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, YRJ/6(橙）． 
径2,.以下の長石を醤通に、 径
2mm以下の石英を含む註星5mm秤
度のチャ ”卜を少量含む。 I 5 YR7/6 (橙）

僑

透孔• ヘフ記号あり。

透孔it.,<)。ヘフ記号不明。
底部設定の痕跨ぁ1),反転
実測。

い I 7.5YR7/4(に ぷ い
橙） l 透孔あ山ヘラ記母不明¢

7.5YR7/4( に ぷ い
橙）

貰

黄ヽ

4

し

ヽヽ

＊ヽ

‘̀J

‘̀J
 

9

9

 

-’

-
)
 

,f»
 
（

（

 

4

4

 

I

I

 

m

m

 

IOY
樹

lOY
町口ヤ，

 
英石の翌玉

紐
釦
げ

～
ゃ
良

良
ゃ
不

面

5 YR7/6(相）

祖
内

色―
面

径1 ,rnn度の長石を少量含む。

[。:
-3"程度の石英を多く含 じご�

-こ

7.5YR7/4(にこ ぷ
橙）

外
土胎焼成

良

面内
整＾＾巫

外 面
褐轍 I 揮図 I 写真
番母 図版 図版 l 出土区 l 層位

454 

後平茶

571 臼古墳
周溝 c I 2 

区

61 1 - --
周溝C I 2 

区

後平茶

61 I 臼占墳
周溝C I 2 

区

121 

121 

121 

45? 

453 

5 YR7/6(培）

IOVR6/4(に ぷ い 黄
橙） - l il!J, 
1 0YR6/4( 1― ぷ い 芙
橙）

YR7/6(唸）

5YR7/4 (にぷい橙）． 
径2mm以下の長石を苔通に経
Imm以下の石英をやや少なく含
むJ径1 mmのチャート吝含む。 I 5YRl/4 (にぷし

径Im,程度の長凸を苔通に、径
巫巫巫巫巫巫

し:
:

"'秤度の石英を贄 通に含 I IOYR6/2(灰苛褐）

ナ デ ・指 頭 圧 痕 I ヽ ケ 諜 整 8 (19本/2
cm)甚部ケズリ。

ハ ケ 調 整 8 (19本/2cm ) 部 分 的に指頭
庄痕あり"" I 良

ハケ講整A (8本12cm ) 郡分的に柘頭圧
痕わ l 良第 2 段

1 . 3  I o. 1 1 
第 3 段 ： 口紐端部ナテ。ハケ調整A (8本/2四）

4561 122 

121 455 

IOYR6/2(灰黄褐）

7.5YR7/4 (1こ ぶ い
橙） I 透孔あり。ヘ ラ記号不明。

7. 5 YR7/4 (1C -l' し ’
橙 ）

5 YR7/3(にぶい橙）良

口緑端部ナテむIヽケ謬整A (8本12cm) ,

ハケ隅整 A (B本/2cm) o591 表採4571 122 

5YA7/3(にふい橙）

1.4 I 0 .6  I 
第 1 段 ： ハケ調整A (S本12cm)。

第 2 段 ： /\ケ調整 A (8本/2w).

5 YR7/4(にぷい橙） 5 YR6/6(袷）

『 I:1;:;: 芯寄mをを鵜ぶ］［い三□;iここ

ハケ調整A (8本/2,m) ,

ハケ調轄A (9本12cm) 、指頭圧痕顕吾。

ハケ膜整A (8本/2crn) 、指頭圧痕額著。
. . .  ······ 

L 1 5区 I n 122 458 

透孔•ヘラ記号あり。

5YR7/6(橙）

5 YR7/6(橙）

oYR7/6(橙）

:: 年以下の長石を普通に含r:::良

ハケ埠惣A 〈8本/2cmL部分的に指頭圧
援ありむ1 .  7 1  0. 6 '  

第 1 段 ハケ講整A (8本/2ao)s

第 2 段 ・ ハケ祖竪A (8本/2⑳） 0

第 3 段

第 3 段

591 I 25区 I DI4591 122 
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法 量 突 器 調 整 色 調
備 考掲載 挿固 写真 焼成 胎 土出土区 層位 分類

内 面 外 面 内 面番号 図版 面版 部位 cm 残存率 部位 形状 幅 尚 さ 外 面
口径 ハケ調整 A (B木/2cm) 基部に底部設定

ス 部分的にナテ・指頭圧痕。 ハケ調整 A (B
第 1 第 1 段 工 具を離脱し た際の痕路あり。基 部 ケ 本12cm) 。基部ケズリ。 2. 5YR7/6(橙） 2.5YR7/6(橙）底径 18.0 2 突帯 リ・ナテ9 、または底部設定工具の痕跡。

径,,,以下の長石を普通に 、径円筒形 第 1 段悪 (9.2) 

I 
やや 2mm以下の石英を やや少なく含 底部設定の痕跡あり。反転460 122 61 L 14区 Il 埴輪 第 2 段
良 実測。A 類 第 2 段高 む。第 2第 3 段高 突帯 第 3 段

器品 (9.2) 
口径

第 1 段第 1底径 突惹朝顔形 第 1 段品

I 
やや 径1-2mm以下の石英 を やや多461 122 54 L 14区 Il 埴輪 第 2 段
不良 く含む。B 類 第 2 段居

第 2第 6 段高 (6.2) 突帯 第 6 段 ハケ調整 A (7木/2cm) 。 摩耗著しく観察不可能。 7 5YR8/4 (浅黄橙） 7 5YR8/4 (浅黄橙）器港 (6.2) 
口径

第 1 段 ハケ調整 B 。 ハケ調整 B 。 2 5YR8/1 (灰白） IDYR?/3((こぷい黄橙）第 1底径 突帯 2.0 0. 6 
径1mm以下の長石を 普通に 、径後平茶 円筒形

59 臼古墳 2 
第 1 段港 (2.2) 

I 第 2 段 ハケ蒻整 B (19本12cm) 。 ハケ調整 B 。 良 2mm以下の石英を少量含む。径2 10YR7/3(にぶい黄橙） 透孔・ヘラ記号あり。462 122 埴輪
mm程度のチャートを少量含む。

2. 5YR8/1 (灰白）周 溝 B
B 類 第 2 段高 (2 5) 

区 第 3 段高 第 2
突帯 第 3 段

器品 (6. 7) 
口径

第 1 段第 1底径 突帯 径3,,以下の長石 を 普通に 、径円筒形 第 1 段高

I 良 1mm以下の石英を やや少なく含463 122 59 K 15区 Il 埴輪 第 2 段
B 類 第 2 段高 む。

第 3 段吾 (5 2) 第 2 1 5 0. 65 突帯 第 3 段 ハケ調整 8 ( 18本12cm) 。 ハケ調整 B (20本12cm) 。 5YA6/4 ( に ぶ い橙） 5YR6/6(橙）器居 6. 7 
D径

第 1 段 ハケ調整 B (20本/2cm) 。 ハケ謂 整 8 (19本12cm) 、 部分的にナテ。 5YR7/4 ( に ぶ い橙 ） 5YR7/6(橙）第 1底径 突帯 1 . 5  0. 8 
円筒形 第 1 段高 (4 8) 

I 良 径5,,以下の長石 を 普通に 、径
464 122 59 D 20区 m 埴輪 第 2 段 2"以下の石英を少量含む。B 類 第 2 段高

第 2第 3 段高 突帯 第 3 段
器吾 (6 3) 
口径

第 1 段第 1底径 突帯円筒形 第 1 段高

I ハケ調整 B (18本12cm) 。 良 径6mm以下の長石を誓通に 、径 透孔あり。ヘラ記号不明。465 122 59 表採 埴輪 第 2 段 ハケ調整 B (18本12cm) 。
z,, 以下の石英を少量含む。 7. 5YR6/4(1こぶい橙） 5YR6/6(橙）B 類 第 2 段高 (2.0) 

第 2第 3 段高 (3.5) 突帯 1 . 4  0 7 
第 3 段 ハケ調整 8 。 ハケ調整 B 。 7. 5YR6/4 ( に ぶ い橙I 5YR6/6 (橙）器局 (6.9) 

口径
し
ハ

た
ケ

際
調

の
整

痕
B

跡
。基

あり
部。に

基
底

部
部
ケ

設
ズ

定
リ・工ナ

具
テ

を
？

離脱
第 1 第 1 段 、また ナテ・指頭圧痕。甚部ケス'')。 IOYR?/3(1こぶい黄橙） 10YR7/3(にぶい黄橙）底径 14.0 1 . 5  突帯 は底部設定T具の痕跡。

円筒形 第 1 段高 (5.5) 

I 良 径1mmの 長 石 を 少 量 、 径1-2.5 底部設定の痕跳あり。反転S D A  第 2 段 mmの石英を普通に含む。 実測。
466 12  2 62 埴輪02 8 類 第 2 段高

第 2第 3 段高 突帯 第 3 段
器品 (5.5) 
口径

段 ハ ケ 調 整 8 (17本/2cm) 、基 部 ケ スリ ・ ナ 基部ケ ズリ。 10YR7/4(にぷい黄橙I 10YR7/4(にぶい黄橙I第 1 第 1 テ？または底部設定工具の痕跡。底径 13 8 1 5 突幕
円筒形 第 1 段高 (3 7) 

I 普通 径,,,の長石を 少 量 、径1-2.. 
反転実測。467 12 2 62 表採 埴絵 第 2 段 の石英を普通に含む。B 類 第 2 段局

第 2第 3 段品 突帯 第 3 段
器号 (3. 7) 



内 面

隣 整

ハケ開整 B (�本/2,m) 。

, Jヽケ調整B (1 8本/2cm) 、基部に底部設
第 1 段 ： 定工具を離脱した際の痕跨あり。基部 ケ I 基部ケズリ。ナデ・指頭圧痕e

： ズリ・ナテ？、または底部設定工具の痕跡。

4蕊I 1221 61 1 L 23区 l 皿

焼成
色 頃

胎 土
外 面

7.SYR)/4 (にぶい橙） I SYR)/6(橙）

誓通 I
径1mmの長石を少量、径1-2mm
の石英を醤通に含む, I 7.5YR7/4(にぷい橙） I 5YR7/6(柑）

7,5YA7/4(に ぶい橙） I 5YR8/4(淡橙）

7. 5YR7/4(iこぷい橙） I 5YR8/4 (淡橙）

傭 考

反転実測。

透孔あり』反転実測。

6
8
 



第 1 5表 鉄製品観察表 単位 ： cm 

367 長頸鎚 主体部 L (3. 35) 

癖 長頸鏃 主体部 L (2. 85) 

369 長頸鏃 主体部 L (2.00) 

370 長頚鎌 主体部 L (2.00) 

371 長頸鎌 主体部 L ( 1 . 50) 

372 長頸鏃 主体部 L 

373 長頚鎌 主体部 L 

374 長頚鎌 主体部 L 

375 長頸鎌 主体部 L 

376 

377 

378 

(4.00) 

二( 1 .90) ( 1 . 90) ( 1 . 1 5) 

L I (3. 60) (0. 70) 

掲載
名 称 出土位置 層位 全長 最大幅

番号

後平茶臼
385 紋具 古墳埋葬 (6. 20) 4. 60 

旅設内

後平茶臼
386 絞具 古墳主体 L (6. 20) 4. 50 

部

後平茶臼
l、ll、1.1 1

I
24. 30 387 鑓 古墳主体 1 7噂 30

部

497 轡
後
古

平
墳

1 号
(30.00) 8.00 

(2.20) 

( 1 . 55) 

(4.65) 

35) 

(0.60) 

(0. 75) 

(0.90) 

(0. 90) 

鉄製品観察表 69 

備 考
挿図 写真
図版 図版

三角式鏃身部0 107 74 

·TIゴ紐 臼、立g 107 74 知い"

(o. oo) I 片刃式蘊身部。 107 74 

I 頸部片。 107 74 

類部片。 107 74 i 

頸部片。 107 74 

頸部片。

顆部片。

頸部片。

頸部片。

頸部片。

( l . 35l I 台形状の類関 部 を 有 す る。頸部～茎部片。茎部樹皮巻•木質残存。

台形状の顎関部 を 有 す る。頸部～茎部片，茎部樹皮券 ？ ・木質残存。

台形状の顎関部 を 有 す る 。頸部～茎部片。茎部樹木質残存。

台形状の頸関部 を 有 す る 。 頸部～茎部片。茎部樹皮巻 ？ 残存。

台形状の頚関部 を 有 す か類部～茎部片。

台形状の頸関部 を 有 す る。頸部～茎部片。茎部樹皮巻残存。

の頸関部 を 有 す る 3頸部～茎部片。茎部樹皮巻 ？ 残存。

( 1 . 00) 台形状の頸閉部 を 有 す る 。頸部～茎部片。

(0.90) 台形状の頸間部 を 有 す る 。頸部～茎部片。茎部樹皮巻•木質残存。

( 1 . 40) 台形状の頸関 部 を 有 す る。頚部～茎部片。茎部樹皮巻残存。

(2. 20) 台形状の顆関部 を 有 す る 。 頸部～茎部片。茎部樹皮券 ？ 残存。

(2. 40) 茎部片。樹皮巻残存。 i 107 74 

(2. 25) 茎部片。木質残存 ？ 107 74 

(2.50) 茎部皮巻 9 残存 \07 

(4.00) 茎部片。木質残存 ？ 107 74 

切先 107 74 

切先 107 74 

鞘木質残存。 107 74 

質量(g) 備 考 挿図 写真
図版 図版

7 
⑫ 9. 1 )  107 4 

76 

(27.6) 107 4 
76 

7 
(320.0) 木心鉄栃張輪鐙。質量は保存処理後に計測c 108 5 

76 1 1 

7 '· 

(2ぉ.5) 素環錢板付轡 125 I / 5 '  
76 I 

L :  床面想定の高さ 質量は一部 を除き復原前に計測。
L2 : 盗掘孔埋土下層 （床面想定ラ イ ン よ り 下位 レベル）



6表 石器観察表 A地区
掲戟

番号
47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

出土区

K 15 

H 14 

H 1 4  

H 1 5  

I 1 4  

I 1 4  

I 1 4  

I 1 5  

I 1 5  

J 14 

K 14  

K 1 6  - "  ー一-----
L l 4 

l 14 

1 1 4 

62 ; I 1 5  

63 K 1 4  

64 I 1 4  

65 K 14 

茄 J 
61 J 1 3  

68 14 
69 K 14 

70 J 1 5 

71 H 1 4  

72 1 14 

73 L l4 

74 L 15 

75 I 1 2  

76 I 14  
— ャ

77 J 14 

78 K 14 

79 H 8  

層位 器栢

皿 石鏃

NU 石鎚

V 石錯
V 石鎌

； V 石銀

'NU 石錢

V 石鎌

V 石鏃
V 石鏃

石鏃

石縁

石鏃

石鎌

石紐

石鎌

石鎌

i 石践
石鉱

N 石鎌
WU 石縁

V 石繕

石鎌

わ銭

!VB 器種不明

NB 石鏃未製品
V 石鑓未製品 ？

V 削器
V 水品の礫
JV 削器

V 石核
V 両極剥片

V 両極石器

V 両極剥片

V 両極剥片

時期 石材

不明

不明

ヌ カ イ ト

珪岩

赤珪岩

不明 下呂石

不明 下呂石

不明 下呂石

前期 9 下呂石---

不明 下呂石

不明 珪岩

不明 下呂石

不明 下呂石

不明 下 呂 石

不 明 サ ヌ カ イ ト

形凹基

サ ヌ カ イ ト

下呂石

珪岩

不明 赤珪岩

不明 珪岩

不明 珪岩

不明 核当な し

不明 珪岩

不明 珪岩

不明 サ ヌ カ イ ト

不明 珪岩

不明 珪岩

不明 下呂石

加工 素材形態

不明

不明

不明

不明

不明

両極表1J片

不明

SP 不明

SP 不明

SP 不明

HP 不明

HP 不明

HP 不明

SP 不明

HP 不明
SP 不明
HP 不明
HP 不明
HP 不明
HP 不U月

HP 不明

SP 不明
HP 不明

SP 不明

HP 両極剥片

HP 小礫

HP(不規則） 両極剥片

HP 剥片

HP 

剥 片

剥 片

H I  礫片

な し 剥片
HvD • HP 剥片

な し 剥片

な し 剥片

不明

不明

不明

不明

両極打撃

不明

不明
ヽ明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明
- --' · ● -----

両極打撃

な し

1 3. 5 

1 8  

1 7. 3 

1 9. 5 

1 6. 8 

1 7 . 8  

20.4 

17 .2  

17 .  3 

1 9. 9  

1 9. 8  

1 8 . 8  

20. 2 

19 .3  

23.4 

29 

28. 3 

25 

1 9. 8 

25 

26. 2 

8 

， 
22 

43. 7 

55 ム―·----
22.6 

25.8 

1 9. I 

23. 1 

33. 2 

23 
備 考

ト ロ 石器の可能性 も あ る 。

18.9 4.  1 

16.4 4. 1 

1 6. 3 3 .6  

1 6. 1 3 . 9  

1 5. 4  5 . 1  78 

14. 1 3. 9 78 

1 2. 6 3.5 78 

14 .  7 3.2 78 
----� 

17. 1 3 .5  78 

78 

14 .6  3 . 8  78  

1 5 .  1 3 .2 78 

16. 9 4. 3 78 

14.4 3. 4 78 

10. 7 2. 8 

1 1 . 5  3. 9 

16. 1 4. 8 

1 6. 3  4. 6 

1 5. 9  ! 4. 7 

9. 4 i 3. 6 

1 3. 3 27 78 

1 7. 1 3 27 78 

1 8. 8 3 .6 27 78 

17 .  7 3. 1 21 78 

20 5. 9 尖頭器断片 , 27 78 
' '  

1 3. 6  3 . 8  27 78 

21 . 3  7 . 2  末端辺にし鏃の押圧剥離の加工痕” 27 78 

20. 8 8 .2  正面左側辺は古い折れ面い 加工 は そ れ を切 っ て いる
c 28 78 

24 22 28 78 

38. 8  15.2 両側辺に漬れ痕や憤細剥離が観察 で き る ，， 殻柄痕の可能性が あ る 。 28 78 

41 . 5  刃部の削器。 28 78 

24. 5 28 78 

30 28 I 78 

18 .4  ピ エ ス エ ス キ ー ユの末端片に不規則な押圧剥 離 を し た石器。 石鎌未製品の可能性あ り 心 28 78 

28 78 

裏面側の側辺の剥離は不規則剥離。 28 78 



m
罪
忠
森
沢

71 

—- ---—----— —  
相載 出土区 時期 石材 加 工 素材形態 素材枝術

I 
. . 

＿ 琵
番号 (mm) 

86 K 13 V 使用痕剥片 不明 珪岩 HP 剥片 垂渭打撃 1 4 . 9  左側辺に不規則な押圧剥離。

87 H 14 V 使用痕剥片 不明 珪岩 な し 縦長剥片 HI 36. 3 ---
88 1 15 NB 使用痕剥片 不明 珪岩 な し 剥 片 不明 18 . 5 末端片に不規則な押圧痕。 加工で は な い。 使用痕か否 か は 不明。 28 78 

89 G 1 5  V 剥 片 不明 下 呂 石 な し 刹片 垂直打翌 22.4 28 78 
--

90 H 1 4  V 剥片 不明 め の う な し 剥片 垂直打撃 20. 9 1 9. 4  7 28 78 
« 

9 1  H 14 V 剥 片 不 明 下呂石 な し 剥片 垂直打繋 28. 8 1 5. 6  1 1 .  8 28 78 

92 H 14 V 剥 片 不 明 下呂石 な し 剥 片 垂直打翌 1 8  1 3. 9 4. 4 28 78 ＾→ 
93 I 1 4  V 剥 片 不 明 下呂石 な し 剥片 垂直打撃 23. 2 1 3. 5 5 .8  28 78 I 
94 K 1 4  V 剥 片 不明 砂岩 な し 剥 片 直接打撃 28. 4 39.9 9.2 打面欠a 28 78 

剥 片
-- ---

95 K 1 4  V 石錐 不明 下呂石 HP ↑明 24. 5  1 5 . 4  7 . 4  29 79 

� rn ==夏
不明 珪岩 HP 剥片 間接打翌 22. 9  2 1 . 6  6 . 4  側辺の古い直角 の 面 と 押圧剥離の側辺で短い刃 部 を 形成が 29 79 

I ド—--- --

97 SBA05 不明 珪岩 HD • HI  剥 片 不 明 43. 2 i . 2-3-.-3 - 1 3. 5  29 79 
-·· - - ·- ----- -----

98 SBAl l 不明 珪岩 HI 峯 HP （横長剥片） . 9  21 . 3  9. 1 尖頭器の可能性 も あ る 。 素材は推定 し た。 29 79 

卜-99 後平 1 号古墳 1 異..形石器 33. 7 不明 サ ヌ カ イ ト SP 不明 不明 22.4 6. 9 29 79 

100 
←一＾
SBA05 1 石錐 不明 赤珪岩 HD 剥片 HD 78.8 59.2 2 1 . 8  29 79 

101  方形周溝墓 3 削器 赤珪岩 HP/鋸歯 剥 片 不明 30 1 3. 3 3 .6  29 79 

102 F 1 3  I ヘ ラ 状石器 赤珪岩 HD 剥片 直接打撃 33.8 32 10. 6 素材裏面に清接打撃の平坦刹離で成形加工。 加工の剥離は手前で止ま っ てい る < 29 79 
--

1 03 SBAIO 1 ヘ ラ 状石器 早期末 赤珪岩 HD 剥片 直接打撃 52. 9 42. 3 1 7. 3 右側辺 を 直接打撃で 成形加工。 左側辺は折取 り 。 29 79 
； 

2 
i -·---"" 

1 04 後平茶臼古墳 打製石斧断片 不明 砂岩 HD 打製石斧片 直接打撃 47 3 29. 3 9. 1 29 79 

後平茶臼古墳 ヘ ラ 状石器 i 早期末 赤珪岩 HD 刹片 濱接打整 65. 7 46.2 1 7. 1 被熱責料む 左側辺に直接打 撃 で成形加工。 刃 部 に 不規則剥離。 29 79 

不明
--------- --------

1 06 同士 主体部 打製石斧断片 砂岩 HD/平坦 不明 不明 47. 3 46. 3 9. 2 30 79 -· - ーー一 ・ 書一
1 07 後平茶臼古墳 2 打骰石斧 不明 砂岩 HD/平坦 不明 不明 58. I 拓 7 .6  30 79 

-- ”””‘ ‘ ‘  -......................... 匹-····人
108 後平茶臼古墳 打製石斧 不明 砂岩 HD/キ坦 剥 片 直接打繋 84. 2 36. 7 14. 9 30 79 

喜
109 同上 主体邸 打製石斧 砂岩 HD/平担 剥 片 諄接打竪 88. 8 38 15.  1 30 79 

1 1 D  後平茶臼古墳 2 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル 人 HD/平坦 不明 不明 100. 6 38. 3 1 2  30 79 
” ” ” ” ‘ ”  

1 1 1  後平茶 臼 占 墳 L 敲石 砂岩 な し 円礫 な し 79. 1 71 . 1 38. 6 衷裏1こ敲打の使用痕” 30 79 

1 12 同土 周溝 ？ 使用痕剥片 凝灰岩 な し 剥片 阻接打翌 6 1 .  7 45. 9 1 3. 5 旧石器 9 31 80 

1 1 3  後平茶臼古墳 C 区 礫器 不明 ホ ル ン フ ］： ル ス HD 不明 不明 88. 6 65 39. l 31 80 

1 1 4 後平茶臼古墳A区 磨石 不明 安山岩 な し 不明 な し 52. 3 78.4 61 . 6  磨 り は使用痕。 31 
--

1 1 5  後平茶臼古墳 D 区 磨石 ・ 敲石 不明 砂岩 な し 円礫 な し 96. 1 76. 6 69. 3 摩耗 ・ 敲打痕 31 80 
------

1 1 6 後平茶臼古墳 A 区 2 打欠石錘 不明 砂岩 HD 扁平小円礫 な し 30.9 22.9 8. 7 32 80 
-- ---------

1 1 7  G l 2  JI 打欠石錢 不明 砂岩 HD 扁平小円礫 な し 36.9 23. 4 8. 1 32 80 

1 1 8  G l O  It 打欠石錘 （礫石錘） 不明 砂岩 HD 円礫 な し 4 1 .  B 25. 8 10 .4  32 80 

HD 
――→ 一―--- . 一 ―------

1 1 9  G 1 6  皿 打欠石錢 不明 砂岩 扁平小円礫 な し 祁. 5 30. 6 1 2 . 1  32 80 

1 20 1 16 皿 打欠石錘 不明 砂岩 HD 扁平小円礫 な し 42. 9 27. 5 1 3. 3 32 80 

1 2 1  1 14 V 打欠石錘 不明 砂岩 HD 扁平小円練 な し 42.6 27. 1 1 1 .  7 32 80 

1 22 H 1 5  V 打欠石§垂 不明 砂岩 HD 扁平小円礫 な し 5 1 .  1 46. 3 21 . 1 32 80 
I 

不明 I 砂岩1 23 H 1 4  V 打欠石鋒 HD 扁平小円礫 な し 50.4 31. 6 8 .4  32 BO 
-------- · -

124 H 1 4  V 打欠石錘 不明 砂岩 HD 扁平小円纏 し 54. 8  52--. -1 L_1_0. 1 32 80 
----- -----
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臨逹翌湖梵

掲載 出土区 層位 器種 時期 石材 加工 繋材形態 素材技術 長 厚 備 考 挿図 写真
番号 (mm) （面） (mm) 図版 図版

125 F 1 2  N 打欠石錢 不明 砂岩 HD 扁平小円礫 な し 45 35. 3 1 0. 5  32 80 

126 J 14 V 打欠石錢 不明 砂岩 HD 扁平小円礫 な し 67. 5 48. 7 27. 5 32 80 

127 H 1 5  V 庫石 ・ 敲石 不明 安山岩 な し 楕円礫 な し 祁. 2 78. 5 46 33 81 

128 SUA01 1 敲石 不明 細粒砂岩 な し 小楕円礫 な し 79. 7 56. 3 33. 3 叩 き痕は使用痕。 33 81  

129 I 1 4  V 扁平特殊磨石 不明 砂岩 研磨 ・ 敲打 扁平礫 な し ! 144. 4 5

45

3

.

. 4  

2 

24.6 33 81 

1 30 SBA07 3 敲石 不明 砂岩 な し 長惰円礫 な し 1 1 3. 4 24.8 表裏面 と端部に 叩 き の使用痕。 33 81 

131 K 14 V 特殊磨石 早期末 砂岩 な し 惰円礫 な し 145. 4 89.2
� 31 . 4  

3 3  8 1  

1 32 SBA13  1 敲石 不明 凝灰岩 な し 長楕円礫 な し 61 . 2  56. 1 

詞
1 33 SZA03 敲石 不明 砂 な し 楕円礫 な し 87 1 00. 8 43 表裏に敲打の使用痕。 側面にザラザラの機能面。

1 34 SBA06 1 敲石 不明 砂岩 な し 長楕円礫 な し 104.8 66. 4 53 使用痕は表裏側面に敲打の使用痕。
135 SZA01 l 石皿 不明 砂岩 な し 扁平礫 な し =mr.: 89.6 60 

136 SBAOO 石皿 不明 砂岩 な し 不明 な し 80.9 97.8 

155 G 1 5  ll 敲石 不明 硬質凝灰岩 な し 楕円礫 な し 1 34 .  戸
52.9 

78 端部に 叩 きの使用痕。 柔 ら かい対象物に使用。 ト チ 敲 き石の使用痕に近似。 45 81 

183 G 6  II 砥石 不明 な し 不明 不明 214.8  戸43. 1 金属；膏状
の砥面が数条観察 さ れ る 。 54 81 

184 J 15 n 砥石 不明 な し 不明 不明 1 36. 6 に使用す る砥石， 54 81 

256 J 15 lll 石錐素材礫 不明 砂岩 な し 扁平小円礫 な し 46.8 29. 1 1 1 . 3  77 81 

J 1 4  m 石鏃 不明 下呂石 HP 剥片 不明 39. 3 1 9. 7 4 .5  1 24 82 

491 G 1 4  皿 磨製石鎮 弥生 凝灰岩 研麿 不明 不明 14 .8  28.6 3. 2 基部の断片 1 24 82 

492 I 1 3  頂 石包丁 不明 頁岩 研磨 不明 不明 51 . 6  53.8 8.8 1 24 82 

493 G 1 6  皿 石包丁 不明 片岩 研磨 不明 不明 59. 3 

� 

74. 2  1 1 . 1  124 82 

494 1 1 1 m 石槌 不明 砂岩 敲打 不明 不明 81 . 3 1 24 82 

495 J 15 JI 砥石 不明 砂岩 研磨 不明 101 . 1  1 24 82 

496 L 1 4  砥石 不明 砂岩 研磨 不明 1 12. 3 80.5 1 0. 4  1 24 82 

B 地区
褐戟

出土区 層位
取上

器種 石材 素材技術 長 (om) 幅(mm) I 厚(mm)
� 

挿図 写真
番号 番号
533 BE12 皿 1 98 水晶の小礫 水晶 な し な し 1 9  1 1  9 

534 BM1 1  V 368 水晶の小礫 水晶 な し な し 1 4  ， 7 147 82 
535 BN 9 V 355 石鎌 下 呂 石 SP 不明 19.4  1 2. 1  2.8 1 47 82 
536 SD801 1 287 剥片 下呂石 な し 直接打撃 25.5 25. 3 10. 1 147 82 

537 SDBOl 1 282 石鎌 下呂石 HP 不明 35. 1 16. 1 6. 1 147 82 

5沃 SBB04 1 1 1 9  砥石 砂岩 な し 不明 1 20. 1 68.6 

* 
82 

539 BM11 w 349 片刃礫器 ホ ル ン フ ェ ル ス HD 直接打撃 102. 6 104. 1 82 
540 SDB01 1 290 両極剥片 頁岩 な し 両極打撃 50. 1 16. 9 7. 7 1 47 82 

石器観察表第17表
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臼古墳 ・ 後平遺跡

自 動車道 （関 ～ 美濃加茂） 建設事梁 に伴う 緊急発 掘調査報告書

岐阜県文化財保護セ ン タ

• 安田正枝 • 三辻利一

〒 502- 0 0 03 岐阜市三 田洞東1-26- 1 TEL 05 8-237 - 8550 

西暦20 02年1 2月 25日

ふ り が な ふ り が な コ ー ド
北緯 調査期間 I 調査面積

調 査

地 1 市町村
I

遺跡番号
I'

21 502 0 4309 

09263 , 30' 58' 199 81 1 20 

1 36° I 199 81 028� I 8, 4 80m' 

09237 I 1 6" i 27" I 1999 0 61 0� 

20 0 0 0302 

所収 遺跡名

後平茶 臼古墳
1 号古墳 ；

構 I 主な

26軒 石 器
1 縄文 上器

古墳 2 土師 器
古墳時代 1 中世墓 5基 須恵 器

土坑
ピ ッ ト

山茶碗

特

後平茶 臼古墳 は竪穴系横
口 式 石室 を持つ造 り 出し
付 き円墳で 中濃地域 の主

と 思われる。 木芯鉄
は県 内2例 目 の

出土、 尾張型埴輪 は
5例 目 の出土で 北限 にあ
たる。砂行 • 南青柳 • 深
橋前 遺跡と ともに弥生時
代 末 ～ 古墳時代 初頭に丘
陵 部の急 斜面に集落 を形
成し た。 また
も 確認し た 。
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